
提 供 日 2023/05/16

タイトル 「浜西探究プログラム」フィールドスタディ報告会の
開催

担　　当 教育委員会 浜松西高等学校

連 絡 先 教頭　岡本

TEL 053-454-4471

浜松西高校生徒による探究報告会「浜西総探ＤＡＹ」を開催します！

　浜松西高等学校は、令和３年度から県のイノベーション・ハイスクールの指定を受け、探究の手法を学び、フィールドスタディ
や論文作成を通して探究力を深めてきました。
　探究活動の成果として、「企業のミライ計画書」を作成した２年生と、興味関心から自身の生き方や進路を模索しつつ探究論文
を執筆した３年生が、異学年の生徒や協力いただいた企業の皆様に向けて提案・報告を行う「浜西総探ＤＡＹ」を開催します。

１　開催日時
　　令和５年５月23日（火）
　　８時35分～16時00分

２　会　　場
　　静岡県立浜松西高等学校　本館・体育館
　　（住所：浜松市中区西伊場町３－１）

３　活動内容
（1）午前：校内発表（異学年交流）
　　・３年生から１、２年生への論文プレゼン
　　・３年生による論文ステージ発表
　　・２年生から１年生へのフィールドスタディプレゼン
（2）午後：企業やコンソーシアム委員への提案・発表
　　・２年生による企業担当者を交えてのフロア発表（ポスターセッション）
　　・２年生によるステージ発表

４　参加者
　　１～３年生の生徒
　　協力企業の皆様
　　浜西探究プログラムコンソーシアム委員

５　その他
　　取材可。取材の際には、５月19日（金）10時までに浜松西高等学校へご連絡く
　ださい。

６　問い合わせ先
　　静岡県立浜松西高等学校
　　電　話：053-454-4471
　　担　当：教頭　岡本／進路　鈴木
　　メール：hamamatsunishi-h@edu.pref.shizuoka.jp

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/05/16

タイトル 「一社一村しずおか運動」
大淵二丁目ささば景観保存会×株式会社伊藤園が
協定式を行います！

担　　当 経済産業部 富士農林事務所農村整備課

連 絡 先 農村計画班

TEL 0545-65-2201

【一社一村しずおか運動】【美しく品格のある邑】

大淵二丁目ささば景観保存会×株式会社伊藤園が
協定式を行います！

１　要旨
　茶園「大淵笹場」を保全している「大淵二丁目ささば景観保存会」と、その活動をサポートす
る「株式会社伊藤園」が、県が推進する「一社一村しずおか運動」の協定式を行います。また、
協定式後は一番茶刈りの協働作業を行います。

※協定締結後、「一社一村しずおか運動」への認定を申請予定。

２　概要

日　時 令和５年５月20日(土)午前８時30分～　※雨天時延期：５月21日(日)

場　所 大淵笹場（富士市大淵）

参加者 大淵二丁目ささば景観保存会　約20名

株式会社伊藤園　　　　　　 約10名

３　取材について
　取材の許可は得ております。取材を希望される方は現地に直接お越しください。

■「一社一村しずおか運動」とは？
　企業と農山村が対等な関係のパートナーシップを組み、それぞれの資源、人材、
ネットワーク等を生かした双方にメリットのある協働活動の実現を目指し、農山村
と季語湯の要望を県がコーディネートする取組です。令和５年３月末時点で36の農
山村地域と45の企業・団体が認定されています。

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財産
でもある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美しく
品格のある邑(むら)」として登録し、情報発信や知事顕彰を行っています。令和５
年３月末時点で153の地域が認定されています。

■大淵二丁目ささば景観保存会
　茶園「大淵笹場」の保全を目的に、平成27年に地域の有志によって設立された組織です。「富
士山と茶園」の景勝地である大淵笹場を維持保全するとともに、地域資源として活用して地域振
興活動も行っています。煎茶、ほうじ茶、紅茶だけではなく、障害福祉サービス事業所「市立く
すの木学園」と連携して開発した「Hoffee（ほうひー）」や、大淵笹場の景観をモデルにデザイ
ンした「ささば缶」の販売を行っています。
　同団体が活動する地域一帯は、令和元年度に「ふじのくに美しく品格のある邑」に登録されて
います。



提 供 日 2023/05/16

タイトル 災害廃棄物処理に関する市町初任者研修会を開催しま
す

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 資源循環班

TEL 054-221-2426

災害廃棄物処理に関する市町初任者研修会を開催します！

昨年の台風被害等における教訓を踏まえ、災害時における廃棄物処理の対応力を高めるため、県内の市町職員等を対象に、出水期前のこの時期に研修会
を開催します。

１　日　時　令和５年５月22日（月）13時30分から16時40分まで

２　会　場　静岡県庁 別館20階 第一会議室Ｂ・Ｃ（静岡市葵区追手町9-6）

３　主　催　環境省関東地方環境事務所、静岡県
　　　　　　
４　参加者　市町の災害廃棄物処理担当者、一部事務組合担当者
　　　　　　県健康福祉センター職員
５　内　容
　　　13：30～　説　明（静岡県）
　　　13：40～　講　義
　　　　　　　　「被災自治体がとるべき災害発生時の対応」
　　　　　　　　　講　師：環境省関東地方環境事務所 資源循環課 
　　　　　　　　　　　　　災害廃棄物対策専門員 宇田 仁 氏
　　　14：10～　ワークショップ（途中休憩あり）
　　　　　　　　「災害廃棄物処理の初動対応と仮置場の選定・開設について」
　　　　　　　　　コーディネーター：環境省関東地方環境事務所 資源循環課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　災害廃棄物処理広域連携調整官 武井 誠 氏
　　　16：30～　講　評（環境省関東地方環境事務所）
　　＊ワークショップでは、市町職員等がグループに分かれ、初動期に行う業務の全体像や仮置場の設置等について検討しま

す。
　　　

６　その他
　　当日取材を希望される場合は、直接会場にお越しください。



提 供 日 2023/05/16

タイトル 令和５年度行政経営研究会を開催

担　　当 経営管理部 地域振興局市町行財政課

連 絡 先 行政班

TEL 054-221-3184

新たな市町課題に機動的に対応！

令和５年度　行政経営研究会を開催

　市町とともに政策課題を検討する行政経営研究会を下記のとおり開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　時

　　令和５年５月19日（金）午後２時から３時まで（予定）

２　会　場

　　ウェブ会議（県庁所属の出席者は、県庁別館２階第１会議室Ａ）

３　出席者

　　　　県 経営管理部理事（地方分権・大都市制度担当）、地域振興局長、
各地域局長　他

　　　　市町 各市町総務又は企画担当部長　他

４　内　容

　　（１）　各テーマの令和４年度報告、令和５年度研究事項
　　　　　　(ファシリティマネジメントの推進、ＩＣＴの利活用、 公民連携・協働　等)

　　（２）　課題検討会における研究項目の追加について

　　（３）　意見交換

【参考】行政経営研究会
　　平成26年４月、県全体の行政運営の効率化・最適化を目指し、連携を推進し、
　　　課題解決を図るため、県内全市町と県が連携して設置。
　　　これまで、県富士総合庁舎の一部の富士市への貸付や、
　　　県内市町における自治体クラウドの導入などを実現してきた。



提 供 日 2023/05/16

タイトル 消防職員初任教育初任科（第94期）第１回野外訓練を
実施

担　　当 危機管理部 消防学校教務課

連 絡 先 飯塚　誠

TEL 054-369-1190

初任科学生117人が浜石岳へ野外訓練！

　消防学校では令和５年度初任科学生117人（うち女性10人）が、消防職員としての基本的な知識・技術を習得するため、寮生活を送りなが
ら約６か月間（令和５年４月６日～９月26日）の教育訓練を受けています。
　消防学校へ入校し約１か月が経過する５月23日（火）、教育訓練序盤の総括を兼ね、１回目となる野外での集団訓練を実施します。（第２
回は８月３～４日に実施予定）
　この訓練は、初任科学生が消防活動を遂行するために必要な、基礎体力並びに強靭な精神力を身につけるとともに、己を知り仲間との共同
精神の涵養を図ることを目的として、静岡市清水区興津の静岡県消防学校から同区由比の浜石岳（標高707ｍ、全行程約30km）までを約
20kgの荷物を背負いながら、徒歩にて往復するものです。

１　日時
　　令和５年５月23日（火）８時00分～17時00分
　　（悪天時順延の場合の予備日：５月25日（木））

２　場所
　　静岡県消防学校から浜石岳山頂までの往復
　　（静岡県静岡市清水区谷津町１-577-１）

３　行程
　　08:00　消防学校出発（消防学校グラウンドにて学校長の訓示）
　　08:40  薩埵峠到着
　　09:50  バーベキュー場到着
　　11:30  浜石岳野外センター到着
　　12:20　浜石岳山頂到着（昼食）
　　13:05　浜石岳山頂出発（往路と同行程）
　　17:00　消防学校到着（消防学校グラウンドにて副校長の訓示）
　　　　　 ※行程は訓練の進捗状況により前後する場合があります。

４　参加者
　　初任科学生117名及び教職員18名

５　取材について
　　取材を希望される場合は、令和５年５月19日（金）の17時までに次項の問い合わせ先まで御連絡ください。
　　延期する場合は、事前に取材申込みをした場合に限り、消防学校から御連絡します。
　　なお、気象条件等による延期の決定は、令和５年５月22日（月）正午にします。

６　問い合わせ先
　　静岡県危機管理部 消防学校 教務課　飯塚　誠
　　静岡県静岡市清水区谷津町１-577-１　
　　電話:054-369-1190  
　　FAX:054-369-1197

メールアドレス：fd-school-kyomu@pref.shizuoka.lg.jp



提 供 日 2023/05/16

タイトル タイ、インドネシアで静岡県や日本文化の魅力を伝え
ませんか？
日本語パートナーズ静岡県推薦プログラム参加者募集

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-3325

タイ、インドネシアで静岡県や日本文化の魅力を伝えませんか？

日本語パートナーズ静岡県推薦プログラム参加者募集

１　要旨

　県ではタイ、インドネシアの高校などに派遣され、現地の日本語教師のアシスタント、日本文化の紹介や静岡県の魅力発信を行う、国際交流基金日本

語パートナーズ派遣事業の静岡県推薦プログラムへの参加者を募集します。

２　概要

・日本語パートナーズ派遣事業は、独立行政法人国際交流基金（以下、「基金」という）が実施する事業で、アジアの中等教育機関等で現地の日本語教

師のアシスタントや文化交流を行う人材を派遣し、アジアの日本語教育を支援するとともに、派遣者自身が現地の言語や文化を学び、アジアの架け橋

になることを目的としています。

・県では、平成28年に本県と基金が締結した「国際交流事業の相互連携に関する協定」に基づき、日本語パートナーズ派遣事業の派遣枠の一部に静

岡県枠を設けており、将来、静岡県のグローバル化を担う人材として、日本語パートナーズを募集します。

３　募集人数・派遣期間

派遣先国 募集人数 派遣期間（予定）

タイ １人 2024年５月～2025年２月

インドネシア １人 2024年８月～2025年３月

４　主な応募要件

(1) 静岡県内に在住、在勤、在学している方

(2) 静岡県の魅力を積極的に発信し、帰国後も静岡県の事業に協力できる方

(3) 生年月日が次の期間内である方

1954年７月１日から2003年９月７日まで（タイ）

1956年４月１日から2003年９月７日まで（インドネシア）

(4) 日常英会話ができる方

(5) 派遣前研修（約４週間）に全日程参加できる方

(6) 新型コロナウイルスワクチンを派遣前研修の１か月前までに３回以上接種している方

◆その他の要件は、募集要項（県地域外交課ホームページに掲載）をご確認ください。

５　応募方法・締切

(1) 応募方法：所定の提出書類一式を、県地域外交課まで郵送または持参で提出

(2) 締切：2023年６月30日（金）17時必着

６　オンラインでの説明会（YouTube Live（無料、事前申込不要））

(1) 日時：2023年６月２日（金）19時～20時
(2) 内容：事業の概要説明、静岡県推薦プログラム派遣経験者の体験談、質疑応答等

◆募集要項、応募書類、説明会の詳細は、県地域外交課ホームページをご確認ください。
https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/kokusaikoryu/1046874/1011597.html



提 供 日 2023/05/17

タイトル ふじのくに国際高校の校章デザイン募集

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班　小粥

TEL 054-221-3152

ふじのくに国際高校の校章デザイン募集

　令和６年４月、静岡県立ふじのくに国際高校が島田市金谷に開校します。この新しい高校の校章デザインを
募集します。

１　募集期間　　令和５年５月18日（木）～６月30日（金）（必着）

２　応募方法　　郵送又は電子メールによる
(1) 郵送の場合

・所定の応募用紙(県立ふじのくに国際高等学校の特設サイトに掲載)に必要事項を

　　　　記入の上、郵送する。

・校章案は５cm×５cmのサイズとする。手書き、ソフトでの作成は問わない。

・郵送に係る費用は原則自己負担とする。

(2)　電子メールで送付する場合

・県立ふじのくに国際高等学校の特設サイトから所定の応募用紙をダウンロードし、

　　　　必要事項を記入の上、電子メール添付ファイルにより送付する。

・校章案は、JPEG方式(拡張子:.jpeg)の画像データ(500KB程度)を添付ファイルにより

　　　　送付する。

３　応募条件

(1)　未発表の新規デザインに限る。

(2) 採用案の著作権は、主催者(静岡県立ふじのくに国際高等学校)に帰属するものとする。尚、採用者は作品の著作権の帰属を無償で

主催者へ移譲するものとする。

(3) 必要に応じて当初の応募案に補作・修正を施すことがある。

(4) 応募案の多寡によって採用案を決定するものではない。

(5) 応募作品は返還しない。応募に要する経費は応募者の負担とする。

４　応募上の留意点

(1) 所定の応募用紙１枚につき１つの案の応募とする。

(2) 校章案がカラーの場合は色を付けたデザインを送付する。

(3) 一人で複数の応募を可とする。

(4) グループで作成した校章案の応募も可とする。 

(5) 応募する校章案には、校章案の説明（理由やイメージ）等の簡単な意図を添え、住所、氏名、電話番号（グループで作成した校章案を

応募する場合には、グループ名、代表者の住所、氏名、電話番号）を記入する。

５　発表・賞

　採用が決定した校章案については、決定次第、直接本人（グループの場合は代表者）

　　に連絡する。

　校章案採用者１名に記念品を贈呈する。

６　応募先及び問合せ先等

(1) 応募先

ふじのくに国際高等学校開校準備委員会校章募集係（金谷高等学校内）

住所：〒428-0018　島田市金谷根岸町３５番地

電子メールアドレス：fujikoku.shizuoka@gmail.com

※電子メールで応募する場合は、件名を「【校章応募】○○○○」（○○○○は応募

　　　　　　者氏名又はグループ名）としてください。

(2)　問合せ先

・ふじのくに国際高等学校開校準備委員会事務局　電話：0547-45-4155

・静岡県教育委員会高校教育課学校づくり推進班　電話：054-221-3152

(3)　参考資料等



特設サイト(学校紹介動画・パンフレット)　　　　　　　

募集要項・応募用紙

７　その他

ふじのくに国際高校の第１回学校説明会を、５月21日（日）14時～15時半に、島田市金谷生きがいセンター「夢づくり会館」で開催します。

ぜひ、お越し下さい。

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2023/05/17

タイトル 静岡県立工科短期大学校令和５年度オープンキャンパ
スを開催します！

担　　当 経済産業部 工科短期大学校学務課

連 絡 先 静岡キャンパス、沼津キャンパス

TEL 054-345-2032､055-925-1073

静岡県立工科短期大学校
令和５年度オープンキャンパスを開催します！

　本校では、「現場に立って、自ら考え、行動できる人材を育成」を基本理念とし、高度なものづくり人材の育成を支援していま
す。
　オープンキャンパスでは、各キャンパスの施設の様子や授業の体験ができます。
　今年度は、下記のとおり各キャンパス全８回を予定しています。

１　開催会場・日時
　【静岡キャンパス（静岡市清水区楠160）】令和５年５月20日（土曜日）10時～
　【沼津キャンパス（沼津市大岡4044-24）】令和５年５月27日（土曜日）10時～
　※所要時間：２時間程度

２　対象者
　本校の見学を希望される方、進学検討をされている方、その保護者の方

３　内容
　学校紹介、キャンパスツアー、授業内容紹介・実演、入試案内、進路や通学に関しての個別相談

４　申込方法
　パソコン・スマートフォンから本校Ｗｅｂサイトにアクセスし申し込み
　申込ページ　https://scot.ac.jp/opencampus/

５　問合せ先
　静岡キャンパス学務課（054-345-2032）
　沼津キャンパス教務課（055-925-1073）

６　今後の予定

静岡キャンパス 沼津キャンパス

令和５年６月17日（土曜日）10時～ 令和５年６月24日（土曜日）10時～

令和５年７月15日（土曜日）10時～、13時～ 令和５年７月22日（土曜日）10時～、13時～

令和５年８月22日（火曜日）10時～、13時～ 令和５年８月24日（木曜日）10時～、13時～

令和５年９月９日（土曜日）10時～ 令和５年９月16日（土曜日）10時～

令和５年11月11日（土曜日）10時～ 令和５年11月18日（土曜日）10時～

令和６年１月20日（土曜日）10時～ 令和６年１月20日（土曜日）10時～

日
時

令和６年２月24日（土曜日）10時～ 令和６年３月２日（土曜日）10時～

※７月、８月開催分は２部制

【参考】静岡県立工科短期大学校の概要
　グローバル化や科学技術の進展による大きな変化に対応できる人材を育成するため、清水技術専門校及び沼津技術専門校の教育
内容を高度化し、令和３年４月に新たに開校。
　静岡キャンパス（３学科）：機械・制御技術科、電気技術科、建築設備科
　沼津キャンパス（３学科）：機械・生産技術科、電子情報技術科、情報技術科



提 供 日 2023/05/17

タイトル 地元の特産品を販売・展示する「邑マルシェ」開催！
in トヨタカローラ静岡(株) 大仁店

担　　当 経済産業部 東部農林事務所農村整備課

連 絡 先 東部農林事務所 農村整備課 白井

TEL 055-920-2165

【美しく品格のある邑】

地元の特産品を販売・展示する「邑（むら）マルシェ」開催！
inトヨタカローラ静岡(株)大仁店

１　要旨
　県と35市町で構成する「ふじのくに美しく品格のある邑づくり連合」は、しずおか農山村サ
ポーター「むらサポ」の会員企業と連携して、邑マルシェを開催します。
　店舗を農産物や加工品の販売スペースとして提供することで県内農山村を支援したいという企
業様の御意向によって実施するもので、今回は、リニューアル１周年イベントを開催するトヨタ
カローラ静岡（株）大仁店を会場に東部地域の特産品を販売・展示します。

２　概要

日　時 令和５年５月20日（土）、21日（日）10時から16時（売り切れ次第終了）

場　所 トヨタカローラ静岡（株）　大仁店（伊豆の国市神島193）

出店・展示邑 ・両日実施

いずのやね茅野（伊豆市）：フィンランド伝統の飾り『ヒンメリ』の展示

・21日（日）出店

伊豆月ヶ瀬梅の里（伊豆市）：梅シロップの販売

問合せ先 東部農林事務所　農村整備課　055-920-2165

当日：トヨタカローラ静岡（株）　大仁店　0558-76-4111
※21日（日）当日取材希望

３　参考

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財産
でもある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美しく
品格のある邑(むら)」として登録し、情報発信や知事顕彰を行っています。令和５
年３月末時点で153の地域が認定されています。

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県の農山村をみんなで守り、盛り上げていこうとするサポータークラブで、農山村地
域のイベント情報や旬な農産物、ボランティア募集等の様々な情報をメールマガジンや
フェイスブック等により県内外へ配信しています。「むらサポ」は平成28年４月１日に会員募
集を開始し、令和５年４月末時点で個人や企業を含めて5,580件の登録があります。

　



提 供 日 2023/05/17

タイトル 第７２回静岡県乾しいたけ品評会の開催

担　　当 経済産業部 森林・林業局林業振興課

連 絡 先 林業振興課　林業振興班　関口

TEL 054-221-3618

　　　県の伝統ある特産品「乾しいたけ」の品評会が開催されます

　　県内産の乾（ほし）しいたけは、全国の品評会で、最高位の農林水産大臣賞を

　数多く受賞するなど、高品質を誇っています。

　　今年も乾しいたけ栽培技術の研鑽と消費拡大を図るため、第72回静岡県乾しい

　たけ品評会が開催されます。

１　日時及び会場

　(1)日時：令和５年５月24日（水）午前10時～午後３時

　(2)会場：日椎連　乾しいたけ流通センター（藤枝市岡部町岡部1451-1）

２　主催等

　　主催：静岡県椎茸産業振興協議会（会長：伊豆市長 菊地 豊）　後援：静岡県

３　出品銘柄（部門）

　　天白どんこ、茶花どんこ、どんこ、こうこ、こうしんの５部門。

　　（県下から計100点以上の出品予定）

令和４年度農林水産大臣賞作品（天白どんこ）

４　表彰

　・部門ごと優等、１等、２等、３等、奨励賞を選考。特に優秀な出品物に、農林

　　水産大臣賞、林野庁長官賞、静岡県知事賞を交付。

　・表彰式は６月28日（水）開催の静岡県しいたけ生産者大会（焼津市）で実施。

　・上位入賞品は「第70回全国乾椎茸品評会」（６月29日（木））に出品。

５　問合せ先

　　静岡県椎茸産業振興協議会　伊豆市修善寺4279-5　電話：0558-72-1135

　　当日連絡先：日椎連　乾しいたけ流通センター　電話：054-667-3121



提 供 日 2023/05/17

タイトル 令和５年度静岡わさび農業遺産推進協議会総会の開催

担　　当 経済産業部 農業局農芸振興課

連 絡 先 みかん特産班

TEL 054-221-3299

静岡わさび農業遺産推進協議会（会長：川勝知事）の総会を下記のとおり開催します。この協議会は静岡のわさび田の保全及び伝
統的なわさび栽培の継承を推進し、多様な生態系の維持及び地域産業等の振興を図ることを目的として、設置されています。
総会においては、昨年度の事業報告や本年度の事業計画等について審議を行います。

１　開催日時
　　令和５年５月22日（月）午後２時～２時45分

２　開催場所
　　県庁別館９階特別第一会議室

３　協議事項
　　・令和４年度事業報告及び収支決算
　　・令和５年度事業計画及び収支予算案
　　・静岡わさび農業遺産推進協議会負担金の改正

４ 協議会構成団体

県 静岡県　※知事出席予定

市町 静岡市、浜松市、富士宮市、御殿場市、下田市、伊豆市、東伊豆町、河
津町、松崎町、西伊豆町、小山町

生産者団体 静岡県山葵組合連合会

農協等 富士伊豆農業協同組合、清水農業協同組合、静岡市農業協同組合、静岡
県経済農業協同組合連合会

　　
《参考》　

世界農業遺産
世界的に重要な農林水産業システム※を、国際連合食糧農業機関（Ｆ
ＡＯ）が認定する制度。
現在24か国74地域、国内では13地域が認定されている。

日本農業遺産
国内において重要な農林水産業システム※を、農林水産大臣が認定す
る制度。
現在24地域が認定されている。

静岡水わさびの
伝統栽培

静岡県はわさび栽培発祥の地であり、日本の固有種であるわさびを、
沢を開墾して階段状に作ったわさび田で、肥料を使わず湧水に含まれ
る養分を利用して栽培する伝統的な農法を展開している。
2016年に日本農業遺産に、2018年に世界農業遺産に認定された。

※農林水産業システム：何世代にもわたって受け継がれてきた農林水産業と、それに関わって育まれた文化や景観、生物多様性な
ど。



提 供 日 2023/05/17

タイトル 令和５年度「しずおか食セレクション」の募集

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 ブランド戦略班

TEL 054-221-3713

１　趣旨

県産農林水産物の中から国内外に誇りうる価値や特長等を備えた商品を、県独自の認定基準に基づき認定する「しずおか食セレクショ

ン」の対象商品を募集します。

２　認定対象商品

静岡県産農林水産物

３　応募期限　　

令和５年６月15日（木）必着

４　応募方法　　

応募用紙に必要事項を記入の上、添付書類とともにメール等により申請者の所在地を管轄する県の機関（農林事務所、水産・海洋技

術研究所）に提出してください。

５　応募用紙

静岡県のホームページからダウンロードできます（URLは以下のとおり）。

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/shokunomiyako/1052213.html
６　審査会

令和５年９月26日（火）（予定）

７　認定書の交付

ふじのくに「食の都」表彰式（令和６年２月13日（火）（予定））にて交付します。

８　認定有効期間

認定日から５年間（令和10年度まで）

９　主な認定商品の特典

・認定を受けたものは、認定商品に「しずおか食セレクション　頂」マークを表示することができます。

・バイヤーや消費者が県産農林水産物及び加工品の情報を閲覧できる県運用ウェブサイト「バイ・シズオカ　オンラインカタログ」へ掲載でき

ます。

・認定後は、選択した支援コース（ローカル、プレミアム、メジャー）別に販売先や消費者へのPR、事業の情報提供等の販路開拓支援が受

けられます。

10　問合せ先・提出先

静岡県経済産業部産業革新局マーケティング課

〒420-8601　静岡市葵区追手町9-6
電話　054-221-3713　FAX　 054-221-2698
E-mail：marke@pref.shizuoka.lg.jp



提 供 日 2023/05/17

タイトル 首都圏展示会「人とくるまのテクノロジー展」に
県内企業が出展

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班

TEL 054-221-2985

国内最大の自動車技術展で販路開拓
「人とくるまのテクノロジー展」に県内企業６社が出展！！

　県は、次世代自動車に関連する製品・技術の販路拡大を目的として、国内最大の自動車技術展
「人とくるまのテクノロジー展」に静岡県ブースを設営し、県内企業６社の出展を支援します。

１　「人とくるまのテクノロジー展」の概要
（１）日　　時：令和５年５月24日（水）～26日（金）

（24日・25日）10時～18時、（26日）10時～17時
　　　　　　　　※オンライン展示会は、５月17日（水）～６月７日（水）の期間に開催
　　　　　　　　 　（プレオープン期間：５月１７日（水）～５月23日（火））
（２）場　　所：パシフィコ横浜　展示ホール　小間番号25（横浜市西区みなとみらい）
（３）開催規模：499社、 1,115小間（令和５年５月９日時点）
（４）来場者数：40,000名（見込み）
（５）そ の 他：事前登録制のため、ご来場予定の方は、必ずご来場前に事前登録をお済ませください。

２　静岡県ブースの概要
　・県内企業６社の製品紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50音順）

企　　業 主な出展内容
アドバンスコンポジット
（株）
（富士市）

放熱性/熱伝導に優れた複合材料

（株）アルモニコス
（浜松市）

3Dスキャナで測定した点群データと設計データを利用した
検査ソフト

（株）イルミネーション
（磐田市） ホットスタンプ成形

（株）ガウディ
（三島市）

次世代自動車向け液晶ボード

協和工業（株）
（湖西市） 超ハイテン1.2GPa＆1.5GPa　研究開発（冷間プレス×溶接）

鈴木織商（株）
（浜松市）

脱炭素につながる車両シート用繊維の開発

３　問合せ先
　・公益財団法人　静岡県産業振興財団　取引支援チーム
　　TEL：054-273-4433　FAX：054-251-3024



提 供 日 2023/05/17

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第56報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年５月17日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第56報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第56報（５月16日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 伊東市 550 26 1 26 14 14 5月16日～ 5月
本日合計 １小学校 1 26 14 14

１５９施設
本日までの累

計（実数） （ １３高等学校、　３５中学校、　９０小学校、　９幼稚園、
　６保育所、　４こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）

281 8,131 2,627 2,493

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年５月15日（浜松市東区小学校） 　



提 供 日 2023/05/17

タイトル 黄金KAIDOプロジェクト始動にかかる四県合同記者会見
の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3684

黄金KAIDOプロジェクト始動にかかる四県合同記者会見の開催

新潟県、長野県、山梨県及び静岡県では、佐渡（新潟県）と土肥（静岡県）を結ぶ海路と高速道路のルートを新たに「黄金KAIDO」とネーミ
ングし、四県の官民連携による誘客・周遊促進のプロジェクトを立ち上げます。その始動にあたり、以下のとおり四県による合同記者会見を行
います。
　　　
１　開催日　令和５年５月24日（水） 15:30～16:10

※同日に開催の関東地方知事会議終了（15:15）後に実施

２　場　所　都道府県会館　401会議室（東京都千代田区）

３　出席者（予定）　新潟県知事、長野県知事（代理）、山梨県知事、静岡県知事

４　日　程
時　間 内　容

15:30～16:00

１　中央日本四県が連携した広域経済圏「山の洲」

２　黄金KAIDOプロジェクトの概要

(1)黄金KAIDOとは

(2)空の交通ネットワーク

(3)誘客・周遊促進に向けた具体的な取組

(4)目指す将来像

３　黄金KAIDO周辺の主要な観光資源

16:00～16:05 質疑応答

16:05～16:10 四県代表者による記念撮影

５　取材について

　　取材希望の方は、５月22日（月）までに観光振興課（054-221-3684）に御連絡ください。

６　その他

　　当記者会見終了後、同会場で(一社)ふじさん駿河湾フェリー、佐渡汽船(株)、土肥マリン観光(株)（土肥金山）、(株)ゴールデン佐渡（佐渡金

山）の４社による協定締結及び記者会見を開催し、取組内容を発表します。



提 供 日 2023/05/17

タイトル 【定員を若干名拡充し、追加募集します】社会人の学
び直しプログラム『今はじめるスキル・リノベーショ
ン［マネジメント入門編］の開催について

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3557

今はじめるスキル・リノベーション［マネジメント入門
編］の受講生を追加募集しています
　
　人生100年時代の到来に向け、個々人が人生を再設計し、キャリアアップのための学び直しに取り組む重要性が高まっています。
　県では、静岡県経済の次代を担うマネジメント人材の育成を目指し、県内の産業界や大学関係者と作り上げた社会人の学び直しプログラム
『今はじめるスキル・リノベーション［マネジメント入門編］』を６月より開講します。
　
　好評につき、若干名、定員を拡充することとなりましたので、自身のスキルアップ等に興味を持つ、県内の社会人の方の応募をお待ちしてい
ます。
　　　
　　　　

１　開催概要
　（1）開催時期
　　令和５年６月17日(土)から８月26日（土）まで

　（2）開催方法及び回数

　　・オンライン（講義）９回・・オンデマンド視聴可能

　　・対面（特別講師による講演及び意見交換等）５回・・もくせい会館、静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」

　　　計14回

　（3）募集定員

　　30人（若干名追加します。）

　（4）対象

　　静岡県内にお住まいの方または静岡県内でお仕事をされている方

２　講座内容
　（1）講義科目
　　「人的資源管理」、「経営戦略」、「経済学」の３分野における入門編の講義
　（2）期待される効果
　　ア　学びの前後で物事の見え方が変わることに気付き、主体的に学び続けていく「きっかけ」をつくる
　　イ　３か月に渡る学修を通じて新たな人脈を形成し、講座終了後も相談し合える「仲間」をつくる
　　ウ　異業種との交流により、新たな事業展開や事業変革に向けた「ネットワーク」をつくる

３　受講料

　　30,000円

４　申込
　（1）申込方法
　　以下の専用フォーム（ふじのくに電子申請サービス）からお申し込みください。
　　https://s-kantan.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=8051

　
　（2）申込期限
　　令和５年５月24日（水）まで

５　その他
　・開催スケジュールの詳細については、「リカレント講座受講生募集要項」を御覧ください。
　・本講座を修了した方には、修了証と併せて、オープンバッジ※を発行します。
　※米国の機関が認定する国際標準規格であり、日本では「一般財団法人オープンバッジ・ネットワーク」が発行する、受講者の学修歴のデ
ジタル証明書です。



提 供 日 2023/05/17

タイトル 令和４年度あざれあ相談件数は過去最多

担　　当 くらし・環境部 県民生活局男女共同参画課

連 絡 先 男女共同参画班

TEL 054-221-2824

静岡県男女共同参画センターあざれあの令和４年度相談件数は

過去最多6,247件 ～女性相談6,114件、男性相談133件～

静岡県男女共同参画センターで実施している男女が抱える様々な悩みについての相談件数が、相談を開始した平成５年以降最多となりました。
　

１　令和４年度の相談状況
・女性相談は6,114件、前年度比1.13倍（704件増）で相談を開始した平成５年以降最多となった。男性相談は133件、前年度比1.11倍（14件増）で、平成
17年の男性相談開始以降２番目に多い。
・年代別にみると、女性相談は50代（43.2％）が最多で、次に40代（23.5％）が多い。男性相談は幅広い年代から相談が寄せられているが、40代が最も多く
36.5％であった。
・女性相談では例年同様「健康」「人間関係」「家族関係」に関する相談が多い。また、コロナ禍の影響が考えられる「生き方」「労働」「くらし」に関する相談
件数の伸びが大きくなっている。男性相談では、「性の悩み」に関する相談が20.3 %と最も多く、女性相談との違いが見られた。

○相談件数推移        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 (単位：件)　
年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

女性相談 3,861 3,829 3,904 3,905 4,553 5,410 6,114
男性相談 110 106 108 116 138 119 133

計 3,971 3,935 4,012 4,021 4,691 5,529 6,247
                                                    
　○相談の内容別件数・割合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件、％）

　 １ ２ ３ ４ ５

女性相談
健康
1,214

（21.0％）

人間関係
1,026

（17.7％）

家族関係
948

（16.4％）

暴力
664

（11.5％）

夫婦関係
558

（9.6％）

男性相談
性の悩み

27
（20.3％）

夫婦関係
22

（16.5％）

健康
20

（15.0％)

生き方
16

（12.0％)

人間関係
15

（11.3％)
　※相談件数の多い順に５件掲載

２ あざれあ相談窓口　　
静岡県男女共同参画センター「あざれあ」では、男女が抱える様々な悩みについて、相談者自身がより良い解決策を見出すことを目的に、女性相談及び
男性相談を実施しています。　悩みは抱え込まずに、早めの相談を！

　 種別 実施日 受付時間 電話番号
平日（水曜日除く） 9:00～16:00

水曜日 14:00～20:00電話相談
第２土曜日 13:00～18:00

054-272-7879

月・木曜日 10:00～15:00
女性相談

面接相談（ＤＶ、暴力
に関する相談） 水曜日 14:00～19:00

予約制
（まずは電話相談へ）

男性相談 電話相談 第１・３土曜日 13:00～17:00 054-272-7880



提 供 日 2023/05/17

タイトル 〈自動車税種別割・軽自動車税種別割の納期限は５月
３１日〉納期内納付促進街頭キャンペーンを行いま
す！

担　　当 経営管理部 静岡財務事務所管理課

連 絡 先 管理課　朝比奈

TEL 054-286-9120

〈自動車税種別割・軽自動車税種別割の納期限は５月３１日〉
　　納期内納付促進街頭キャンペーンを行います！

■  概　要 
　自動車税種別割（県税）及び軽自動車税種別割（市町村税）の納期内納付（納期限：5月31日）の促進を図るため、静岡財務事務所
と静岡市が協働して、
ＪＲ静岡駅北口地下広場で街頭キャンペーンを行います。
　県・市の税務職員が、静岡県広報キャラクター「ふじっぴー」と駿河区応援隊長「とろべー」と一緒にリーフレットや啓発グッズを通行
人に配布しながら、自動車税種別割と軽自動車税種別割の納期内納付を呼び掛けます。

　　　　　また、先日Ｂ２昇格を決めた、静岡市をホームとするプロバスケットボールチーム「ベルテックス静岡」の御協力もいただき、２選手とマ
スコットの「ベルティ」が参加します。

■　日　時　：令和５年５月24日（水）　午前９時から（雨天決行）
          　　　　※啓発物品がなくなり次第終了します。
　

■　場　所　：ＪＲ静岡駅北口地下広場イベントスペース（静岡市葵区黒金町）

■　配布物等：啓発リーフレット、啓発グッズ等　１０００部

■　参加者　：静岡県静岡財務事務所、静岡市税務部職員及びキャラクター
　　　　　　　　　ベルテックス静岡２選手・マスコットキャラクター

（大石慎之介選手・加納誠也選手）予定
　

■　参　考　
・納期内納付率（税額）

所      管 ４年度 ３年度 ２年度
静岡財務事務所（自動車税） 89.8% 91.1% 89.8%
静岡市（軽自動車税） 87.7% 87.0% 85.6%



提 供 日 2023/05/17

タイトル 静岡県・忠清南道友好協定締結10周年記念公演及び両
知事による懇談会、歓迎レセプション開催

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-2505

忠清南道友好協定締結10周年記念公演
及び両知事による懇談会、歓迎レセプション開催

本県と韓国・忠清南道は2013年に友好協定を締結し、今年、10周年を迎えました。

10周年を記念し、両国、両県道の相互理解を深めるための記念公演を⾏います。

また、記念公演後には、両知事による懇談会と静岡県主催の歓迎レセプションを開催します。

 記念公演 の 様子 や 両知事 による 懇談会等 の 様子 をぜひ 御取材 ください 。

１　記念公演（出野副知事出席）

⽇　　時 令和５年５⽉24⽇(⽔）17:00開演(16:30開場）18:00終演予定

会　　場 グランシップ　中ホール（静岡市駿河区東静岡）

出席者 忠清南道知事団、静岡県副知事、静岡県関係者、⼀般県⺠など　　定員500⼈

内　　容 １　主催者挨拶（出野副知事、忠清南道知事）

２　来賓紹介

３　県団体公演（佐藤典子舞踊団）

４　道団体公演（忠清南道郡⽴伝統舞踊団）

５　フィナーレ（出野副知事、忠清南道知事が両舞踊団に花束を贈呈）

２　両知事による懇談会（川勝知事出席）

⽇　　時 令和５年５⽉24⽇(⽔）18:40〜19:00（20分間）

会　　場 ホテルグランヒルズ静岡５Ｆ　サルビア（静岡市駿河区南町）

出席者 本　　　県︓知事、県議会副議⻑、地域外交担当部⻑、スポーツ・⽂化観光部⻑、

経済産業部⻑、県理事（東アジア⽂化都市担当）

忠清南道︓知事、道議会議員、錦⼭郡守　ほか

陪　　　席︓駐横浜大韓⺠国総領事

内　　容 ・両知事挨拶

・記念品交換

・記念撮影

※両知事の面会は初。

　3　歓迎レセプション（川勝知事出席）⼀部取材不可

⽇　　時 令和５年５⽉24⽇(⽔）19:10〜20:40（90分間）

会　　場 ホテルグランヒルズ静岡５Ｆ　センチュリー（静岡市駿河区南町）

出席者 本　　　県︓知事、県議会副議⻑、地域外交担当部⻑、スポーツ・⽂化観光部⻑、

経済産業部⻑、県理事（東アジア⽂化都市担当）ほか

忠清南道︓知事、道議会議員、錦⼭郡守　ほか

総領事館︓駐横浜大韓⺠国総領事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約41⼈

内　　容

(予定）

【懇談時は取材をお控えください】

１　主催者挨拶（県知事）



２　来賓挨拶（道知事、駐横浜韓国総領事）

３　鏡開き（駐横浜韓国総領事、両知事、県議会副議⻑）

４　乾杯挨拶（県議会副議⻑）

５　懇談

６　忠清南道ＰＲ動画の上映

７　東アジア⽂化都市動画の上映

８　懇談

●取材いただける場合は、前⽇までに下記担当へ御連絡ください。
　担当︓地域外交課 ⽔野（電話︓054-221-2505）



提 供 日 2023/05/17

タイトル 多摩化学工業株式会社からの寄附金寄贈

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先 知事直轄組織政策推進局総合政策課総合政策班

経済産業部就業支援局労働雇用政策課雇用推進班

TEL 総合政策班054-221-2184

雇用推進班054-221-2825

多摩化学工業株式会社からの寄附金寄贈について

１　要　旨
　　令和５年３月、Ｕ・Ｉターン就職など人材確保事業に対し、多摩化学工業株式会社から企業版ふるさと納税を活用して御寄附いただきまし
た。

２　多摩化学工業株式会社について
項　目 内　容

企業名 多摩化学工業株式会社
本社所在地 神奈川県川崎市川崎区東田町
従業員数 ３５２名（２０２３年３月現在）
事業内容 化学薬品の製造販売、化学プラントの設計施工、超精密化学分析、上記に関する付帯業務
企業紹介 高度な研究開発力と超高純度技術を駆使し、半導体・液晶関連製品事業、超高純度分析用試薬事業、珪酸エ

ステル・アルコキシシラン製品事業を展開している。これらの事業を通じて、世界的な需要に応えるために、日本
国内だけでなく、米国、台湾、シンガポール、中国にも生産拠点・研究開発拠点を展開している。
同社の製品は、高品質な半導体の製造に欠かせないものであり、厳しい社内基準の下で高い分析技術を持つス
タッフによって、高純度な品質を保証できる体制を確立している。
さらに、常に最新技術を取り入れ、超高純度を追求し続けおり、その結果、多くの顧客から高い評価を得ており、
業界内でも高い評判を持っている。

３　Ｕ・Ｉターン就職など人材確保事業について
項　目 内　容

寄附金充当先 地域企業人材確保事業費
取組 県内企業の人材を確保するため、大学生等の県内への就職支援や中小企業の採用活動への支援を実施

（取組例）
大学生等の県内への就職支援
・静岡Ｕ・Ｉターン就職サポートセンター運営（都内）
・インターンシップマッチング会開催
・就職支援協定締結大学との連携強化　ほか
中小企業の採用活動への支援
・採用活動支援コーディネーター配置（８商工会議所）

４　寄附金額
非公表



提 供 日 2023/05/18

タイトル 農業法人の誘致を戦略的に推進するため、全県組織を
発足

担　　当 経済産業部 農業局農業ビジネス課

連 絡 先 経営基盤強化推進班

TEL 054-221-2733

農業法人の誘致を戦略的に推進するため、全県組織を発足
～第１回静岡県農業法人誘致推進連絡会の開催～

　県では、今後農業の担い手が急激に減少することが予想されるなか、担い手不足の地域に対し、県内外の農業法人等を誘致する
取組を全県的に推進するため、標記の連絡会を設置します。
　第１回連絡会では、キックオフとして静岡県農業法人誘致戦略に基づく誘致活動など、今後の取組について説明します。

＜日時＞　令和５年５月31日（水）午前10時から12時

＜会場＞　静岡第一ホテル　富士の間（静岡市駿河区泉町1-21）

＜参集範囲＞　市町、農業委員会、JA中央会、県下JA、（一社）静岡県農業会議、（公社）静岡県農業振興公社、静岡県信用農業
協同組合連合会、（株）日本政策金融公庫静岡支店、関東農政局静岡県拠点、各農林事務所

＜日程・内容＞

時刻 内容

10:00 　開会・あいさつ

10:05 　静岡県農業法人誘致推進連絡会の取組

　・静岡県農業法人誘致推進連絡会規約

　・静岡県農業法人誘致戦略

　・市町アクションプランの策定

　・今後の活動

11:30 　意見交換

　質疑応答

12:00 　閉会

＜問合せ先＞
　　静岡県経済産業部農業局農業ビジネス課　電話番号：054-221-2733



提 供 日 2023/05/18

タイトル 【訂正】令和５年　春季賃上げ要求･妥結状況（第２報
　５月９日現在）

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 経済産業部就業支援局労働雇用政策課

TEL 054-221-2334

令和５年　春季賃上げ要求・妥結状況（第２報　５月９日現在）
～妥結額11,523円、賃上げ率3.92％で前年同期（6,305円、2.13％）を上回る～

※平均要求額及び賃上げ率に訂正がありました。修正した内容のPDFデータを添付しております（５月１９日　17時）。

１　概況（第２報　５月９日現在）
　　県内の調査対象民間労働組合500組合のうち、154組合から有効回答があり、そのうち、春季賃上げの要求を行った組合は147組合であった。
　　これら147組合の平均要求額は、加重平均で12,204 円　11，974円、賃上げ率で4.17 ％　4.09％であった。
　　また、147組合のうち、５月９日までに妥結した126組合の平均妥結額は、加重平均で11,523円、賃上げ率で3.92％であった。

２　前年同期との比較（加重平均）
　(1) 平均要求額
　　　春季賃上げの要求を確認できた147組合の平均要求額を、前年同期（155組合、8,035円、2.73％）と比較すると、金額で4,169 円　3，939円、賃上げ

率で1.44 ポイント　1.36ポイント、ともに上回った。
　(2) 平均妥結額
　　　春季賃上げの要求を確認できた147組合のうち、５月９日までに妥結した126組合の平均妥結額を前年同期（137組合、6,305円、2.13％）と比較する

と、金額で5,218円、賃上げ率で1.79ポイント、ともに上回った。

３　業種別妥結状況
　　回答数の多かった「製造業」の妥結状況をみると、平均妥結額が11,568円（3.82％）で、前年（6,587円、2.16％）と比べて上回った。
　　また、「運輸業・郵便業」についても、平均妥結額が6,127円（2.54％）で、前年（4,461円、1.88％）と比べて上回った。

４　企業規模別妥結状況
　　従業員規模別に妥結状況をみると、「300人以上」では11,909円(4.01％)、「299人以下」では7,833円(3.09％)であり、「300人以上」が金額で4,076円、賃

上げ率で0.92ポイント上回った。



提 供 日 2023/05/18

タイトル 「TECH BEAT Shizuoka  2023」開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

「TECH BEAT Shizuoka 2023」開催！

－令和５年７月19日(水)～21日(金)にグランシップで開催－

１　要　旨
県内企業と首都圏を中心としたスタートアップ企業とのビジネスマッチングを促す「TECH BEAT Shizuoka 2023」の、令和５年７
月19日(水)～21日(金)にグランシップ（静岡市駿河区）での開催が決定しました。今回は会期を３日間に拡大して実施します。
併せて、本日からイベントの参加申し込みを開始します。今年は「東アジア文化都市2023静岡県」の認証プログラムとして位置付
け、テクノロジーとアートをテーマにしたコンテンツも予定しています。イベントの詳細は決まり次第随時公開する予定です。
県内企業の皆様の御参加をお待ちしております。

２　「TECH BEAT Shizuoka 2023」の概要（予定）

＊本イベントは国の考え方を参考に、基本的な感染対策（手洗い等の手指衛生、換気、「三つの密」の回避 等）を講じて運営い
たします。マスクの着用は個人の判断を尊重しております。なお、体調のすぐれない方の御来場はお控えください。



提 供 日 2023/05/18

タイトル スタートアップ支援戦略策定委員会の開催

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

静岡県スタートアップ支援戦略策定委員会を開催します

　県では、将来の本県の雇用、所得、財政を支える新たな担い手となりうるスタートアップへの支援に取り組む姿勢を明確化し、スタートアップ
支援の機運醸成、関係機関との協働等を促進するため、「静岡県スタートアップ支援戦略」を策定します。
　このたび、第１回静岡県スタートアップ支援戦略策定委員会を、５月22日（月）に開催します。

１　日時等
区　分 内　容
日　時 令和５年５月22日（月）午後３時30分～５時00分
場　所 県庁別館７階第２会議室Ｂ
出席者 静岡県スタートアップ支援戦略策定委員会委員、経済産業部長　等
議　事 戦略骨子案についての意見交換　等
備　考 今後、月１回程度委員会を開催。８月をめどに戦略を決定し、９月頃の公表を予定

２　委員一覧
所　属 委　員　名

静岡理工科大学 木村 雅和 学長
県教育委員会 水口 秀樹 教育部長
(株)Geolocation Technology 山本 敬介 代表取締役社長
浜松市 加藤 路子 スタートアップ推進担当部長
(一社)日本ベンチャーキャピタル協会 赤浦 　徹 代表理事/会長
(株)静岡銀行（静岡県銀行協会推薦） 中村 智浩 執行役員地方創生部長
浜松磐田信用金庫（静岡県信用金庫協会推薦） 橋本 隆康 理事・ソリューション支援部長



提 供 日 2023/05/18

タイトル 静岡県介護支援専門員実務研修受講試験

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 支援審査班

TEL 054-221-3395

令和５年度の介護支援専門員（ケアマネジャー）実務研修受講試験の実施日等を
下記のとおり決定しましたので、お知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　試験日時
　　令和５年10月８日（日）午前10時から正午まで

２　試験会場（予定）
　　ツインメッセ静岡（静岡市駿河区）
　　アクトシティ浜松（浜松市中区）
　　ふじさんめっせ（富士市）

３　試験案内の配布
　（１）配布時期　
　　　令和５年６月２日（金）から令和５年７月３日（月）まで
　（２）配布場所
　　　各市区町介護保険担当課、静岡県各健康福祉センター（７箇所）、
      静岡県介護保険課
　（３）試験案内の内容
　　　受験資格、受験申込の方法、試験出題範囲、試験会場案内、受験申込書　等

４　受験申込書の受付
　（１）受付期間　　
　　　令和５年６月５日（月）から令和５年７月３日（月）まで
　（２）申込方法
　　　受験申込書と必要書類を静岡県介護保険課あてに簡易書留により郵送
     （令和５年７月３日までの消印有効）
　（３）受験手数料
　　　9,700円（受験申込書に9,700円分の静岡県収入証紙を貼付）

５　合格発表
　　令和５年12月４日（月）

６　問合わせ先
　　静岡県健康福祉部福祉長寿局介護保険課支援審査班
　　電話：054-221-3543 FAX ：054-221-2142
    mail：kaigohoken@pref.shizuoka.lg.jp　
　　詳しくは、県のホームページをご覧ください。
　　http://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-220/kaigo/cm-t.html
　　
(実績)

令和２年度 令和３年度 令和４年度
受験者数 1,183 1,316 1,377
合格者数 204 328 297
合格率 17.2% 24.9% 21.6%



提 供 日 2023/05/18

タイトル 令和５年度の南アルプス山小屋の営業

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 施設班

TEL 054-221-2534

静岡県が所有する南アルプスの山小屋が

営業を開始します。

南アルプスにおいて静岡県が所有する山小屋は、以下の日程で令和５年度の営業を行います。

なお、利用にあたりましては下記問い合わせ先を参照いただき、事前予約していただくようお願いします。

１　営業期間及び問い合わせ先

山小屋名
令和５年度の営業期

間
問い合わせ先

赤石小屋 ７月13日～10月９日

荒川小屋 ７月13日～10月９日

千枚小屋 ７月13日～10月９日

中岳避難小屋 ７月13日～９月24日

赤石岳避難小屋 ７月13日～９月24日

小河内岳避難小

屋
７月13日～８月20日

株式会社特種東海フォレスト

0547-46-4717

予約は６月１日からWebで先行して受

付を開始し、電話では宿泊日により

分散して受付を開始します。予約方

法の詳細は、ホームページで御確認

ください。

https://www.t-forest.com/alpsinfo/

茶臼小屋 ７月16日～９月24日

聖平小屋 ７月16日～９月24日

企業組合井川観光協会

080-1560-6309

予約は５月22日から電話で受付を開

始します。

光岳小屋 ７月13日～11月５日

川根本町役場観光交流課

0547-58-7077

予約は６月５日からWebで受付を開始

します。

https://www.chillnn.com/1863f95fe2d74

２　利用者への注意事項

　　別添をご参照ください。



提 供 日 2023/05/18

タイトル 令和５年度静岡県・浜松市・湖西市総合防災訓練第1回
全体会議の開催

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 危機対策課長

TEL 054-221-3594

自分を守る　家族を守る　地域を守る　～みんなで取り組もう自助・共助・公助～

～令和５年度静岡県・浜松市・湖西市総合防災訓練

第1回全体会議開催～

１　要　旨
令和５年度の総合防災訓練は、令和５年９月３日（日）、県と浜松市、湖西市との共催により実施します。
この訓練を実施するに当たり、県・市と防災関係機関、自主防災組織等が各訓練会場における具体的な訓練内容を調整するため、第１

回全体会議を以下のとおり開催します。

２　日　時
　　令和５年５月25日（木）　13時00分から16時00分まで

３　場　所
浜松市浜北文化センター（浜松市浜北区貴布祢291-1）

４　内　容
（１）挨拶（13時00分から）　

静岡県西部地域局副局長兼西部危機管理監　北堀　健二
（２）訓練会場別会議（13時15分から）

　　　　　　市別に分かれ、各訓練会場ごとに調整を行います。
　　　　（３）機能別会議（15時00分から）

　　　航空、物資、医療救護及び海上ごとに分かれて調整を行います。

５　主　催
静岡県、浜松市、湖西市

６　参加予定機関
自衛隊、海上保安庁、国土交通省中部地方整備局等国の防災機関、静岡県警察、消防団、ライフライン関係機関、医療・福祉関係機
関、土木・建築関係機関、ボランティア団体、自主防災組織ほか　約130団体

＜問合せ＞
・静岡県危機管理部危機対策課　吉田、藤本

　　　　電話０５４－２２１－３６００　ＦＡＸ０５４－２２１－３２５２
・静岡県西部地域局危機管理課　中野、伊藤

　　　　電話０５３８－３７－２２００　ＦＡＸ０５３８－３７－２７６４
・浜松市危機管理監危機管理課　津田、渥美、香川、鈴木清光

　　　　電話０５３－４５７－２５３７　ＦＡＸ０５３－４５７－２５３０
・湖西市市民安全部危機管理課　加藤、味岡、袴田

　　　　電話０５３－５７６－４５３８　ＦＡＸ０５３－５７６－２３１５



提 供 日 2023/05/18

タイトル 「令和５年度定例第一回（春）関東地方知事会議」の
開催

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局知事戦略課

連 絡 先 知事戦略班

TEL 054-221-3769

　静岡県など関東地方10都県の知事で構成する関東地方知事会議が東京都で開催
され、国の施策等に関する提案・要望事項等を協議します。
　本県からは、川勝知事が出席します。
　

（概要）
１　開催日程　令和５年５月24日（水）13時00分～14時45分

２　開催場所　都道府県会館３階　知事会会議室
　　　　　　　（東京都千代田区平河町二丁目６番３号）

３　内容
　○開会
　○会長挨拶（長野県知事）
　○協議事項（案）
　 (1) 国の施策及び予算に関する提案・要望(12項目)
　 ・地方分権改革の推進について(共同提案)
　 ・望む人誰もが子供を産み育てやすい社会の実現に資する取組について(東京都)
　 ・地方の稼ぐ力の強化に向けた取組について(茨城県)
　 ・検疫条件の設定等による農林水産物・食品の輸出環境の整備について(栃木県)
　 ・現下の犯罪情勢に対応する治安基盤の充実・強化について(群馬県)
　 ・不適切に大量保管されている有価物に対する規制について(埼玉県)
　 ・ナガエツルノゲイトウ等の外来水生植物対策について(千葉県)
　 ・子どもの医療費助成制度の創設について(神奈川県)
　 ・介護支援専門員実務研修受講試験の受験要件について(山梨県)
　 ・防災・防疫対策等の推進について(静岡県)
　 ・保育施策の充実及び保育料無償化の拡充について(長野県)
　 ・道路網の整備促進等について(共同提案)
　 　※（　）内の都県名は提案都県
　 (2) 令和４年度関東地方知事会歳入歳出決算（案）について
　 (3) 地方公務員法制研究部会の設置について
　 (4) 防災・農林部会の設置について

４　その他
　○会議は公開ですが、知事会議での撮影は、開会から会長挨拶終了までの間
　　（約５分）でお願いします。それ以降の撮影は御遠慮ください。
　　（その後は、ペン取材のみとなります。）
　
【参考】
　関東地方知事会は、各都県の連絡提携を緊密にし、地方自治の円滑な運営と進展
を図ることを目的として、昭和23年４月に設立しました。現在、10都県知事をもっ
て組織し、会長を長野県知事が務めています。
　※構成都県
　　東京都、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、神奈川県、山梨県、
　　静岡県、長野県



提 供 日 2023/05/19

タイトル 令和５年５月臨時会の概要【結果】

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054-221-2555

５月19日（金)に開会した令和５年５月臨時会は同日閉会し、知事提出議案１件が同意された。
これに先立ち、正副議長選挙が実施され、議長に中沢公彦議員が、副議長に鈴木澄美議員がそれぞれ当選した。
続いて常任委員会、議会運営委員会の委員等の選任が行われた。
また、静岡地方税滞納整理機構議会議員の選挙が行われ、天野一議員及び小長井由雄議員の２名が当選した。

■知事提出議案（１件）

議決の態様　　　○：賛成　　×：反対

無　所　属議案
番号

件　　　　名 議決結果 自民
改革
会議

ふじの
く　に
県　民
クラブ

公明党
静　岡
県議団

遠藤
行洋

塚本
大

桜井
勝郎

山本
隆久

伊藤
謙一

第75号 静岡県監査委員の選任について 同意 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



提 供 日 2023/05/19

タイトル 報道機関向け「RORO船セミナー」開催

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾振興課

連 絡 先 静岡県RORO船利用促進協議会（港湾物流促進班）

TEL 054-221-3779

　

 2024年問題への解決に向けて

　静岡県RORO船セミナー（報道機関向け）を開催します

（要旨）

　トラック輸送においては近年ドライバー不足が叫ばれる中、2024年４月より

トラック運転者の時間外労働の上限規制（年960時間）が定められ、拘束時間や

休息期間等を定めた「改善基準告示」が改正されます。今後、2030年度には輸送

能力の約35％が不足するとも言われ、国内において喫緊の課題です。

　静岡県RORO船利用促進協議会（会長：静岡県交通基盤部長）(※1)では、物流業界

が抱えるこれら課題解決の手段となり得るRORO船(※2)の役割にスポットを当てた

セミナー・見学会を報道機関向けに開催します。

１　日　時　　令和５年６月12日（月）13:30～15:00　（受付13:00～）

２　集　合　　清水港袖師第一埠頭 清水コンテナターミナル管理棟

              （静岡市清水区横砂408-17）

３　内　容　　（1）2024年問題とRORO船が担う役割についての講演

　　　　　　　　　 講師：大阪商業大学総合経営学部商学科

　　　　　　　　　　　　　　主任・教授　松尾 俊彦氏

　　　　　　　（2）RORO船船内見学（デモンストレーション）

４　対　象　　報道機関

５　申　込　　 ６ 月 ５ 日 （ 月 ） までに 以下URL よりお 申 し 込 みください 。

              ※安全管理の都合上、当日の参加申込は出来ません。

https://forms.office.com/r/19PU8uSZJy

６　主　催　　静岡県RORO船利用促進協議会

７　その他　　・船内見学の都合上、歩きやすい服装、靴（ハイヒール不可）で

　　　　　　　　御参加下さい。

　　　　　　　・お車でお越しの方は、埠頭内は大型車両が通行しますので、

　　　　　　　　通行には十分ご注意ください。

　　　　　　　・令和５年９月に荷主、運送事業者向け見学会を開催予定です。

(※1) 静岡県RORO船利用促進協議会：平成29年８月に設立した、静岡県交通基盤
  部長を会長とし、関係自治体、国土交通省のほか、趣旨に賛同した民間の船会社、
  物流事業者で構成した官民連携組織。

(※2) RORO船：「ロール・オン・ロール・オフ船」の略で、船体と岸壁を結ぶ
  出入路を備えた貨物専用フェリー。貨物を積載したトラックやトレーラーが
　そのまま船内外へ自走できるため、港から港へトラックやシャーシのままで
　貨物を運ぶことが可能。これにより、ドライバーの輸送区間が大幅に短縮
　することが可能。
　　県内では、清水港から２社３航路、御前崎港から１社１航路が就航。

航路 運航船社 運航本数
清水=大分
※一部、大分-東京-細島-大分

川崎近海汽船株式会社 ５往復/週

清水-東京-仙台-苫小牧-仙台-東京
-名古屋-清水

栗林商船株式会社 １便/週

清水-東京-仙台-苫小牧-釧路-仙台
-東京-大阪-清水

栗林商船株式会社 １便/週

御前崎-博多-大分-東京-御前崎 商船三井フェリー株式会社 ３便/週



 
 　　　　　　　　RORO船（全景）        　　　　　　　　　　下船風景



提 供 日 2023/05/19

タイトル （株）ノダの寄附材が森の防潮堤で活用されていま
す。

担　　当 経済産業部 中遠農林事務所治山課

連 絡 先 治山課

TEL 0538-37-2304

（株）ノダの寄付材が“ふじのくに森の防潮堤づくり”で
活用されています。

“ふじのくに森の防潮堤づくり”では、植栽木を風や飛砂等から保護する防風柵・防風垣の木杭材料として、平成29年度より株式
会社ノダから資材の寄付をいただいてきました。

　これまでに約８万本の 芯材 ※が、海岸防災林を育てる防風工の杭材に生まれかわり、活用されています。（※芯材…ロータリー
で丸太を剥いた時に残る直径約10ｃｍの丸い棒の部分）
　今回は、株式会社ノダの皆様と防潮堤工事の現地視察を行います。

１　日時
　　令和５年５月26日（金）10時40分から15時15分まで（終了時間は予定）

２　視察スケジュール

時間 場所 内容

10：40～11：20 天竜森林組合
（浜松市天竜区船明1951-1）

先端加工状況
（丸い棒の先端を削り、杭に加工します）

14：00～14：30 磐田市福田中島
（福田公園野球場付近）

視察１　令和４年度工事実施箇所
（５月上旬に植栽を完了したばかりの箇所です）

14：45～15：15 袋井市東同笠
（浅羽球技場付近）

視察２　平成30年度工事実施箇所
（植栽後、４年経過し苗木が大きく育っています）

　　　　＜防潮堤遠景：磐田市福田中島＞　　　　　　　　　＜防風垣・防風柵＞

３　参加者
　　株式会社ノダ　国産材活用事業部、富士川事業所
　　静岡県森林組合連合会、天竜森林組合
　　静岡県森林保全課、中遠農林事務所治山課

４　問い合わせ
　　中遠農林事務所　治山課　佐藤（電話番号：0538-37-2304）



提 供 日 2023/05/19

タイトル 【つなぐ棚田遺産】
菊川市倉沢の千框棚田で「田植え」が行われます！

担　　当 経済産業部 農地局農地保全課

連 絡 先 中遠農林事務所農村整備課　

TEL 0538-37-2290

【当日取材希望】

【つなぐ棚田遺産】

菊川市倉沢の千框棚田で「田植え」が行われます！

１　要　旨
　菊川市倉沢の「千框（せんがまち）棚田」で、NPO法人せんがまち棚田倶楽部や静岡大学棚田研究会、棚田オーナーによる田植えが行わ
れます。
　例年約300人規模の催しとして開催されており、現在では地域の風物詩となっています。
　当棚田は保全活動（年間を通じた棚田オーナー向けプログラム）を通じ、多様な参画者・企業等との連携が図られるなど、先進的な取組が
認められ、「つなぐ棚田遺産」に登録されています。

２　概　要

（１）日 　時
令和５年５月27日（土）　午前９時半～正午（雨天中止・小雨決行）
※予備日５月28日（日）　　　　　〃 

（２）場 　所 千框棚田　　（集合場所：上倉沢公会堂（菊川市倉沢1121-1））
（３）内　 容 棚田オーナーや関係者等による田植え
（４）問合せ NPO法人せんがまち棚田倶楽　事務局長　堀　延弘　090-3251-1390
（５）その他 　中止の場合は当日8時頃までにHP、Facebookに掲載されます。

　HP　棚田いこうよ.net（ http://www.tanada1504.net/ ）
　Facebook　せんがまち棚田倶楽部（ http://www.facebook.com/tanada1504 ）
　※取材に際しては、新型コロナの感染防止対策にご協力願いします。
　　（マスクの着用は個人の判断にお任せします。）
　※発熱、咳などの症状がある方は来場を控えていただくようお願いします。

＜参考＞
【NPO法人せんがまち棚田倶楽部】
 先祖が残した宝物「千框の棚田」を子供たちに伝えるため、地元有志により設立された組織。
様々な手法で棚田の保全活動に取り組んでいます。

【静岡大学棚田研究会】
　通称「たな研」は、平成21年に設立して以降、NPO法人せんがまち棚田倶楽部と連携して草
刈などの棚田保全活動を実施しています。

【つなぐ棚田遺産】
　国民に棚田地域の活性化や、棚田の有する多面的な機能の理解と協力を得ることを目的に、
県内９箇所を含む全国２７１箇所の棚田を「つなぐ棚田遺産」として、農林水産大臣が令和４年３
月２５日に認定。

　千框棚田は、約400年前から開田が始まりました。地元では昔から、千枚の田んぼという意味で「千框
＝せんがまち」と呼ばれ3,000枚以上の棚田がありました。一時は後継者不足、生産効率の悪さなどから
9割が葦原となってしまいましたが、平成6年「千枚田を考える会」が設立されたのを機に、復田作業、保
全活動が本格的にスタート。今では訪れる人々に、美しい「せんがまち」の風景を伝えてくれています。
　また棚田に隣接して、ススキやヨシを茂らせている半自然の草地である「茶草場」も広がっています。
「茶草場」で刈り取った草を茶園へ敷く「静岡の茶草場農法」は世界農業遺産にも認定されています。



提 供 日 2023/05/19

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（5/12～5/18）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第490報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（5/12～5/18）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子結果を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の45頭で、うち３頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、14番目（511例目）、33番目（512例目）、40番目（513例目）です。

　

平成30年９月以降、10,798頭（死亡369頭、捕獲10,429頭）の検査を実施し、513頭の陽性（死亡160頭、捕獲353頭）を確認し

ています

＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2023/05/19

タイトル 【訂正】令和５年　春季賃上げ要求･妥結状況（第２報
　５月９日現在）

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 経済産業部就業支援局労働雇用政策課

TEL 054-221-2334

令和５年　春季賃上げ要求・妥結状況（第２報　５月９日現在）
～妥結額11,523円、賃上げ率3.92％で前年同期（6,305円、2.13％）を上回る～

※平均要求額及び賃上げ率に訂正がありました。修正した内容のPDFデータを添付しております（５月１９日　17時）。

１　概況（第２報　５月９日現在）
　　県内の調査対象民間労働組合500組合のうち、154組合から有効回答があり、そのうち、春季賃上げの要求を行った組合は147組合であった。
　　これら147組合の平均要求額は、加重平均で12,204 円　11，974円、賃上げ率で4.17 ％　4.09％であった。
　　また、147組合のうち、５月９日までに妥結した126組合の平均妥結額は、加重平均で11,523円、賃上げ率で3.92％であった。

２　前年同期との比較（加重平均）
　(1) 平均要求額
　　　春季賃上げの要求を確認できた147組合の平均要求額を、前年同期（155組合、8,035円、2.73％）と比較すると、金額で4,169 円　3，939円、賃上げ

率で1.44 ポイント　1.36ポイント、ともに上回った。
　(2) 平均妥結額
　　　春季賃上げの要求を確認できた147組合のうち、５月９日までに妥結した126組合の平均妥結額を前年同期（137組合、6,305円、2.13％）と比較する

と、金額で5,218円、賃上げ率で1.79ポイント、ともに上回った。

３　業種別妥結状況
　　回答数の多かった「製造業」の妥結状況をみると、平均妥結額が11,568円（3.82％）で、前年（6,587円、2.16％）と比べて上回った。
　　また、「運輸業・郵便業」についても、平均妥結額が6,127円（2.54％）で、前年（4,461円、1.88％）と比べて上回った。

４　企業規模別妥結状況
　　従業員規模別に妥結状況をみると、「300人以上」では11,909円(4.01％)、「299人以下」では7,833円(3.09％)であり、「300人以上」が金額で4,076円、賃

上げ率で0.92ポイント上回った。



提 供 日 2023/05/19

タイトル 令和５年度静岡県薬物乱用対策推進本部員会の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬物対策班

TEL 054-221-2413

令和５年度静岡県薬物乱用対策推進本部員会を開催します

１　要旨
　県内の薬物乱用の状況は、覚醒剤等の薬物事犯の検挙者数は減少傾向にあるものの、依然として高い水準で推移しております。
　令和４年には、覚醒剤事犯、大麻事犯とも検挙者数は減少しましたが、初めて大麻事犯の検挙者数が覚醒剤事犯の検挙者数を上
回り、加えて、その多くが10代、20代の青少年が占めているなど、「大麻乱用期」と言える極めて深刻な状況にあります。
　このような状況を踏まえ、本会議を開催し、本県の薬物乱用防止対策を総合的かつ効果的に推進するための方針として「令和５
年度静岡県薬物乱用対策推進方針」を策定します。

２　概要
　(1)　日時
　　　　令和５年５月26日（金）　14時から15時まで
　(2)　場所
　　　　県庁別館９階特別第二会議室
　(3)　出席者（予定）
　　　　・森副知事
　　　　・知事部局関係部局長（知事戦略局長、くらし・環境部長、スポーツ・文化観光部長、健康福祉部長、経済産業部長）
　　　　・教育委員会教育監
　　　　・警察本部刑事部長
　　　　・厚生労働省東海北陸厚生局麻薬取締部長
　(4)　議題
　　　　令和５年度静岡県薬物乱用対策推進方針（案）について

（参考１）県内の薬物事犯による検挙者数（静岡県警察資料による）

令和４年 令和３年 増減（Ｒ４－Ｒ３）
区分

検挙者数
青少年
構成比 検挙者数

青少年
構成比 検挙者数

青少年
構成比

覚醒剤 152人 17.1％ 204人 18.1％ ▲52人 ▲1.0％
大麻 158人 67.1％ 180人 60.6％ ▲22人 6.5％

指定薬物 1人 未公表 0人 未公表 1人 未公表
麻薬等 16人 未公表 7人 未公表 9人 未公表
あへん 0人 未公表 6人 未公表 ▲6人 未公表
合計 327人 － 397人 － ▲70人 －

（参考２）静岡県薬物乱用対策推進本部について
　薬物乱用防止対策に関して、総合的かつ効果的な対策を推進するため、平成10年に組織した。副知事を本部長とし、知事部局、
教育委員会、警察本部の関係部局長及び厚生労働省東海北陸厚生局麻薬取締部長で構成する。



提 供 日 2023/05/19

タイトル 令和５年度静岡県農畜水産物等の放射性物質検査結果
（第１報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

１　要　旨

原子力災害対策本部の対応方針により策定した「令和５年度静岡県農畜水産物等の放射性物質検査計画」に基づき、静岡県内産の野生

きのこ、山菜、野生鳥獣の肉及び原木しいたけの検査を実施しています。

このたび、４月及び５月に実施した検体の検査結果が判明しましたので、報告します。

検査結果は、 基準値 を 下回 る 値 で 、 安全性 を 確認 しました。

２　検査結果

（１）今回判明した検査結果（１品目、５検体）

放射性セシウム検査結果（Bq/kg）番
号 品目

採取
市町等

採取日
１３４ １３７ セシウム合計

１ ゼンマイ 御殿場市 4/13 9.7未満
8.3未

満
18未満

２ ワラビ 小山町 4/13 8.2未満
8.1未

満
16未満

３ ワラビ 裾野市 4/13 6.6未満 5.8未
満

12未満

４ タラノメ 富士宮市 4/19 7.1未満
8.3未

満
15未満

５ ワラビ 富士市 5/9 8.5未満 8.1未
満

17未満

 いず
 れも
 基準
 値未
 満

・検査機関：静岡県中部健康福祉センター化学検査課
・検出機器：ゲルマニウム半導体検出器

・検査結果の「○○未満」：検出限界未満（検出せず）の意味
・一般食品の基準値：放射性セシウム100Bq/kg以下　

（２）令和５年度分類別予定件数及び実施済み件数　　　　　
予定件数 実施済件数

分類
品目数 検体数 品目数 検体数

栽培きのこ類 １ 36 ０ ０

野生鳥獣 １ ３ ０ ０

野生きのこ類 １ 15 ０ ０

山菜類 １ ５ １ ５

計 ４ 59 １ ５

【問い合わせ先】

検査について
衛生課　054-221-3708

採取品目、採取場所等について
林業振興課　054-221-2667



提 供 日 2023/05/19

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第57報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年５月19日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第57報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第57報（５月18日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 高等学校 伊東市 623 18 1 40 9 9 5月18日
本日合計 １高等学校 1 40 9 9

１６０施設
本日までの累

計（実数） （ １４高等学校、　３５中学校、　９０小学校、　９幼稚園、
　６保育所、　４こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）

282 8,171 2,636 2,502

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年５月17日（伊東市小学校） 　



提 供 日 2023/05/19

タイトル 令和５年度静岡県保健医療計画策定作業部会の開催

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2284

令和５年度第１回静岡県保健医療計画策定作業部会を次のとおり開催します。

１　日時・会場
　　・令和５年５月24日（水）午後５時30分～午後７時
　　・静岡県医師会館　４階　講堂　
　　　（静岡市葵区鷹匠３-６-３）
 
２　委員（敬称略）
　　齋藤　昌一（部会長）　静岡県医師会副会長
　　毛利　博　　　　　　　静岡県病院協会会長
　　大内　仁之　　　　　　静岡県歯科医師会専務理事
　　山口　宜子　　　　　　静岡県薬剤師会常務理事
　　小野　達也　　　　　　静岡県市長会（伊東市長）
　　太田　康雄　　　　　　静岡県町村会（森町長）
　　長野　豊　　　　　　　全国健康保険協会静岡支部長
　　今野　弘之　　　　　　国立大学法人浜松医科大学学長
　　渡邊　昌子　　　　　　静岡県看護協会会長
　　小林　利彦　　　　　　地域医療構想アドバイザー
　　竹内　浩視　　　　　　地域医療構想アドバイザー

３　議題（予定）
　　・第９次静岡県保健医療計画の策定

４　その他
　　・傍聴希望の方、記者の方は会場へお越しください。

＜傍聴申込先＞
　医療政策課メール iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp　
  ※取材の場合は申込不要



提 供 日 2023/05/19

タイトル 令和５年度ニッセイ財団「児童・少年の健全育成助
成」及び「生き生きシニア活動顕彰」目録贈呈式

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 子育て支援班

TEL 054-221-3546

日本生命財団が、令和5年度「児童・少年の健全育成助成」
及び「生き生きシニア活動顕彰」の目録を贈呈します!

1　主 　旨

　公益財団法人日本生命財団（ニッセイ財団）では、昭和54年から児童・少年の健全育成及び高齢者の地域貢献活動の推進を目的に、全国各
地の地域活動団体に助成・顕彰を行っています。このたび、令和５年度の助成が決定した県内の団体への目録贈呈式が執り行われます。

２　日 　時　令和５年５月24日（水）10:30～11:30（記念撮影、懇談会含む）

３　会 　場　静岡市民文化会館　第1会議室（静岡市葵区駿府町２番90号）

４　出席者　財団側　公益財団法人日本生命財団　助成事業部長　堀本　貴則氏

　　　　　　　　　　日本生命保険相互会社 静岡支社長　八木　義仁氏

　　        静岡県　健康福祉部長　八木　敏裕　　　

　　　　　　受贈者　12団体

５　助成の対象及び内容

区分 「児童・少年の健全育成助成」（昭和54年～）
対象 子どもたちが行う、自然体験・生活体験活動、仲間づくりや文化伝承活動等を行っている団体

地域の子育て支援活動、療育支援活動等を行っている団体
助成内容 子どもたちが自ら主体的・継続的に共有して活用する、活動実践のため必要な物品の購入費(30～60万円)
助成団体数 ６団体(338万円)
助成団体名 こどもみらい掛川

特定非営利活動法人フリースクール空
子育てひろば“たっくん”
五島チューリップぐみ
きつねや食堂
藤枝市子ども会世話人連絡会

区分 「生き生きシニア活動顕彰」(平成19年～)
対象 高齢者が主体となって行う、児童・少年の健全育成活動、高齢者支援活動等を行っている団体

顕彰金額 １団体５万円
顕彰団体数 ６団体(30万円)
顕彰団体名 中郷クラブ

田沼北福寿会
吉田町片岡あかつき会
川尻　山和会
大屋敷シニアクラブ尚寿会
浜松市老人クラブ連合会浜北支部　麁玉地区新原本村長寿会

◎45年間累計助成団体数（昭和54年～）　436団体　（２億4,429万円）
本件に関する問い合わせ先：日本生命財団　助成事業部（電話：06-6204-4014）



提 供 日 2023/05/19

タイトル 文化芸術功労者表彰の表彰式開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-2254

文化芸術功労者表彰の表彰式開催

～文化活動の運営において本県の文化芸術の振興に尽力した方を表彰～

　文化芸術功労者表彰は、多年にわたり文化団体の組織運営や「ふじのくに芸術祭」の運営など、実務面において本県の文化芸術

の振興に尽力し、功績が顕著である個人を知事が表彰するものです。

　今年度の受賞者は下記１の３名で、表彰式を下記２のとおり行います。

記

１　文化芸術功労者表彰受賞者（五十音順、敬称略）

氏名 役職 年齢
甲斐　遊糸
（かい　ゆうし）

元静岡県俳句協会会長 82歳

小池　タケシ
（こいけ　たけし）

元静岡県美術家連盟副会長 80歳

櫻井　茂雄
（さくらい　しげお）

元静岡県工芸家協会会長 80歳

対象：県全域を対象（活動範囲）とする文化芸術団体の役員に10年以上在職し、顕著な実績のある者

２　表彰式

（1）日時　　令和５年５月25日（木）午後４時30分から４時50分まで

（2）会場　　グランシップ10階　1001-２会議室（静岡市駿河区東静岡二丁目3-1）

（3）出席者　受賞者３名、静岡県文化協会会長ほか会員、

　　　　　　 静岡県スポーツ・文化観光部長（授与者）他

（4）次第　　表彰状及び副賞の授与、式辞、受賞者挨拶、記念撮影



提 供 日 2023/05/19

タイトル 令和５年度 自然保護知事褒賞の表彰式を行います

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 自然保護班　齋藤

TEL 054-221-2719

令和５年度 自然保護知事褒賞の表彰式を行います

　静岡県では、長年にわたり自然保護活動に尽力し功績を挙げた個人に対し、その功績を讃えるため、表彰を行っています。

　このたび、令和５年度の「自然保護知事褒賞」の受賞者を決定したので、表彰式を開催します。

１　知事褒賞受賞者　

　　飯田　弘男（いいだ　ひろお）氏

２　主な功績

　・平成24年から令和４年までの10年間にわたり、一般社団法人静岡県猟友会の理事を務めた。

　・模範的な狩猟者として、狩猟免許試験予備講習会の講師を務めるなど、県の鳥獣保護管理行政の推進に貢献した。

　・所属する田方猟友会では副会長を務め、県管理捕獲、有害鳥獣捕獲活動を行い、地域貢献にも尽力してきた。

・大日本猟友会の狩猟指導員として、所属する一般社団法人静岡県猟友会の会員のみならず、全ての狩猟者の指導、事故・違反
の防止に貢献している。

３　表彰式

　　表彰式は、一般社団法人静岡県猟友会第100回定時総会で行います。

（１）日　時　　令和５年５月22日（月）午後２時から

（２）場　所　　もくせい会館富士ホール（静岡市葵区鷹匠３丁目６－１）

（３）授与者　　静岡県くらし・環境部長代理　山田　琢也



提 供 日 2023/05/19

タイトル 富士山ごみ減量大作戦（６月２４日（土）開催）参加
者募集！

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-3498

＜６月24日（土）開催＞

「富士山ごみ減量大作戦」参加者募集！
富士山麓周辺道路沿いでは森林内への不法投棄や、道路わき・駐車場などに多くのポイ捨てごみが見受けられ、富士山の美観とイメージを損ねてい

ます。
　そこで、富士山の環境保全対策を推進するとともに、環境保全意識の高揚を図るため、ボランティアによる清掃活動「富士山ごみ減量大作戦」を実施し
ます。

１　内容
  (1)主　　催  静岡県、富士市、静岡第一テレビ24時間テレビチャリティー委員会、
　　　　　　　 ふじさんネットワーク
  (2)日　　時  令和５年６月24日(土)午前９時20分～11時30分（少雨決行、荒天中止）
　　　　　　　 ※中止の判断は、前日午後３時までに行います。
  (3)活動場所　富士市桑崎～大淵付近の道路わき
  (4)集合場所  富士山こどもの国（駐車場）
　　　　　　　 （富士市桑崎1015）
  (5)集合方法　自家用車又は無料送迎バス（ＪＲ富士駅南口午前８時30分発車予定）

２　参加者募集
　(1)応募方法
　　　 郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、無料送迎バス利用の有無を御記入の
　　 　うえ、郵便、ファクシミリ、又は電子メールよりお申し込みください。
　(2)応募先
　　　【住　　所】　〒420-8601　静岡市葵区追手町９-６
　　　　　　　　　　静岡県 くらし・環境部 環境局 自然保護課 富士山・南アルプス保全班
　　　【電話番号】　054-221-3498　　【FAX番号】　054-221-3278
　　　【Eメール】　 shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp
　(3)応募資格
　　　 ボランティアとして御参加いただける方で、小学生以上の方ならどなたでも
　　　 結構です（小学生は保護者同伴で御参加願います）。
　(4)募集定員　40名程度（先着順）
　(5)募集期限　令和５年６月９日（金）まで
　(6)その他
　　 ※自家用車における交通費は各自で御負担願います。
　　 ※参加者の傷害保険は主催者側で加入します。



提 供 日 2023/05/19

タイトル オクシズ４校の小学生が南アルプスについて学びます

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-2963

＜オクシズ４校交流学習会＞

「南アルプスを知ろう！！」開催

県では、ユネスコエコパークにも登録され、他に類を見ない希少かつ貴重な自然環境を現在に数多く残す「南アルプス」が持つ魅
力の本質に触れ、楽しみ、学び、理解を深め、その自然環境の保全や魅力の発信に、自らの想いで参画できる人を育むことを目指
し、小中学校、高等学校等の教育機関での授業などで活用可能な魅力発信・環境学習サイト「南アルプスの宝箱」を本年３月に開
設しました。
　今回、「南アルプスの宝箱」内で紹介する新たな体験プログラム開発と実証を行うため、静岡市立井川小中学校、梅ヶ島小中学
校、大河内小中学校、玉川小中学校の児童を対象に南アルプスに関する授業を実施します。
※「南アルプスの宝箱」　https://minamialps-shizuokaken.jp

【オクシズ４校交流学習会「南アルプスを知ろう！！」】

１　主催　静岡県

２　日時　令和５年５月23日（火）午前10時40分から11時25分まで

３　参加者　上記４校の児童　合計32人
    （１年生３人　２年生５人　３年生５人　４年生６人　５年生７人　６年生６人）

４　会場　静岡市立玉川小中学校（静岡市葵区落合103－３）

５　授業内容
　(1)　１・２年生　南アルプスに棲む動物について
　(2)　３・４年生　南アルプスとシカの食害について
　(3)  ５・６年生　「南アルプスの宝箱」のクイズを活用した授業

６　取材方法　直接会場にお越しください



提 供 日 2023/05/19

タイトル 株式会社静岡中央銀行から御寄付をいただきました。

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2919

株式会社静岡中央銀行から御寄附をいただきました。

　１　要　旨
　　株式会社静岡中央銀行では、令和４年度から、私募債発行企業等からの収益金の一部を同行がＳＤＧsに貢献する団体へ寄附する「しず

ちゅうＳＤＧｓ私募債」を発行しております。
　このたび、本県の環境保全の取組に賛同し、寄附先の１つとして指定いただき、私募債発行額の一部を御寄附いただきました。同社の御意
向を踏まえ、静岡県の環境保全に関する取組に活用させていただきます。

２　株式会社静岡中央銀行について
項　目 内　容

本社所在地 沼津市大手町４－76

店舗数 43店舗
静岡県内　 26店舗（本支店23・出張所３）
神奈川県内16店舗（支店14・出張所２）
東京都内　 １店舗　　　　　　　　　　　（2023年３月末現在）　　　　　　　
　　

従業員数 441人（2022年３月末現在）

事業内容 「堅実で健全な経営」の経営理念のもと、地域経済活性化への貢献
に努め、地域と共に成長し地域金融機関としての企業価値を高める
ことにより、お客様・地域社会のベストパートナーとして信頼を得るた
め各種金融に関する事業を行う。

３　「しずちゅうＳＤＧs私募債」について　　
（１）概　要 株式会社静岡中央銀行で私募債を発行した企業等からの収益金の一

部を同行がＳＤＧsに貢献する団体へ寄附する商品
（２）寄附額 私募債発行額の0.1％相当額
（３）寄附先 寄附の希望先を私募債発行企業が選定

※原則として株式会社静岡中央銀行が指定するＳＤＧs関連団体へ寄
附

４　寄附金額
　　３万円



提 供 日 2023/05/19

タイトル 静岡県推計人口　前月比792人の減少

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995





提 供 日 2023/05/19

タイトル 静岡県第20回公募公債（20年定時償還）の発行

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2036

・市場公募債のうち、シンジケート団（シ団）方式による定例発行とは別に、
　主幹事方式により発行する20年定時償還債の発行条件を決定しました。
・本県の公募方式での20年定時償還債の発行は、昨年４月に続き今回が20回目で
　す。

  ・本日午後、格付投資情報センター（R&I）からAA+、ムーディーズからA1の個別
　　債務格付けが付与される予定です。

銘柄名 静岡県第２０回公募公債（２０年定時償還）

発行額 １００億円

表面利率 ０．８０３％

発行額
（100円につ

き）
１００円００銭

応募者利回り ０．８０３％

払込（発行）日 令和５年５月３０日（火）

償還方法
（最終償還日）

２０年定時償還
（令和２５年３月２０日（金））

引受会社
　　　ＳＭＢＣ日興証券株式会社　　　　　　　　　　３４％
　　　野村證券株式会社　　　　　　　　　　　　　　３３％
　　　東海東京証券株式会社　　　　　　　　　　　　３３％



提 供 日 2023/05/22

タイトル 新しい茶品種「ゆめすみか」が品種登録出願公表され
ました！

担　　当 経済産業部 農林技術研究所茶業研究センター茶生産技

術科

連 絡 先 育種担当

TEL 0548-27-2880

新しい茶品種「ゆめすみか」が品種登録出願公表

　静岡県農林技術研究所茶業研究センターが育成した、香りに特徴のある茶品種「ゆめすみか」が、令和５年５月19日に品種登録
出願公表

※1
されました。

※1
農林水産省が品種登録出願を受け付けた後、その内容を公表すること。公表後は育成者権が仮保護される。

１　品種の特徴
　香りに特徴があり、特に静岡県が開発した香り緑茶製法※2で製茶することで、爽やかなスミレのような香りが際立ちます。花様
の香りを好む傾向がある若い女性を主なターゲットと考えて選抜しました。
※2

生葉を蒸す前に加温、攪拌処理、低温静置によって香りを発揚させてから荒茶製造を行う製法。

２　命名の由来
　「夢」のある明るい未来への期待と、本品種の特徴である「澄」んだ「スミ」レの様な「香」りにちなんで名付けました。

３　命名の経緯
　育成時の系統名は「90-2-213」であり、1990年に交配を行い、約30年かけて選抜しました。令和４年７月から８月に名称を公募
し、全国から応募のあった238件の中から「ゆめすみか」に決定しました。

４　今後の予定
　苗木生産団体等と許諾契約を締結し、令和６年春から苗木の出荷を開始する予定です。

５　その他
　「ゆめすみか」とは別に、静岡県が育成した超多収で炭疽病（たんそびょう）に強い「しずゆたか」については、令和５年３月
30日に品種登録出願公表されました。

６　問合せ先
　静岡県農林技術研究所茶業研究センター
　TEL：0548-27-2880
　Mail:ES-kenkyu@pref.shizuoka.lg.jp



提 供 日 2023/05/22

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第58報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年５月22日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第58報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第58報（５月19日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 中学校 島田市 536 20 1 30 4 4 5月19日
2 中学校 浜松市南区 531 19 1 35 18 18 5月19日 ～ 5月2
3 中学校 浜松市南区 531 19 4 142 44 44 5月22日 ～ 5月2

本日合計 ２中学校 6 207 66 66
１６２施設

本日までの累
計（実数） （ １４高等学校、　３７中学校、　９０小学校、　９幼稚園、

　６保育所、　４こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）
288 8,378 2,702 2,568

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年５月19日（伊東市高等学校） 　



提 供 日 2023/05/22

タイトル 豪華ホテルなどの利用券が当たる
駿河湾フェリー　新運賃導入キャンペーン実施中

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3734

環駿河湾観光交流活性化協議会は、令和５年４月１日の駿河湾フェリー新運賃導入にあわせ、以下のとおりキャンペーンを実施している。
　　　
１　実施期間　

令和５年４月１日～９月30日

２　キャンペーン内容　
対象期間中に応募用紙を船内にある応募箱に投函すると、総計1,200名に豪華ホテル、人気体験施設、有名レストランの利用券などが
抽選で当たる。

【キャンペーン第１弾】
　応募期間：４月１日～５月31日
　・高級ホテル・旅館宿泊券　12組24名様
　・ヤタロー×駿河湾フェリーコラボ「２２３ばうむ」120名様
　・駿河湾フェリー乗船クーポン券12,000円相当　30名様

　　
【キャンペーン第２弾】

　　　応募期間：６月１日～７月31日
　　　・人気体験施設招待券　42組84名様
　　　・駿河湾フェリー限定アイスクリーム「駿河湾ジェラート」300名様
　　　・駿河湾フェリー乗船クーポン券12,000円相当　30名様
　　

【キャンペーン第３弾】
　　　応募期間８月１日～９月30日
　　　・有名レストラン食事券　45組90名様
　　　・駿河湾フェリー３階貸切特別室招待券　60組480名様
　　　・駿河湾フェリー乗船クーポン券12,000円相当　30名様

３　応募方法
　　（１）清水港・土肥港窓口で応募用紙を受け取る
　　（２）応募用紙に必要事項を記入
　　（３）船内にある応募箱に投函
　　
４　問合せ先
　　一般社団法人　ふじさん駿河湾フェリー
　　TEL 054-340-5223
    ウェブサイトURL：https://www.223-ferry.or.jp/



提 供 日 2023/05/22

タイトル 未来を切り拓くDream授業の参加者募集

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3764

「未来を切り拓くDream授業」の参加者を募集します！

中学１・２年生を対象に、「未来を切り拓くDream授業」を開催します。日常生活で触れる機会の少ない一流講師の講義やグルー
プディスカッションなど、中学生に自らの能力を更に伸ばすきっかけとなる場を提供します。

●開催日時　令和５年８月１日（火）～８月４日（金）（３泊４日）

●開催場所　静岡県総合教育センター（掛川市）

●対　　象　県内の中学校１・２年30名（定員を上回る申込があった場合は抽選）

●参 加 費　無料

●内　　容　(1)各界を代表する講師による講義等
　　　　  　(2)グループディスカッション・発表

●募集期間　令和５年５月29日（月）～６月22日（木）（必着）

●応募方法　県ホームページに掲載の所定の申込用紙（２種類）に必要事項を記入
　　　　　　し、郵送または直接持参で申込んでください。
　　　　　　※募集チラシの二次元コードからホームページをご覧いただけます。

●応 募 先　静岡県スポーツ・文化観光部総合教育局総合教育課
　問合せ先　（住　所）〒420-8601　静岡市葵区追手町９－６
　　　　　　（電　話）054-221-3764
　　　　　　（メール）sougouEDU@pref.shizuoka.lg.jp

●講師一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50音順、敬称略）
講師 役職等

渥美　万奈 ソフトボール元日本代表・東京オリンピック金メダリスト
加藤　百合子 株式会社エムスクエア・ラボ代表取締役 
川勝　平太 静岡県知事
木南　竜平 近畿大学水産研究所助教
櫛野　展正 アーツカウンシルしずおかチーフプログラム・ディレクター
高畑　幸 静岡県立大学国際関係学部教授

(一社)ふじのくにづくり支援センター理事長矢野　弘典
(公財)産業雇用安定センター会長

SPAC劇団員 県立劇団（演劇・舞台芸術）



提 供 日 2023/05/22

タイトル 令和５年度環境保全功労知事表彰の表彰式

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 大気水質班

TEL 054-221-2258

令和５年度環境保全功労知事表彰等の表彰式を開催します

静岡県では、多年にわたり公害防止や環境保全活動の推進に尽力し、その功績が

顕著な団体等を表彰しています。今般、令和５年度の「環境保全功労知事表彰」及び

「環境保全知事褒賞」の受賞者が決定したので、次のとおり表彰式を行います。

１　受賞者

(1) 環境保全功労知事表彰

  ・山本　浩三

  ・静岡県浄化槽協会志太榛原支部

  ・佐鳴湖里山楽校

　

(2) 環境保全知事褒賞

  ・特定非営利活動法人　土に還る木・森づくりの会

　　　※　受賞者の功績については別紙に記載

２　表彰式

(1) 日時

　　令和５年５月29日（月）午後２時10分から

　（静岡県環境保全協会の総会終了後に開催）

(2) 場所

　　もくせい会館　富士ホール（静岡市葵区鷹匠3-6-1）

(3) 出席者

　・山本　浩三

　・静岡県浄化槽協会志太榛原支部　支部長　増田　直樹

　・特定非営利活動法人土に還る木・森づくりの会　代表理事　勝俣　昇

　（佐鳴湖里山楽校は欠席）

(4) 授与者

　　静岡県くらし・環境部長　高畑　英治

３　取材について
　　当日取材を希望される場合は、午後２時までにもくせい会館富士ホール入口前の

　受付にお越しください。



提 供 日 2023/05/22

タイトル 浜松市北区が交通死亡事故ゼロ連続300日を達成！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

浜松市北区が交通死亡事故ゼロ連続３００日を達成！
静岡県交通安全対策協議会が

交通安全優良市町表彰を行います。

　静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、長期間に渡る交通死亡事故ゼロを達成した市区町を表彰しています。
　この度、令和５年５月１４日（日）をもって、浜松市北区が交通死亡事故ゼロ連続３００日を達成したことから、下記のとおり
表彰状の伝達式を行います。
※　浜松市北区の受賞は、本表彰制度の創設（平成３年６月）から４回目となります。

１　実施概要
（１）日時
　　　令和５年５月３１日（水）午後２時３０分開始（概ね２０分間）
（２）場所
　　　浜松市北区役所３階　３２会議室（浜松市北区細江町気賀３０５）
（３）出席者
　　　浜松市北区長　　　　　堤　信弘　（つつみ　のぶひろ）　　　　
　　　細江警察署長　　　　　山本　氏仁（やまもと　うじひと）
　　　県くらし交通安全課長　入戸野　明（にっとの　あきら）　外

２　静岡県交通安全対策協議会優良市町表彰基準　

市区町の区分 　交通死亡事故ゼロ連続日数
【達成後は、下記日数の倍数で表彰を行います。】

　人口１５万人以上 　　　２００日
　人口８万人以上１５万人未満 　　　３００日
　人口４万人以上８万人未満 　　　４００日
　人口２万人以上４万人未満 　　　５００日
　人口２万人未満 　  １，０００日　
　※　浜松市北区　人口９１,４８９人（令和５年１月１日現在）
　※　静岡市及び浜松市については、各区ごと表彰を実施しています。

３　その他
     表彰状 の 伝達式前 に 交通死亡事故 が 発生 した 場合 は 、 表彰状 の 伝達 を 中止 する
　 ことがあります 。



提 供 日 2023/05/22

タイトル 令和４年度の外国人相談窓口への相談状況
-相談件数は過去最多-

担　　当 知事直轄組織 地域外交局多文化共生課

連 絡 先 多文化共生班

TEL 054-221-2178

静岡県では、外国人県民の方々の生活上の相談（在留資格・労働・医療・福祉に関することなど）を「静岡県多文化共生総合相談センター かめりあ」が
一元的に受付け、多言語で対応しています。令和４年度は、2,587件の相談があり、前年度から423件、約20％増加し、過去最多の相談件数となりました。
相談内容で多かった内容は、多い順に入管手続、コロナウイルス関係、労働雇用となっています。本県における在住外国人数は、令和４年末時点で過去
最多となり、その国籍や在留資格が多様化しています。外国人県民が抱える課題が複雑化する中、外国人相談窓口のセーフティネットとしての役割がま
すます求められています。

＜令和４年度の相談状況＞
１　相談件数
　 　2,587件　（前年度比：423件、約20％の増加）

２ 　相談内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件、％）

　 　 入管
手続

コロナ
ウイルス

関係

労働
雇用

社会
保険
年金

身分
関係
結婚
離婚

医療 教育
日本語
学習

住宅
出産

子育て
その他 計

(件数） 576 238 207 177 161 91 69 49 47 43 929 2,587 

R4

(割合） 22.3% 9.2% 8.0% 6.8% 6.2% 3.5% 2.7% 1.9% 1.8% 1.7% 35.9% ―

(件数） 486 - 185 99 103 262 51 19 13 52 894 2,164 

R3

(割合） 22.5% - 8.5% 4.6% 4.8% 12.1% 2.4% 0.9% 0.6% 2.4% 41.3% ―

※R3「医療」「その他」には、コロナウイルス関係の相談も含まれる。

３　言語別相談の状況 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件、％）

　 　 ベトナム語 フィリピノ語 日本語 インドネシア語 ポルトガル語
スペイン

語 中国語 英語 その他 計

(件数） 729 435 424 341 264 128 85 61 6 2,473 

R4

(割合） 29.5% 17.6% 17.1% 13.8% 10.7% 5.2% 3.4% 2.5% 0.2% ―

(件数） 529 303 452 290 254 116 90 61 2 2,097 

R3

(割合） 25.2% 14.4% 21.6% 13.8% 12.1% 5.5% 4.3% 2.9% 0.1% ―

※統計上言語で分別しており、上記２の相談内容の合計件数とは一致しない。

＜静岡県多文化共生総合相談センター「かめりあ」への相談＞
月曜日～金曜日　10：00～16：00　　ポルトガル語、フィリピノ語、ベトナム語など８言語対応
電話番号　054-204-2000　※その他　e-mail、メッセンジャー、スカイプなどによる相談も可能



提 供 日 2023/05/22

タイトル 令和５年度６月補正予算編成要領

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2385

１　要旨

　本日、政策調整会議（政策推進担当部長）から、各部局長、教育部長、警察本部長、企業局長、がんセンター局長に対して、令
和５年度６月補正予算の編成要領を通知した。

２　本文

　令和５年度６月補正予算編成要領（通知）

　下記の経費について、補正予算で対応することとしたので、予算調整案を提出するよう通知する。

　　補正予算案の提出項目
　　（１）国の「物価高克服に向けた追加策」に伴い必要となる経費
　　（２）その他、当初予算編成後の事情変化により必要となる経費



提 供 日 2023/05/23

タイトル 静岡市内の学生等が「清沢の棚田」で農業体験（田植
え作業）を行います！

担　　当 経済産業部 中部農林事務所農村整備課

連 絡 先 中部農林事務所農村整備課

TEL 054-286-9269

【しずおか棚田・里地くらぶ】

静岡市内の学生等が「清沢の棚田」で
農業体験（田植え作業）を行います！

１　要旨
　静岡学園中学校・高等学校、城南静岡中学校の生徒及び静岡大学農学部の学生が令和５
年５月27日、６月８日、６月10日に、 「 清沢 の 棚田 」 で 田植 え 体験を行います。
　「清沢の棚田」は、しずおか棚田・里地くらぶの活動拠点であり、市民グループ「清沢
塾」が主体となって平成12年から自然農法による米作りを続けています。

２　概要

日　時 第１回　令和５年５月27日（土）９時30分から14時まで
第２回　令和５年６月８日（木）10時から14時まで
第３回　令和５年６月10日（土）10時から14時まで
※小雨決行、荒天中止

集合場所 静岡市葵区相俣の棚田

（「きよさわ里の駅」先の三差路を左折し、約1.2km農道を進む）

参加者 第１回　静岡学園中学校・高等学校　30名程度
第２回　城南静岡中学校　60名程度
第３回　静岡大学農学部１年生　30名程度
各回　　清沢塾　10名程度

連絡先 清沢塾　小長谷塾長（電話：090－1753－2934）

※取材を希望される方は、開始時刻に集合場所までお越しください。

３　参考

■「清沢塾」とは？
　平成11年に開催された静岡大学50周年記念公開講座をきっかけに、中井弘和静岡大学名
誉教授が清沢地区の耕作放棄されていた棚田を借り受け、市民グループ「清沢塾」がス
タートしました。
　「楽しく、持ち込まず、持ち出さず、草や虫を敵とせず」という考えのもと、無農薬・
無肥料での農業を実践したことで、里山の自然を再生し、豊かな生態系を取り戻しました
（モリアオガエル、イモリ、ヒキガエル、ホタルなど）。
　活動開始から20余年、棚田周辺は源氏蛍や平家蛍が復活するなど、自然環境改善が顕著
です。また清沢塾の活動は、青少年の食育や農業、環境などの教育にも活用されていま
す。

■「しずおか棚田・里地くらぶ」とは？
「しずおか棚田・里地くらぶ」は、美しい景観や豊かな生態系の保全などの機能を有する
棚田・里地の維持・管理を目的として、保全活動や地域の活性化を行うボランティア組織
です。

　



提 供 日 2023/05/23

タイトル 森林分野のＪ－クレジット制度活用促進セミナー開催

担　　当 経済産業部 森林・林業局森林計画課

連 絡 先 森林計画課

TEL 054-221-2613

森林分野のＪ－クレジット制度活用促進セミナー開催

　県は、2050年のカーボンニュートラルの実現に向け、カーボンクレジットの創出拡大に
取り組んでいます。このたび、森林分野におけるＪ－クレジット制度（※）の活用促進を
図るため、セミナーを開催します。

１　開催日　令和５年５月26日（金）13：30～16：00

２　会　場　アゴラ静岡７階会議室（静岡市葵区追手町１番13号）

３　内　容　
時間 内容 講師等

13：35～
14：35

森林由来Ｊ－クレジットの創出拡大に向けて 林野庁森林利用課

14：35～
14：50

Ｊ－クレジット制度の活用促進に向けた県の取組 静岡県森林計画課

15：00～
15：30

オープンデータ（県点群データ）が推進させる持続的営
林、森林クレジット

日本製紙株式会社

15：30～
16：00

『地産地消カーボンニュートラル』への取組について 静銀経営コンサル
ティング株式会社

16：05～
17：00

講師との意見交換会（事前予約制） 各講師

４　参加者　県内林業経営体、森林所有者、民間企業、市町等　約100名

５　その他　取材を希望される方は、直接現地までお越しください。

※Ｊ－クレジット制度とは
　企業や自治体等が実施する省エネ・再エネ設備の導入や森林管理等の活用により達成さ
れた二酸化炭素等の温室効果ガスの排出削減量や吸収量を制度管理者である国が認証し、
認証分の「クレジット」を発行する制度

出典：Ｊ－クレジット制度ホームページ （https://japancredit.go.jp/）



提 供 日 2023/05/23

タイトル 2023年O-CHAパイオニア賞の受賞報告

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 お茶振興課世界緑茶班

TEL 054-202-1488

　2023 年O-CHA パイオニア 賞 の 国内受賞者 が 知事 を 訪問 します

（公財）世界緑茶協会は、茶に係わる学術研究や茶の振興に寄与した産業技術、茶のある豊かな生活文化の提案等の優れた成果を
O-CHAパイオニア賞として顕彰している。

今回受賞した6者のうち、国内在住の4者が会長の川勝知事を訪問し、成果を報告する。

1 日　時　令和５年５月２６日（金）午後1時30分から２時（30分間）
2 場　所　知事室（県庁東館５階）

　 3   報告者　2023年O-CHAパイオニア賞の国内受賞者４人+同行者1人（計５人）

氏名 所属 受賞部門 受賞タイトル
荒木　琢也   農研機構　

本部事業開発部
学術研究大賞 茶園用防霜ファンの節電型制御

技術の開発
松下　芳春 松下園 産業技術賞 先駆的な有機茶生産と新たな需

要創出につながる商品開発
村松　二六 丸子紅茶 O-CHA特別大賞 優れた紅茶製造技術により生産者

育成、消費拡大、地域振興に尽力
日野　朱夏

（同行：日野　優介）
（有）ファーム・ソレ

イユ東北
CHAllenge賞 東北の新たなお茶文化への貢献

 
4   内  容

（1） 表彰楯授与
（2） 成果報告
（3） 歓談
（4） 記念撮影

＜参考＞
O-CHAパイオニア賞について
【主催】公益財団法人世界緑茶協会
【目的】茶が人々の心身の健康維持や豊かなコミュニケーションの形成等に与える多くの恵みに着目し、茶に係わる優れた学術研究や茶産
業の振興及び発展に寄与した技術、 茶のある豊かな生活文化の提案や消費拡大等の優れた成果を顕彰し、もって茶に係る学術研究及び
関連産業の一層の発展並びに、茶文化の更なる発展に寄与することを目的とする。



提 供 日 2023/05/23

タイトル ファルマバレープロジェクト第４次戦略計画検討委員
会の開催

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積班

TEL 054‐221‐2985

県では、医療健康産業の振興と集積を図り、地域の発展を目指し、現在、第４次戦略計画（令和３年度～令和７年度）に基づきファルマバ

レープロジェクトを推進しております。

この度、本プロジェクトの効果的な施策展開を行うため、有識者等による戦略計画検討委員会を開催いたします。（オンライン開催）

１　日時・会場

日時：令和５年５月25日（木）午後１時～３時

会場：県庁別館９階 特別第２会議室（委員はオンライン参加）

２　内容

医療田園都市構想、意見交換　等

＜検討委員会委員＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50音順・敬称略）

区分 氏   名 職   名

会長 大坪　 檀
学校法人 新静岡学園　学園長　静岡産業大学総合研究所　所長
公益財団法人 ふじのくに医療城下町推進機構 理事長

委員 尾池　和夫 静岡県公立大学法人 理事長兼静岡県立大学 学長

大野 ゆう子 大阪大学　名誉教授

加藤　久豊 富士フイルムメディカル株式会社 前取締役会長

解良　智弘 テルモ株式会社 ＭＥセンター　センター長

齋藤　昌一 一般社団法人 静岡県医師会 副会長

西島　昭男 サンフロント21懇話会（TESS委員長）、株式会社シード　代表取締役

橋本　正洋 法政大学大学院　教授、東京工業大学 名誉教授

花岡　文雄 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立遺伝学研究所　所長

廣部　雅昭 東京大学　名誉教授（元静岡県立大学学長）

馬瀬　和人 一般財団法人 静岡経済研究所　理事長

松田　久一 株式会社ＪＭＲ生活総合研究所　代表取締役社長

三須　敏郎 公益財団法人 静岡県産業振興財団　副理事長

盛田　延之 東海部品工業株式会社　代表取締役会長

矢作　恒雄 慶応義塾大学　名誉教授

山口　 建 静岡がんセンター名誉総長兼理事、静岡県エグゼクティブアドバイザー

山崎　達美 公益財団法人実験動物中央研究所　理事

若林　敬二 静岡県立大学　特任教授



提 供 日 2023/05/23

タイトル 【取材依頼】ふじのくにセルロース循環経済フォーラ
ム設立記念キックオフセミナーを開催

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班

TEL 054-221-2985

ふじのくにセルロース循環経済フォーラム設立記念
キックオフセミナーを開催します！！（取材依頼）

　県は、植物由来で環境に優しいＣＮＦ（セルロースナノファイバー）などのセルロース系素材の社会実装を通じた脱炭素や循環経済の実現
を目指し、「ふじのくにセルロース循環経済フォーラム」を新たに設立いたします。

本フォーラムの設立を記念し、森林・木材化学分野のノーベル賞と言われるマルクス・ヴァーレンベリ賞を受賞された、磯貝明東京大学大学
院特別教授や静岡大学、県内大手企業に御講演いただくキックオフセミナーを開催します。（参加無料）

＜開催概要＞
（１）日　　時：令和５年６月２日(金)14時から17時30分（受付開始13時30分から）
（２）会　　場：富士市交流プラザ２階多目的ホール（富士市富士町20番１号）
（３）募集定員：200名（参加無料）
（４）内　　容：

区分 内　　容

挨　　拶
会長挨拶：川勝 平太　静岡県知事
来賓挨拶：小長井 義正　富士市長、日詰 一幸　静岡大学学長

基調講演 「セルロースを基盤とする循環型社会の構築」
（磯貝 明　東京大学大学院農学生命科学研究科 特別教授）
「循環経済に向けたＣＮＦへの期待」
（金井 伸輔　経済産業省製造産業局素材産業課革新素材室長）
「セルロース循環経済研究所～自動車部品への挑戦～」
（青木 憲治　静岡大学 グローバル共創科学部 准教授）
「自動車分野への植物材料の応用」
（西村 拓也　静岡大学特任教授／トヨタ車体(株) 植物材料開発室長）
「セルロースで拓く静岡県の産業」
（増田 始己　静岡県経済産業部長）
「カーボンニュートラルのための素材開発」
（原田 久　ヤマハ発動機(株) 生産技術本部材料技術部長）

講　　演

「ＣＮＦ（セレンピアⓇ）の採用・開発状況」
（野々村 文就　日本製紙(株) 富士革新素材研究所長）

　※セミナー終了後に名刺交換会を開催します。



提 供 日 2023/05/23

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第59報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年５月23日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第59報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第59報（５月22日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 浜松市中区 779 27 1 32 11 11 5月23日 ～ 5月2
2 小学校 浜松市中区 189 11 1 30 9 6 5月23日 ～ 5月2
3 小学校 浜松市東区 606 22 1 34 18 17 5月23日 ～ 5月2
4 1 28 8 8 5月22日 ～ 5月2
5

小学校 浜松市浜北区 651 26
1 28 7 6 5月20日 ～ 5月2

6 小学校 浜松市天竜区 324 14 1 23 11 11 5月23日 ～ 5月2
本日合計 ５小学校 6 175 64 59

１６５施設
本日までの累

計（実数） （ １４高等学校、　３７中学校、　９３小学校、　９幼稚園、
　６保育所、　４こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）

294 8,553 2,766 2,627

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年５月22日（島田市中学校、浜松市南区中学校） 　



発 表 日 2023/05/23

タイトル 令和５年４月の富士山静岡空港利用状況

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課、富士山

静岡空港株式会社

連 絡 先 空港振興課　小野　大澤

TEL 054-221-3166

 富士山静岡空港 の 令和5 年4 月 の 搭乗者数 は32,131 人 。

 前年同月 と 比 べ 約1 万1 千人増加 した 。

１　富士山静岡空港の令和５年４月の搭乗者数、搭乗率等
　　（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 10,828 5,346 49.4 
　新千歳線 6,036 2,952 48.9 
    うちANA 996 274 27.5 
    うちFDA 5,040 2,678 53.1 
　丘珠線 4,792 2,394 50.0 
出雲線 4,576 3,280 71.7 
福岡線 19,844 12,171 61.3 
熊本線 5,040 2,478 49.2 
鹿児島線 5,040 3,254 64.6 
沖縄線 996 389 39.1 
チャーター便 168 122 72.6 

国内線計 46,492 27,040 58.2 
ソウル線 6,048 4,898 81.0 
チャーター便 206 193 93.7 

国際線計 6,254 5,091 81.4 
合計 52,746 32,131 60.9 

※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

２　富士山静岡空港の令和５年４月の就航状況
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 556 33  589 
就航便数（便）　　　b 555 33  588 
就 航 率（％）   (b/a) 99.8 100.0 99.8 



発 表 日 2023/05/23

タイトル 富士山静岡空港における国際線の欠航期間の延長

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 小野、大澤

TEL 054-221-3166

富士山静岡空港における国際線の欠航期間の延長

　富士山静岡空港において、国際線を運航する航空会社から次のとおり連絡がありましたので、お知らせします。

航空会社 路線 運航頻度 期間

上海線

寧波線

杭州線

中国東方
航空

南昌線

一時運休

【変更前】
 令和５年５月31日まで運休
【変更後】 
  令和 ５ 年 ６ 月30 日 まで 運休

北京首都
航空 杭州線

２往復／週
（木・日）

【変更前】
 令和５年５月28日まで欠航
【変更後】
  令和 ５ 年 ６ 月29 日 まで 欠航

  ※欠航等の期間については、状況により変更する場合があります。

（参考）

航空会社 路線 運航頻度 期間

チャイナ
エアライン 台北線

２往復／週
（火・金）

 令和５年10月27日まで欠航
【欠航期間に変更なし】

 



提 供 日 2023/05/23

タイトル 体験型旅行プログラムの最大半額キャンペーン

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3696

夏もワクワク！ふじのくに静岡の体験　最大半額キャンペーン

　
　県では、６月から夏休み前までの閑散期における旅行需要を喚起するため、県内の体験型旅行プログラムが最大半額で利用でき
るキャンペーンを実施します。

（概要）

項　目 内　容

キャンペーン名 夏もワクワク！ふじのくに静岡の体験　最大半額キャンペーン

割引対象

静岡県内で実施されている体験型旅行プログラム

（対象プランの具体例）
・パラグライダー、ダイビング、シーカヤック、レンタサイクル、
　陶芸体験、ガラス工芸体験、そば打体験、釣り体験 等

※体験が主でない入場料や物販、飲食等は対象外

割引額 最大50％割引（割引上限額：1人3,000円/回）

割引事業期間 令和５年６月１日（木）13時～７月14日（金）※予約受付：６月１日（木）13時から

対象者 全国からの旅行者

割引方法

インターネット予約サイト「アソビュー！」によるクーポン発行

特設ウェブサイトの「プラン一覧」から利用したい体験・アクティビティを選1.
択し、利用日・開始時間・人数を選択して予約

予約画面の「クーポンを利用する」欄にある当キャンペーンを選択2.

クーポン適用料金を確認し予約3.

お問い合わせ 050-3537-8949(アソビュー(株)サポートデスク)

特設ウェブサイト https://www.asoview.com/note/3577/（５月下旬公開予定）

備考 予算に達し次第、終了



提 供 日 2023/05/23

タイトル 令和５年度静岡県文化奨励賞授賞式を開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-2254

令和５年度　静岡県文化奨励賞授賞式を開催

～戸﨑文葉氏ほか受賞者が挨拶～

　静岡県は、芸術や学術を通じ、本県の文化の振興と向上に寄与するアーティストや文化事業団体の活動を奨励するため、昭和
37年に静岡県文化奨励賞を設け、今年で62回目を迎えます。
　令和５年度の受賞者３者への授賞式を下記のとおり開催します。授賞式では、知事から表彰状等を授与するとともに、受賞者が
挨拶を行います。

記
１　授賞式
（１）日時　　令和５年５月26日（金）　午後３時から３時45分まで
（２）会場　　静岡県庁本館４階　特別会議室
（３）出席者　令和５年度受賞者
　　　　　　　・戸﨑文葉　氏
　　　　　　　・前田直紀　氏
　　　　　　　・特定非営利活動法人クロスメディアしまだ
　　　　　　　受賞者関係者
　　　　　　　知事、スポーツ・文化観光部長ほか
（４）次第
　　ア　開式
　　イ　賞状及び副賞の授与
　　ウ　式辞（知事）
　　エ　受賞者挨拶（全員）
　　オ　閉式
　　（閉式後、記念写真撮影）

２　受賞者（敬称略）

氏名・名称 居住・所在地 職業 活動分野 年齢

戸﨑　文葉
（とざき　ふみよ）

静岡市葵区 合唱指揮者 音楽（合唱指揮） 53歳

前田　直紀
（まえだ　なおき）

静岡市葵区 陶芸家 美術（陶芸） 45歳

特定非営利活動法人
クロスメディアしまだ
（くろすめでぃあしまだ）

島田市 － 文化振興 －



提 供 日 2023/05/23

タイトル 高校生のみなさん！脱炭素ワークショップに参加しま
せんか？

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 地球環境班

TEL 054-221-3781

　　　あなたのアイデアを形に︕
大学と連携した脱炭素ワークショップに参加する高校生を募集しています

　
　気候変動やエネルギー問題などに関心のある高校生がチームとなり、脱炭素につながる企画を提案する「アオハル・エコロ
ジー・ラボ」を開催します。
　大学生や大学教員のサポートのもとで、脱炭素について楽しく学び、考えます。
　本年３月16日に静岡大学と本県とで締結した「地域脱炭素の推進」に関する連携協定に基づくもので、初めて開催する事業で
す！
　たくさんの高校生の参加をお待ちしています。

１　概要
 ・環境問題に関心のある高校生が参加しチームを組みます。
 ・高校生チームには、大学生がサポーターとして加わり、大学教授がアドバイザーとして参加します。
 ・各チームが脱炭素につながるモノや仕組みなどを企画し、発表します。

２　スケジュール
　６月17日(土) 13：00～ 　キックオフ・イベント
　７月29日(土) 13：00～ 　中間発表1
　11月4日(土) 13：00～ 　中間発表2
　３月16日(土) 13：00～ 　最終発表

３　対象・定員
 　 高校生50人程度

４　問合せ窓口・申込先
　　高校生エコロジー・ラボ　実行委員会事務局（静岡大学内）
　　電話:054-238-4862/4280 
　　申込先URL：https://forms.gle/hzfgJUEVtbj1q1yc7

５　その他
　（１）　「アオハル・エコロジー・ラボ」について
　　「アオハル（青春）・エコロジー・ラボ」（正式名称:高校生カーボンニュートラル・ラボ）は、高校生が大学のサポートを
受けながら脱炭素に資する企画を提案することにより、将来の地域脱炭素を担う人材を育成することを目的としています。４月
17日に実行委員会が正式発足しました。

　（２）　高校生向けに、6/14（水）まで、複数回「ZOOM説明会」を開催します。
 　※　詳細は、公式インスタグラム　https://www.instagram.com/ecolab.shizuoka/を参照してください。



提 供 日 2023/05/23

タイトル 令和５年度　静岡県消費者支援功労表彰式を開催しま
す！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 消費者支援班

TEL 054-221-2175

令和５年度　消費者支援功労表彰式を開催します！

　県では、多年にわたり地域の消費生活の向上に尽力された個人及び団体を表彰しています。
　令和５年度は、消費者支援関係団体指導者（静岡県消費者団体連盟指導者）２名を、以下のとおり表彰します。併せて、消費者
庁が行っている「消費者支援功労者表彰（ベスト消費者サポーター章）」（静岡県では２名が受章）の授与式も行います。

１　日時

　　令和５年５月30日（火）午後２時から午後３時まで
　　（表彰状を授与した後、写真撮影や歓談を行います。）

２　場所

　　静岡県庁別館９階特別第二会議室

３　被表彰者

　（１）静岡県消費者支援功労表彰

　　　　多年にわたり消費者支援活動の推進・発展向上のために尽力し、その功績が顕著である個人（消費者支援関係団体指導
者）に対して、知事が表彰するものです。

受賞者 功績概要

静岡県消費者団体連盟

理事

（いまい　よしこ）

今井　佳子　氏

・平成８年４月から現在に至るまで、多年にわたり地域の消費者

団体の会長等を歴任した。（勤続年数：16年）

・消費生活展での手作りの展示や当該団体の環境部としての活動

を冊子にまとめる等、消費生活の向上に寄与している。

静岡県消費者団体連盟

副会長

（おかだ　すみえ）

岡田　スミエ　氏

・平成18年４月から現在に至るまで、多年にわたり地域の消費者

団体の会長を務めた。（勤続年数：14.5年）

・地域の高齢者を対象とした消費者被害防止のための出前講座の

開催や、小学生を対象とした食育講座や西部支部での消費者ひろ

ばの実施等、消費生活の向上に寄与している。

　（２）消費者庁ベスト消費者サポーター章

　　　　消費者利益の擁護及び増進を図るため、消費者支援活動に顕著な功績のあった個人又は団体・グループに対して、消費者
庁長官が授与するものです。
　　　　令和５年度は、本県の２名を含め、全国で29件（個人27件、団体２件）に授与されます。

受章者 功績概要

西部県民生活センター

不当取引指導員

（いとう　さえこ）

伊藤　佐江子　氏

・平成17年４月から現在までの17年間、静岡県及び浜松市の消費

生活相談員として地域住民に密着した消費生活相談業務に尽力し

ている。

・管内市町を巡回して市町の消費生活相談員を支援する巡回訪問

や高齢者や若者を対象にした出前講座の講師として、消費者被害

防止のための啓発活動に活躍し、消費者被害の防止・軽減にも大

いに貢献している。

西部県民生活センター

消費生活相談員

（よこやま　ゆうこ）

横山　優子　氏

・平成10年４月から現在まで24年間、静岡県及び浜松市の消費生

活相談員として地域住民に密着した消費生活相談業務に尽力して

いる。

・消費相談業務だけでなく、管内市町を巡回して市町の消費生活

相談員を支援する巡回訪問や高齢者や若者を対象にした出前講座

の講師として、消費者被害防止のための啓発活動に活躍し、消費

者被害の防止・軽減にも大いに貢献している。

４　授与者

　　静岡県くらし・環境部長



５　その他

　　取材を希望される場合は、５月29日（月）までに、県民生活課（担当：田代）まで御連絡くださいますようお願いいたしま
す。



提 供 日 2023/05/23

タイトル 静岡県水難事故防止対策協議会の開催

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 静岡県水難事故防止対策協議会事務局　淺原

（消防保安課　産業保安班）

TEL 054-221-2269

　　　　水難事故防止対策協議会を開催します！

　令和５年度第１回静岡県水難事故防止対策協議会を、下記のとおり開催し
ます。
　協議会では、昨年の水難事故の状況等の報告と、本年度の水難事故防止
対策を協議します。

１　日　時　　　令和５年５月30日（火）　午前10時30分～
２　場　所　　　静岡県庁別館５階　危機管理センター（西）
３　構成機関　静岡県（会長：危機管理部部長代理）、静岡県警察本部、
　　　　　　　　　静岡県消防長会、清水海上保安部、
　　　　　　　　　下田海上保安部、御前崎海上保安署、
　　　　　　　　　静岡地方気象台、静岡県ダイバーズ協議会、
　　　　　　　　　静岡県漁業協同組合連合会、
　　　　　　　　　静岡県観光協会　等

４　議　題　　　令和４年における水難事故の発生状況について
　　　　　　　　　令和５年度に協議会が取り組む水難事故防止対策について

５　参　考
　（１）静岡県水難事故防止対策協議会の概要
・ 本協議会は、県内の水難事故の未然防止を目的として39機関で構成
・ 主な活動としては、水難事故が多発する７月、８月を「水難事故防止強化月
間」と定め、関係機関と連携して広報活動や海水浴場等での事故防止キャン
ペーンを実施

　（２）令和４年における水難事故の発生状況
・ 事故の発生は53件で前年より７件減少しており、過去５年の平均（５４.2件）
よりも低水準であった。
死亡者数は令和３年度より１人増加した。

　【発生件数等】
事故者数（人）年次 発生件数

総数 死亡者 行方不明者 負傷者 無事救助
令和４年 53 60 18 3 7 32
令和３年 60 71 17 3 29 22



提 供 日 2023/05/24

タイトル 令和５年度子ども図書研究室講演会を開催

担　　当 教育委員会 中央図書館企画振興課

連 絡 先 企画班

TEL 054-262-1246

子ども図書研究室講演会を開催
～数々の絵本作りに関わった講師と子どもの喜ぶ本について考える～

静岡県立中央図書館の子ども図書研究室では、毎年講演会を開催しています。
今年は、福音館書店の寺久保　未園氏を講師にお迎えし、絵本作りを通して
子どもの喜ぶ本について考えます。

１　演題　絵本作りの過程で教わったこと

２　講師　寺久保　未園 氏（福音館書店）
　　　 学生時代、児童文学を学ぶ。新聞社勤務後、福音館書店入社。 
       営業部を経て、月刊絵本「こどものとも」「こどものとも年中向き」
       を担当編集し、その後書籍編集部に2021年まで在籍。現在は全国の
       児童書専門店・図書館を担当。
      『あいうえおみせ』(2008)『かんがえる子ども』(2018)
      「いきものづくし ものづくし」シリーズ　など多数を担当。

３　詳細
（１）日　　時　令和５年７月２日（日曜日）13時から15時まで
（２）場　　所　静岡県立中央図書館　２階講堂　（静岡市駿河区谷田53-１）
（３）対　　象　15歳以上の方（中学生を除く。）
（４）参 加 費　無料
（５）定　　員　200人（先着順）
（６）申込方法　※事前申込は必須

ア　ふじのくに電子申請サービス
イ　電話　054-262-1246
ウ　来館（総合案内カウンターにて受付）

（７）申込期間　５月24日（水曜日）10時から６月28日（水曜日）17時まで

４　問い合わせ先
静岡県立中央図書館企画振興課
電話番号　054-262-1246
メール　　webmaster@tosyokan.pref.shizuoka.jp

５　子ども図書研究室とは
　「子どもと本を結ぶ活動」に関わる方々を支援することを目的とし、平成16年に、静岡県立中央図書館に開室しました。平
成15年以降に刊行された児童書や絵本のほぼすべてを研究用として収集しています。研究室では、子どもと本を結ぶ活動に関
わる方の専門的知識習得や技術・資質向上のために、毎年、講演会を開催しています。

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2023/05/24

タイトル 静岡県青少年指導者級別認定証授与式及び上級取得研
修会を開催します！

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 青少年指導班

TEL 054-221-3305

静岡県青少年指導者認定証授与式
及び上級取得研修会を開催します！

　県では、青少年の健全育成と青少年指導者の確保のため、各地域の青少年指導者を養成する事業を実施しています。例年、県が
定めた所定の養成事業を修了した方に、級位（初級・中級・上級）を認定しています。
　令和４年度の活動において認定された、高校生・大学生を含む中級193名・上級８名の指導者を対象に認定証を授与します。
　また、第２部では、上級取得に向けた研修会も実施します。
　アフターコロナの今だからこそ、青少年の体験活動をサポートする指導者として各地域で活躍していただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　時　令和５年５月28日（日）午後１時から４時まで

２　場　所　静岡県庁別館20階　第１会議室ＡＢＣ

３　次　第　第１部「認定証授与式」13：00～13：30
　　　　　　第２部「第１回上級取得研修会」13：45～16：00
　　　　　　・上級取得の方法について
　　　　　　・研修【ネット依存の現状と青少年活動の役割について】
　　　　　　　本県のネット依存対策の取組紹介、グループワーク等　
　
　

「有徳の人づくり」を進めています。
　　静　岡　県　教　育　委　員　会　

jyoyoshiki.pdfjyoyoshiki.pdf



提 供 日 2023/05/24

タイトル 三保松原の景観改善に関する技術的課題について検討
します

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川企画課

連 絡 先 海岸企画班

TEL 054-221-2458

　　　　　三保松原の景観改善に関する技術的課題について検討します
　～三保松原景観改善技術フォローアップ会議　第６回技術検討ワーキング部会の開催～

　静岡県は、清水海岸三保松原付近で景観改善と海岸保全を両立させる取組を推進しています。
　このたび、２号消波堤の代替施設となる２号新堤に関する技術的な課題等について検討を行うため、「三保松原景観改善技術
フォローアップ会議　第６回技術検討ワーキング部会」を開催します。

１　日時　令和５年５月29日（月）　 午前10時00分から11時30分まで（予定）

２　場所　静岡県庁 別館２階 第１会議室Ａ（オンライン会議）

３　議事内容（予定）
　　＜検討事項＞
　　　・景観に配慮した２号新堤（南）の形状について
　　＜報告事項＞
　　　・今後の事業実施予定

４　傍聴
　　傍聴を希望される方は、当日会場にて午前９時45分から受け付けます。
　　定員は10人程度（先着順）です。

５　その他　会議は公開で行います。

≪委員名簿≫
氏　名 分　野 所　属・役　職

　　宇多　高明 　学識（海岸） 　日本大学客員教授
　　岡田　智秀 　学識（海岸景観） 　日本大学理工学部教授
　◎佐藤　愼司　 　学識（海岸） 　高知工科大学教授
　　篠原　修 　学識（景観） 　東京大学名誉教授
◎：部会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略、五十音順）



提 供 日 2023/05/24

タイトル 河川・海岸統一美化運動の実施

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川砂防管理課

連 絡 先 河川砂防管理班

TEL 054-221-3195

「令和５年度河川・海岸統一美化運動」を実施します
～地域と行政が連携して美化活動を行います～

１　概要
　大雨の出水による河川・海岸への漂着物は、快適な利用や美しい景観等を阻害します。このため、河川の上流部から海岸まで関
係する国・県・市町が連携して「出水による漂着物対策調整会議」を設立し、漂着物の処理や発生防止に取り組んでいます。
　河川・海岸の美化意識を高めるため、今年も統一実施日を中心に、地域と行政が一体となって美化活動を行います。（この取り
組みを「河川・海岸統一美化運動」と読んでいます。）

２　実施日（統一実施日）
令和５年５月28日（日）・６月４日（日）

３　実施場所等

市町名 実施日時 河川・海岸名 実施場所
市役所・町役場
問い合わせ先

函南町
5月28日(日）
8:00～11:00 来光川 松川橋から仁田橋（両岸） 建設課 055-979-8115

静岡市
5月28日（日）
8:00～9:00 富士川 富士川緑地公園 土木事務所 054-354-2275

牧之原市
5月28日（日）
8:00～12:00

萩間川
坂口谷川
勝間田川
相良港海岸

牧之原市内全域 建設課 0548-53-2628

清水町 6月4日(日）
8:30～10:00 狩野川 狩野川ふれあい広場周辺 建設課 055-981-8228

吉田町 6月4日(日）
8:00～12:00 大井川 吉田町川尻・大幡地先 建設課 0548-33-2124

掛川市
菊川市

6月4日(日)
6:00～7:00

大浜海岸
大須賀海岸
国安海岸

掛川市・菊川河口
掛川市維持管理課

菊川市建設課

0537-21-1154

0537-35-0902

磐田市 6月4日(日)
8:00～9:00

太田川
仿僧川
今之浦川
大池川
福田海岸

福田地区全域 道路河川課 0538-37-4808

森町
6月4日(日)
8:30～11:30 太田川 周智郡　森町内 建設課 0538-85-6325

浜松市
6月4日（日）
8：00～10：00 浜名湖 浜名湖岸 環境政策課 053-453-6149

湖西市
6月4日(日)
8:00～10:00

浜名湖湖岸
白須賀海岸
新居海岸

浜名湖湖岸
白須賀海岸
新居海岸

土木課 053-576-4545

４　参加予定者
　地元自治会・町内会、地元企業、河川海岸愛護団体、市町職員　等

５　主催
　出水による漂着物対策調整会議（東部・中部・西部地区）

６　後援
　静岡新聞社・静岡放送

（参考）昨年度の実績
　延べ参加者数　38,541人
　ごみの回収量　202㎥

◇「出水による漂着物対策調整会議」について◇
　梅雨時や台風などの影響による大雨の際、大量の流木等が河川から流れ出し、河口部や海岸に漂着するという事態が発生し、河
川や海岸の利用を阻害したり環境を悪化させています。
　このような問題に対して、漂着物の処理や流木等の発生防止など具体的な対策について検討し、河川・海岸の環境を守りながら
適正な利用を図っていくことを目的として、東部・中部・西部の各地区に国、県、市町を構成員として設置し、定期的に幹事会を
開催しています。

※統一実施日（５月28日（日）、６月４日（日））以外の日に実施する市町もあります。（チラシ（実施場所等一覧表）参照）

＜昨年度の様子＞



　（三島市）

　（御前崎市）



提 供 日 2023/05/24

タイトル 【再変更】２０２３年度リニア中央新幹線建設促進期
成同盟会総会の開催及び要望活動の実施

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 交通政策推進班　浅野・榊原

TEL 054-221-3192

２０２３年度 リニア中央新幹線建設促進期成同盟会総会の開催
及び要望活動の実施について

※５月29日に、内容の一部を変更しました。詳細は別添資料を御確認ください（5/29　14：00）。
→５月30日に、内容の一部を再度変更しました。詳細は別添資料を御確認ください（5/30　14：00）。

　リニア中央新幹線建設促進期成同盟会（会長：愛知県知事）では、沿線の都府県で連携し、リニア中央新幹
線の早期全線整備に向け、取組を進めています。
　この度、別添のとおり総会及び要望活動を行いますのでお知らせします。
　なお、総会及び要望活動の本県出席者等については、上記連絡先へお尋ねください。



提 供 日 2023/05/24

タイトル 治山・農地・急傾斜地パトロールの実施

担　　当 経済産業部 森林・林業局森林保全課

連 絡 先 治山班、農地保全班、河川砂防管理班

TEL 054-221-2648､054-221-2756､054-221-3195

治山・農地・急傾斜地パトロールの実施
―集中豪雨や台風等に起因した山地・農地及び急傾斜地崩壊の未然防止―

梅雨期を控え、近年頻発する集中豪雨や台風等による災害の未然防止に努め、県民の生命・財産を守るとともに、住民の防災意識の高揚を図ることを
目的として、災害防止施設の機能点検やその周辺状況の調査を行う「治山・農地・急傾斜地パトロール」を実施します。

１　実施期間　（実施日の詳細は別紙のとおり）
　（治山・農地）令和５年６月１日（木）～15日（木）
　（急傾斜地）令和５年６月１日（木）～30日（金）の土砂災害防止月間を中心に実施

※

※土砂災害防止月間以外に実施する箇所もあります

２　パトロール実施者
県農林・土木事務所職員、市町職員等が、地元自治会等との協働で実施する。

３　パトロールの内容
県民生活にとって重要な道路、学校等の公共施設や人家に近接した災害防止施設の機能点検と周辺状況の調査を行う。

パトロールの種類 点検施設及び調査区域

治山パトロール

・山崩れや土砂の流出を防止するための施設（土留工や治山ダム等の治山施設）と治山施設周辺の保安林、海岸防災林

農地災害防止
パトロール

・農地を保全するための海岸部の施設（防潮堤等の農地海岸保全区域）

急傾斜地
パトロール

・がけ崩れを防止するための施設（擁壁や法枠等の急傾斜地崩壊防止施設急傾斜地崩壊危険区域
・地すべりを防止するための施設（アンカーや集水井等の地すべり防止施設）と地すべり防止区域

４　パトロールと併せて行う普及啓発活動
（１）点検施設周辺の住民にパンフレット等を配布し、注意を喚起して、防災意識の高揚を図る。
（２）県庁舎や市町役場等へポスターやパネルを掲示する。

５　パトロール取材時のお願い
パトロールの取材に当たっては、以下の問合せ先まで事前に連絡いただくようお願いします。

６　問合せ先
　　・森林保全課　治山班　　　　　　　　　　　電話番号054-221-2648
　　・農地保全課　農地保全班　　　　　　　　電話番号054-221-2756
　　・河川砂防管理課　河川砂防管理班　　電話番号054-221-3195



提 供 日 2023/05/24

タイトル クラウドファンディングを活用した研究資金募集の開
始

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 研究調整班

TEL 054-221-2609

クラウドファンディングを活用した研究資金の募集を開始します
ー静岡県の試験研究を応援してください！ー

１　要旨
　静岡県では、国際情勢の変化や新型コロナ禍による厳しい財政状況等の中、試験研究費の水準を維持・拡充するため、クラウ

ドファンディングを活用して研究資金の募集をしています。

クラウドファンディングへの参加を通じて、試験研究機関の取組を知っていただくとともに、研究成果を広く社会に還元する

ことを目指します。

２　概要

区分 内容
募集期間 ５月24日（水）から７月20日（木）

類型
購入型：All or Nothing方式
目標金額に達しない場合は課題を実施せず、支援金は返金されます。

返礼品等 研究報告レポート・論文謝辞に名前掲載、研究報告会参加権など
委託先 学術研究に特化したクラウドファンディングサイト「academist」を利用

３　募集テーマ
　

≪プロジェクトの詳細・御支援はこちらをご覧ください≫

https://academist-cf.com/organizations/shizuoka　　　



提 供 日 2023/05/24

タイトル アニサキス食中毒に注意！

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

アニサキス対策は、 鮮度 ！ 目視 ！ 冷凍 ・ 加熱 ！
本日、アニサキスによる食中毒が発生しました。
アニサキス食中毒は、アニサキス幼虫が寄生している 冷凍処理 を 経 ていない 生鮮魚介類を生で食べることで、アニサキス幼虫が胃壁や腸

壁に刺さって食中毒を引き起こします。
消費者の皆様へ、アニサキス食中毒を予防するためのポイントをお知らせします。

１　静岡県内でアニサキス食中毒が発生
　トンボマグロの冊（さく）を購入し、自宅で切り分けて喫食した１家族２名が、令和５年４月29日24時頃から腹痛、嘔吐を呈し、医療機関を受診
していたことが判明しました。患者の胃からアニサキスが摘出され、医師から食中毒の届出がなされたため、中部保健所は食中毒と断定しまし
た。保健所の調査により、原因食品は冷凍処理を経ていないトンボマグロの冊（さく）と推定されましたが、原因施設の特定には至りませんでし
た。

２　アニサキス食中毒の特徴
アニサキス幼虫は、サバ、アジ、サンマ、カツオ、イワシ、サケ、イカなどの魚介類に寄生します。その他の特徴については、別紙を参照して

ください。

３　予防のポイント

鮮度を徹底！目視で確認！

・新鮮な魚を選びましょう。
・丸ごと１匹で購入した際は、速やかに内臓を取り除きましょう。
・生の内臓は食べないでください。
・目視でよく確認してください。特に、冷凍処理を経ていない冊（さく）を切り分ける際には要注意！

冷凍・加熱が有効！
・冷凍（-20℃で24時間以上）
・加熱（70℃以上、又は60℃なら１分）

　注意！　 一般的 な 料理 で 使 う 食酢 、 塩漬 け 、 醤油 、 わさびでは 死滅 しません 。

４　参考
(1)県内のアニサキス食中毒発生状況（平成25年以降）　４件５人（本件含む）
(2)県内の食中毒発生状況（令和５年次）　５月24日現在　２件 ７人（本件含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    昨年同期　２件55人
静岡県衛生課のホームページ
http://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/shokuanzen/1052509/1024976 .html



提 供 日 2023/05/24

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第60報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年５月24日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第60報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第60報（５月23日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 富士市 688 25 1 34 9 9 5月23日 ～ 5月2
2 小学校 島田市 138 8 1 20 9 6 5月23日
3 小学校 焼津市 1,013 35 1 34 8 8 5月23日 ～ 5月2
4 小学校 藤枝市 116 6 1 14 7 7 5月23日 ～ 5月2
5 こども園 磐田市 62 4 1 24 9 9 5月23日 ～ 5月2

本日合計 ４小学校、１こども園 5 126 42 39
１６９施設

本日までの累
計（実数） （ １４高等学校、　３７中学校、　９６小学校、　９幼稚園、

　６保育所、　５こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）
299 8,679 2,808 2,666

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年５月23日（浜松市中区小学校２、浜松市東区小学校、浜松市浜北区小学校、
浜松市天竜区小学校） 　



提 供 日 2023/05/24

タイトル 子どもの居場所応援基金への共同寄附金目録贈呈式
（しずおか焼津信用金庫 ／ フコクしんらい生命保険
株式会社）

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 ひとり親支援班

TEL 054-221-2365

子ども の居場所応援基金への共同寄附金目録贈呈式
（しずおか焼津信用金庫 ／ フコクしんら い生命保険株式会社）

県は、子ども食堂や学習支援などの子どもの居場所づくりに取り組む団体等の運営を支援するため、個人や企業の皆様からの寄附金
を募集しています。
このたび、しずおか焼津信用金庫とフコクしんらい生命保険株式会社から共同寄附の申出があったため、共同寄附金目録贈呈式を行い
ます。

１　寄附者
　しずおか焼津信用金庫　／　フコクしんらい生命保険株式会社

２　寄附金額
　１７8,０００円

３　共同寄附金目録贈呈式
(1)日時
　令和５年５月２９日(月)　午後４時開始（所要時間：20分程度）
(2)場所
　県庁西館３階　健康福祉部長室
(3)出席者
　〈しずおか焼津信用金庫〉
　　常務理事　木村 寿倫 様
　〈フコクしんらい生命保険株式会社〉
　　取締役常務執行役員　森下 俊彦 様
　〈静岡県〉
　健康福祉部長　八木敏裕
(4)内容
　贈呈者紹介、共同寄附金目録贈呈、礼状授与、写真撮影、歓談

◆今回の共同寄附について
地域社会への貢献を目的として、しずおか焼津信用金庫で取り扱う、フコクしんらい生命保険株式会社の定期保険の販売件数によって
それぞれ同額を拠出し、県の子どもの居場所応援基金事業への寄附を実施。

◆寄附金の使いみち
　いただいた寄附金は、県費と合わせて、社会福祉法人静岡県社会福祉協議会を通じ、県内の子どもの居場所づくりに取り組む団体等
に対して助成金として贈呈します。

◆子ども の居場所づく りを応援するための寄附を随時募集しています
・個人の方は、ふるさと納税を利用した寄附となります。
・法人の場合は、法人税の算出にて、寄附額の全額を損金に算入することができます。なお、本社が県外に所在し、寄附額が10万円以上
の場合は、企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）の優遇措置が受けられます。



提 供 日 2023/05/24

タイトル 観光アプリＴＩＰＳを使ったスタンプラリーを河津町
で開催中です。

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2858

観光アプリＴＩＰＳを使ったスタンプラリーを河津町で開催中です。

　静岡県は静岡県公式観光アプリＴＩＰＳ（※）を活用したデジタルスタンプラリーイベントを河津町トレイルレース大会実行委
員会と連携して開催いたします。
　なお、本スタンプラリーは河津町で開催されるトレイルランニングレース「天城アタック３５」の応援イベントの一環として、
実施いたします。

＜デジタルスタンプラリーイベントの概要＞
名　　称  スタンプラリー　アタックチャンス！

スタンプラリー
開催期間  令和５年５月22日（月）～令和５年５月27日（土）

連 携 先  河津町トレイルレース大会実行委員会

参加方法

 (1)静岡県公式観光アプリ「TIPS」をダウンロード
　　（ダウンロード済の方は、最新版へのアップデートが必要）
 (2)TIPS内の特設バナーからスタンプラリーに参加
 (3)スタンプラリースポットとして設定した河津町内約20箇所の
    観光スポットのうち、３箇所以上を巡りスタンプを取得
 (4)抽選会場でアプリ画面をスタッフに提示し、プレゼント抽選
    に応募

プレゼント抽選
 抽選応募：令和５年５月27日（土）11：00～16：00
 結果発表：令和５年５月28日（日）時間未定
 抽選会場：河津桜観光交流館駐車場

プレゼント内容  河津町の特産品及びアウトドア用品

（参考）応援イベントの概要
名　　称  ユーラスエナジーカップ2023　天城アタック３５　応援イベント

日　　時
 令和５年５月27日（土）11：00～16：00（レース前日）
 令和５年５月28日（日）11：00～17：00（レース当日）

主　　催  河津町トレイルレース大会実行委員会
会　　場  河津桜観光交流館駐車場（メイン会場）

内　　容
 ・スポンサーブース
 ・キッチンカー、展示・販売ブース
 ・デジタルスタンプラリーイベントの開催　等

大会ＨＰ  https://www.amagiattack.com

＜問合せ先＞　河津町トレイルレース大会実行委員会（0558-32-0290）

（※）「TIPS」(Tourism Information Platform of Shizuoka)とは…
静岡県の観光に役立つ限定記事やイベント情報、おすすめ体験など、王道からコアな情報まで幅広く掲載している無料スマートフォンアプリ
です。　　
URL:https://www.pref.shizuoka.jp/bunka/bk-210/platform/kankou_application.html



提 供 日 2023/05/24

タイトル 静岡県盛土等対策会議（第１回）を開催します。

担　　当 くらし・環境部 環境局盛土対策課

連 絡 先 盛土規制班　盛土対策班　盛土監視機動班

TEL 054-221-2264､2137､2918

　　　　
　　　　　　　　　静岡県盛土等対策会議（第１回）を開催します。

１　日　時　　令和５年５月25日（木）午前10時から

２　会　場　　県庁別館９階第１特別会議室

３　議　題

(1) 盛土規制法の施行について

(2) 熱海市逢初川源頭部の行政代執行の進捗について

(3) 静岡市葵区杉尾・日向における不適切盛土への対応について

(4) その他

(5) 副知事講評

４　出席者　森副知事（座長）、危機管理部長、経営管理部長、くらし・環境部長、

　　　　　　　　経済産業部長、交通基盤部長及び県警察本部生活安全部長ほか

５　備　考　報道関係者の皆様へ

　　　　　　・会場内の撮影は、会議全体を通して可能です。

　　　　　　・会議後のぶら下がり取材は予定しておりません。



発 表 日 2023/05/24

タイトル 令和４年度　自主防災組織実態調査結果（概要）

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 伊藤

TEL 054-221-3366

１　調査の概要
　　本調査は、地域コミュニティの衰退や防災意識の低下などの社会情勢を踏まえ
　共助の要となる自主防災組織の活性化に向け、その実情を把握するため、平成13
　年度から県内自主防災組織を対象に実施しているアンケート調査である。
　　令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の蔓延により社会経済活動が制限さ
　れた３年間の最終年度となり、行動制限が緩和され、地域活動が徐々に再開され
　る時期にあり、令和３年度に引き続き調査を行った。

調査目的
県内の自主防災組織の実態を把握し、防災施策を展開する上での
基礎資料を得るため

調査方法 インターネット調査

調査期間 令和４年12月６日～令和５年３月26日

回 答 率 35.7％（1,840／5,158組織）

主　な
調査項目

（１）自主防災組織の体制について
（２）各種台帳の整備について
（３）防災訓練等の実施状況について
（４）様々な人々の参加状況について
（５）自主防災組織における女性意見の反映状況について
（６）防災人材の活用について
（７）令和４年台風第15号における被害状況とその対応について

２　主な調査結果
　　主な調査項目(1)～(6)についての経年変化と(7)の結果は以下のとおり。
（２％以上の増を「↑」、減を「↓」と表記し、それ以内の変動は「→」と表記）
（１）自主防災組織の体制について

前々回 前回 今回
調　査　項　目

H28 R3 R4
防災委員が複数人いる － 76.7% ↑ 83.6%
防災関係機関（消防、警察、自衛隊等）の
経験者がいる 50.2% → 49.2% ↓ 45.1%

役員に女性がいる 38.2% ↑ 44.5% → 46.3%

（２）各種台帳の整備について
前々回 前回 今回

調　査　項　目
H28 R3 R4

自主防災組織台帳 56.1% ↑ 64.6% ↓ 60.3%
世帯台帳 63.3% ↑ 69.5% → 70.7%
人材台帳 13.5% ↑ 20.6% ↓ 17.5%
避難行動要支援者台帳 60.8% ↑ 73.7% → 73.0%

（３）防災訓練等の実施状況について
前々回 前回 今回

調　査　項　目
H28 R3 R4

総合防災訓練（９月１日頃） 60.9% ↓ 29.8% ↑ 76.3%
地域防災訓練（12月第１日曜日頃） 89.1% ↓ 77.9% ↑ 83.4%
津波避難訓練（浸水域の有無 考慮なし※） 14.9% ↓ 10.1% ↑ 21.2%
その他の個別訓練 17.0% ↓ 37.1% ↑ 51.6%

　　※浸水域にある自主防災組織の実施率は、74.1％と前回（58.6％）から増加　

（４）様々な人々の参加状況について
前々回 前回 今回

調　査　項　目
H28 R3 R4

集合住宅居住者が自主防災活動に参加 50.0% ↑ 53.7% ↓ 50.1%
大学生や若年層（20代）が訓練に参加 45.1% → 54.5% ↓ 50.5%
避難行動要支援者が訓練に参加、
又は避難行動要支援者を想定した訓練を実施 20.8% ↓ 27.1% → 26.3%

外国人が訓練に参加 14.2% ↑ 23.1% ↓ 20.6%

（５）自主防災組織における女性意見の反映状況について
前回 今回

調　査　項　目
R3 R4

　女性の意見が反映される男女共同参画の体制になっている 52.3% ↑ 55.1%
　避難所の仮設トイレを男女別に設置 18.2% ↑ 36.2%
　避難所の更衣室を男女別に設置 12.2% ↑ 24.8%
　避難所に女性専用の授乳場所等を設置 8.9% ↑ 18.6%
　避難所の女性が避難するスペースは、人目に付きやすい
場所に確保し、プライバシーを確保できる空間に設置 7.4% ↑ 15.8%

　各活動班の班長・副班長は、男女各１名を配置 3.1% → 4.8%
　生理用品や下着などの女性専用の物資は女性が配布 6.2% ↑ 11.9%
　各活動班での活動は、「炊き出しは女性」など役割を性別
で決めるのではなく、男女両方で対応 21.3% ↑ 36.2%

 女
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 例 　その他（備蓄品や防災資機材の購入、民生委員等女性協
力者の活用ほか） 4.4% ↑ 10.7%

（６）防災人材の活用について
前々回 前回 今回

調　査　項　目
H28 R3 R4

地域防災指導員や防災士、防災マイスターなどの
防災人材について認知 42.8% ↑ 45.6% ↑ 53.0%

　自主防災組織の役員に就任 27.1% ↓ 13.2% ↑ 19.8%
　防災訓練の企画や訓練での指導 25.3% ↓ 12.7% ↑ 17.3%
　自主防災活動全般について支援 16.6% ↓ 10.4% → 11.5%

活
用
状
況

　防災講話や各種講習会の講師を依頼 23.3% ↓ 9.8% → 11.6%

（７）令和４年台風第15号における被害状況とその対応について（Ｒ４調査）

調　査　項　目 組織数 割合

　令和４年台風第15号において、地域に被害があった組織 615 33.4%

　土砂災害 289 29.2%

　浸水被害 424 42.8%

　断水 142 14.3%

被害の内容
(複数回答可)

　停電 135 13.6%

　実施した 386 62.8%

　実施しなかった 167 27.2%

　実施できなかった 32 5.2%

被害状況等の
市町への報告

　その他（見回り、情報収集ほか） 30 4.9%

　実施した 352 57.2%

　実施しなかった 193 31.4%

　実施できなかった 30 4.9%

被
害
が
あ
っ
た
組
織
の
状
況

災害応急活動
の有無

　その他（地域巡回点検、倒木撤去ほか） 40 6.5%

安否確認（被害を受けた家屋への訪問や連絡
など） 205 27.5%

救助活動（被害を受けた方を安全な場所へ誘
導など) 43 5.8%

避難誘導・支援（避難の呼び掛け、自分で避難
できない方の支援など） 64 8.6%

避難所支援（避難所での運営支援など） 61 8.2%

給水活動（給水ポイントでの給水支援など） 68 9.1%

防水対策（屋根へのブルーシート掛けなど） 6 0.8%

浸水対策（土嚢作りや土嚢設置など） 27 3.6%

土砂撤去等（家屋から土砂や災害で使えなく
なった畳撤去など） 117 15.7%

災
害
応
急
活
動
を
行
っ
た
組
織

災害応急活動
の内容
(複数回答可)

その他（被害状況の確認、災害ゴミ処理ほか） 154 20.7%

３　自主防災組織実態調査結果の評価分析と今後の対応
（１）評価分析
　　ア　総括
　　　○「組織体制」、「各種台帳整備」、「防災訓練等の実施状況」、「多様な
　　　　人材の参加」、「女性の意見の反映」、「防災人材の活用」の６項目の視
　　　　点で評価した。（静岡県防災アプリの自主防災組織の診断ツール「地域防
　　　　災見える化機能」と同様の項目）
　　　○「組織体制」、「各種台帳整備」、「多様な人材の参加」は、令和３年度
　　　　とほぼ同じ数値だったが、「防災訓練等の実施状況」「女性の意見の反
　　　　映」では数値が向上し、コロナ禍が次第に収束に向かう中、昨今の風水害
　　　　の頻発化の傾向もあり、自主防災組織の活動が活性化しつつあることが伺
　　　　える。
　　　○一方、防災訓練や避難所運営訓練、名簿作成の課題として、知識、ノウハ
　　　　ウ不足を挙げる自主防災組織が多い反面、「防災人材の活用」が低水準に
　　　　据え置かれており、こうした課題への防災人材のマッチングが急務である
　　　　実態が判明した。

　　イ　６項目の評価
　　（ア）自主防災組織の体制
　　　　○防災委員が複数人いる割合は83.6％、女性の役員がいる割合は46.3％と
　　　　　それぞれ過去最高となるなど、課題認識が対応に表われてきている。
　　　　○防災委員は、令和３年度に比べ、４人以下が10％減少する一方で、５～
　　　　　19人で7.1％、20人以上も2.1％増えるなど、昨今、頻発化する風水害な
　　　　　ど、防災の負担増加やこれを組織内で分担しようとする動きが出てい
　　　　　る。

　　（イ）各種台帳整備
　　　　○「自主防災組織台帳」「世帯台帳」に比べ「人材台帳」の作成率が低
　　　　　い。作り方がわからないなど、作成に支援が必要な組織も一定数あっ



　　　　　た。

　　（ウ）防災訓練等の実施状況
　　　　○新型コロナウイルス感染症の行動制限が緩和され、自主防災組織の活動
　　　　　が徐々に活発化している。
　　　　○一方、防災訓練のうち、避難所運営訓練の実施率は低く、実施に向けた
　　　　　ハードルとして、自主防災組織の人材、ノウハウの不足を指摘する声が
　　　　　多い。

　　（エ）様々な人々の参加状況
　　　　○平成28年度と比較すると上昇傾向にあるものの、昨年度と比較すると下
　　　　　降している。

　　（オ）自主防災組織における女性の意見の反映状況
　　　　○防災での男女共同参画の意識は55.1％と上昇傾向にあるが、不十分と認
　　　　　識している。
　　　　○取組の具体例にある「トイレ」「更衣室」「授乳場所」の分別など、最
　　　　　高でも36.2％の実施率にとどまった。

　　（カ）防災人材の活用
　　　　○防災人材の認知は53％へと増加しているが、「活用したことがない」、
　　　　　「活用方法がわからない」とする自主防災組織が、それぞれ57.7％、
　　　　　11.2％あり、活用のきっかけが難しいことが表面化している。

　ウ　令和４年台風第15号での対応
　　○地域で被害のあった組織のうち、災害応急活動を実施したのが57.2％、実施
　　　しなかったが31.4％、実施できなかったが4.9％であった。
　　○実施しなかった理由は、「停電のみで対応が必要な被害がなかった」、実施
　　　できなかった理由には、「夜間の降雨で初動は動けなかった」等の回答があ
　　　った。

（２）今後の対応
　　○男女共同参画など従前の課題はもとより、感染症対策や避難後の体調悪化を
　　　防ぐ避難所環境改善などの視点を加えた新たな「避難所運営マニュアル」を
　　　作成し、全ての自主防災組織への普及を図る。
　　○「地域防災マニュアル」を活用し、台帳整備の必要性を普及するとともに、
　　　市町とともに個別の自主防災組織の課題に丁寧に応えていきたい。
　　○防災訓練や避難所運営訓練など自主防災活動にノウハウを有する防災人材
　　　と、自主防災組織のマッチングを推進するため、防災人材の周知と併せて実
　　　際に協働する機会を提供できるよう、静岡県防災アプリも活用し、市町とと
　　　もに個別に相談に乗っていく。



提 供 日 2023/05/25

タイトル 日本とベトナム友好の架け橋に！NPOがベトナム国籍児
童在籍校へ漫画本寄贈

担　　当 静岡県教育委員会 義務教育課

連 絡 先 指導班

TEL 054-221-3141

日本とベトナム外交関係樹立50周年記念
 NPO法人日越ワールドメイトからベトナム国籍児童のいる学校へ

 ベトナムで人気のサッカー漫画を寄贈

　２０２３年は日本とベトナムの外交が樹立して５０年の記念すべき年です。
　日本とベトナムの友好発展を理念に、日本在住ベトナム人への情報提供や支援を目的として活動するＮＰＯ法人日越ワールドメ
イトが、ベトナム国籍の児童が在籍する小学校に、ベトナムのサッカー漫画を寄贈します。サッカー漫画は、ベトナムで大変人気
を博している「ＳＯＮ　ＧＯＡＬ！（ソン・ゴール）」で、株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡから出版されるものです。
　ベトナム語で書かれ、内容にはベトナムの風景や文化が描かれていることから、ベトナム国籍の児童が読んで楽しむことはもと
より、その他の児童がベトナムという国や文化を理解することにつながることが期待されます。
　県内小学校への寄贈にあたり、下記のとおり磐田市立磐田北小学校で寄贈セレモニーを実施します。当日は、ＮＰＯ法人理事長
と理事、株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ執行役員ＣＰＯ、静岡県教育委員会教育長が出席して、児童に本を贈ります。

記

１  日 時

  令和５ 年５ 月26日（ 金） 午後２ 時45分から 午後３ 時30分

２  会 場

  磐田市立磐田北小学校 ２ 階応接室

  （ 住所： 磐田市見付２ ３ ５ ２ ）

３  出席者

 ・ NPO法人日越ワールド メ イ ト 理事長 グェ ン・ ボ・ フ ェ ン・ ユーン 氏

 ・ NPO法人日越ワールド メ イ ト 理事 越谷 勝治 氏

 ・ ベト ナムサッ カ ー男子U17チーム  チャ ン・ バン・ ク イ ン 団長 

 ・ ベト ナムサッ カ ー男子U17チーム  ホアン・ アイ ン・ ト アン 監督 

 ・ 株式会社KADOKAW A執行役員CPO 青柳 昌行 氏

 ・ 静岡県教育委員会教育長 池上 重弘

 ・ 磐田市立磐田北小学校校長

 ・ 磐田市教育委員会学校教育課主幹

 ・ 児童７ 名（ 予定）

４  内 容

  セレモニー   

  ・ 開式の言葉 

  ・ 日越ワールド メ イ ト 理事長挨拶

 ・ ベト ナムサッ カ ー男子U17チーム団長挨拶 

  ・ ベト ナムサッ カ ー男子U17チーム監督挨拶 

  ・ KADOKAW A執行役員CPO挨拶

  ・ 静岡県教育委員会教育長挨拶

  ・ SON GOAL!第１ 巻、 ベト ナムサッ カ ーチーム旗贈呈

  ・ 校長から お礼の言葉

  ・ 児童の感想

５  問合せ先

  静岡県教育委員会義務教育課指導班

  電話 054-221-3141

 ※磐田市教育委員会及び学校への問合せは御遠慮く ださ い。

「有徳の人づくり」を進めています。
　　静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2023/05/25

タイトル 静岡城北高校吹奏楽部第30回定期演奏会を開催しま
す！

担　　当 教育委員会 静岡城北高等学校

連 絡 先 教頭　山田

TEL 054-245-5466

静岡城北高校吹奏楽部 第30回定期演奏会を開催します！

　静岡城北高校吹奏楽部による第30回定期演奏会を開催します。
　少人数ですが、元気あふれる個性豊かなメンバーで様々なジャンルの曲を演奏します。新しく加わった１年生との初共演も、ぜ
ひご覧ください！

１　開催日時
　　令和５年５月27日（土）
　　16時30分開場、17時00分開演

２　会　　場
　　しずぎんホールユーフォニア
　　（住所：静岡市葵区追手町１－13　アゴラ静岡８階）

３　内　　容
　（第１部　～クラシック～）
　　「鳥之石楠船紙　吹奏楽と打楽器群のための神話」
　（第２部　～ポップス・オリジナル～）
　　「ミッション：インポッシブル」のテーマ

４　参 加 者
　　静岡城北高校吹奏楽部　24人
　　（１年生：10人、２年生：11人、３年生：３人）

５　そ の 他
　・取材可。取材の際には、受付にてお申し出ください。
　・入場無料ですが、入場にはチケットが必要となります。
　　静岡城北高校までお電話でお問い合わせください。

６　問い合わせ先
　　静岡県立静岡城北高等学校
　　電　話：054-245-5466
　　ＦＡＸ：054-245-2788
　　担　当：教頭　山田
　　メール：shizuokajohoku-h@edu.pref.shizuoka.jp

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/05/25

タイトル 【バイ・ふじのくに】５月２９日（月）南アルプス市
長が知事を表敬訪問します！～旬のさくらんぼを贈
呈～

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

５月２９日（月）南アルプス市長が知事を表敬訪問します！

～旬のさくらんぼを贈呈～

（要　旨）

○「バイ・ふじのくに」直売会の取組やさくらんぼ等の特産品を紹介するため、５月29日（月）に南アルプス市の金丸一元市長が知事を表敬

訪問します。

１　日時・場所

　　日時：令和５年５月29日（月）午後４時30分から５時00分まで

　　場所：県庁東館５階　知事室

２　訪問者（敬称略）

　　　・南アルプス市　　  　　　　市長　　　　　　　金丸　一元（かねまる　かずもと）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業観光部長　櫻本　明正（さくらもと　あきまさ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秘書課長　　　　齊藤　篤司（さいとう　あつし）

                              　　　　　　観光推進課長　飯野　一幸（いいの　かずゆき）

　　　・南アルプス市議会　　　　議長　　　　　　　飯野　 久 （いいの　ひさし）

　　　・南アルプス市観光協会　専務理事　　　　竹野　浩一（たけの　こういち）

３　内　容

　　　・南アルプス市長から知事への「バイ・ふじのくに」の直売会の取組報告

　　　・特産品「さくらんぼ」の紹介　　

　　　・懇談　

　　　・記念写真撮影

　（参考）　今年度の直売会の予定

区　分 内　容 場　所
６月10日(土)、11日(日) さくらんぼ販売 静岡伊勢丹

７月予定 桃・すもも販売 静岡伊勢丹
９月予定 シャインマスカット販売 静岡伊勢丹



提 供 日 2023/05/25

タイトル ＭａＯＩ海洋微生物ライブラリーの事業化成果第６号
鰹由来の乳酸菌を利用した「焼津鰹のペペロンチー
ノ」販売開始

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

ＭａＯＩ海洋微生物ライブラリーの事業化　成果第６号
鰹由来の乳酸菌を利用した「焼津鰹のペペロンチーノ」販売開始

　県が推進する「マリンオープンイノベーションプロジェクト(ＭａＯＩプロジェクト)」の推進機関「一般財団法人マリンオープ
ンイノベーション機構(ＭａＯＩ機構)」が管理・運営する「海洋微生物ライブラリー」(鰹由来の乳酸菌)を活用した「焼津鰹のペ
ペロンチーノ」が５月27日(土)から販売開始となります。
　本ライブラリーを活用した商品の正式販売は、本製品で第６号となりました。
　今後も、企業と県公設試験研究機関が連携し、本ライブラリーによる製品開発等を推進していきます。

○ 製品概要

 製 品 名  焼津鰹のペペロンチーノ

 製造販売  製造：株式会社味香味(浜松市)
 販売：株式会社デイトナ・インターナショナル（東京都）

 開　　発
 静岡県水産・海洋技術研究所、株式会社味香味、株式会社デイトナ・イン
ターナショナル

 製品概要

 本製品は、鰹の未利用資源である胃腸を原料と
しており、鰹から分離した乳酸菌による乳酸発酵エキスをベースとした、ア
ミノ酸を約20種類含む深い味わいが特徴のパスタソースです。
 また、未利用資源・未利用魚の活用・消費を目的としており、本製品とコラ
ボしたアパレルグッズも同時販売しております。
 静岡県水産・海洋技術研究所では、試作品開発における技術指導、製造技術
開発、有用乳酸菌株の選抜などを支援しました。

 価　　格  ２個入/358円（消費税込み）

　
 販売方法  FREAK'S STORE静岡店・御殿場店・沼津店、都内店一部での取扱い

○ ＭａＯＩ海洋微生物ライブラリーについて
　海洋由来の有用微生物に関する菌株情報を集積したデータベース。
　菌株の分譲申請も可能。（令和５年４月時点：784株登録）
　https://bishop-i.jp

○ ＭａＯＩプロジェクトについて
　https://maoi-i.jp
　
（問い合わせ先）
　１　ＭａＯＩプロジェクトについて
　　静岡県経済産業部産業革新局産業イノベーション推進課
　　電話：054-221-2609
　２　製品開発及び乳酸菌（原料）について
　　静岡県水産・海洋技術研究所　開発加工科
　　電話：054-627-1818
　３　製品販売または製品コンセプトについて
　　株式会社デイトナ・インターナショナル(東京都渋谷区神宮前3-25-15 3F）
　　電話：03-6846-8416



提 供 日 2023/05/25

タイトル 食品検査情報（第１報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

食品の検査情報をお知らせします
（４月分）

１　概要

静岡県では、県内の製造所や販売店等から食品を抜き取り、添加物、残留農薬、微生物等の項目を検査し、 基準 に 不適合 であるものが 確

 認 された 場合 は 、 行政処分等 を 行 い 、 県内 で 流通 する 食品 の 安全 ・ 安心 を 確保 しています。

２　検査結果

　以下のとおり、本年４月中に250検体について検査を実施したところ、 行政処分 を 行 った 事例 はありませんでした 。

検査項目 対象食品
４月

検体数
４月

行政処分数

生菓子、菓子パン等 11 0
添加物、微生物等
規格基準等検査

輸入冷凍食品、輸入清涼飲料水等 104 0

生菓子、菓子パン等 11 0

添加物等表示検査

輸入冷凍食品、輸入清涼飲料水等 49 0

残留農薬 県内農産物（ほうれんそう、にんじん等） 15 0

県内農畜水産物（山菜） 4 0

放射性物質

　県内流通食品（漬物、こんにゃく等） 10 0

腸管出血性大腸菌、
腸炎ビブリオ等

生食用鮮魚介類、そうざい 34 0

衛生規範を参考とする
E.coli検査

そうざい 12 0

合計 250 0

　　　　　　　



提 供 日 2023/05/25

タイトル 令和５年度流通食品の放射性物質検査結果（第１報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

県内流通食品の放射性物質検査の結果、安全性を確認しました（第１報）
－令和５年４月分：10品目10検体－

１　要　旨

静岡県以東で生産又は製造され、静岡県内に流通している食品の放射性物質検査を実施しています。

 令和 ５ 年 ４ 月 は10 品目10 検体実施 し 、 検査結果 は 全 て 基準値以下 で 、 安全性 を 確認 しました 。

２　検査結果　

食品区分 品目 検体数 製造所、産地等所在地 検査結果

漬物 １ 新潟県（製造所）

もろみ加工品 １ 長野県（製造所）

こんにゃく １ 群馬県（製造所）

小麦加工品 １ 群馬県（製造所）

つくだに １ 埼玉県（製造所）

そば １ 宮城県（製造所）

切り餅 １ 新潟県（製造所）

そうざい １ 宮城県（製造所）

つゆ １ 千葉県（製造所）

一般食品

みそ １ 長野県（製造所）

すべて
基準値以下

合計 10

・検査機関：静岡県中部健康福祉センター化学検査課
・検出機器：ゲルマニウム半導体検出器
・食品区分別の基準値：一般食品 100Bq/kg　牛乳 50Bq/kg　乳児用食品 50Bq/kg　飲料水 10Bq/kg



提 供 日 2023/05/25

タイトル ６月は食育月間です！

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 地域支援班

TEL 054-221-3263

　　６月は食育月間です！
　　～県内各地で、体験活動や料理教室等の食育の取組が行われます～

国の食育推進基本計画では、毎年６月を「食育月間」と定めています。
この食育月間に合わせて、食育に対する理解を深め、食育推進活動への積極的な参加を促し、県民に望ましい食生活及び食習慣の
定着を図る取組が、県内各地で行われます。

１　令和５年度重点事項
（１）生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進
（２）持続可能な食を支える食育の推進
（３）「新たな日常」やデジタル化に対応した食育の推進

２　県内の取組（抜粋）
月日 内容 主催者（問合わせ先）

６月１日～
30日

図書館の展示スペースに食育コーナー設置 湖西市（053-576-1114）

６月２日 朝ごはんの大切さや歯みがきの仕方を伝え
る教室の開催

河津町・河津町健康づくり食生
活推進協議会（0558-34-1937）

６月２日 カレーパーティー 御前崎市北こども園
（健康づくり課0537-85-1123）

６月３日 栄養士会会員を対象にデジタル食育につい
て学ぶ研修会の開催

静岡県栄養士会（054-282-5507)

６月３日 健康まつりで食育フェスタの実施 清水町（055-981-8206）
６月６日 はつらつ生きがい講座（お食事のポイン

ト）の開催
しずおか健康長寿財団
(054-253-4221）

６月７日 健康づくり食生活推進員を養成するクッキ
ングセミナーの開催

熱海市（0557-86-6295）

６月８日 じゃがいも・玉ねぎの収穫 長泉町立長泉幼稚園
（055-986-6990）

６月12日～
16日

ふるさと給食週間として、地元産、県内産
の野菜を使用した給食を提供

藤枝市学校給食課
（054-643-3273）

６月15日 減塩キャンペーン、減塩レシピの配布 賀茂健康福祉センター
（0558-24-2036）

６月23日 野菜摂取をテーマとした食育指導者研修会
の開催

中部健康福祉センター
（054－644－9280）

６月23日 小学生を対象に食品ロスについて出前講座
を実施

富士宮市（0544-22-1137）

※その他の取組予定及び問い合わせ先等は、県ホームページに掲載しています。
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi /kenkozukuri/kenkodukuritorikumi /1039980/1040564/1024499 .html

３　昨年の取組

　 　　　　
（ふるさと給食週間の人気投票：裾野市）　（料理動画の作成・公開：伊東市）　　

　 　　　（大学での野菜いっぱいランチの提供：袋井市）



提 供 日 2023/05/25

タイトル ５月31日は「世界禁煙デー」静岡駅地下広場で街頭
キャンペーンを行います！

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 地域支援班

TEL 054-221-3263

５月31日は世界禁煙デー
～静岡駅地下広場で街頭キャンペーンを行います！～

１　概要
　５月31日は、ＷＨＯ（世界保健機関）が定めた「世界禁煙デー」です。
　また、厚生労働省では、世界禁煙デーから始まる１週間（５月31日～６月６日）を「禁煙週間」と定めています。
　今年度のテーマは「たばこの健康影響を知ろう！～望まない受動喫煙のない社会を目指して～」です。県では、世界禁煙デー及
び禁煙週間を喫煙が健康に与える影響について考える機会としていただくとともに、望まない受動喫煙の防止について協力を呼び
かけます。

２　静岡駅における街頭キャンペーン

日時 令和５年５月31日（水）午前８時から９時まで（配布物が無くなり次第終了）

場所 静岡駅北口地下広場イベントスペース

主催 静岡県・静岡市・全国健康保険協会静岡支部・しずおかいきいきフォーラム21

内容 世界禁煙デー及び禁煙週間啓発チラシ及び啓発グッズの配布（2,000セット）

３　県内の取組
　県内各地域における取組については、県健康増進課ホームページ及び厚生労働省ホームページに掲載されています。

健康増進課ホームページ（令和５年度　禁煙週間における取組の概要）
http://192.168.224.31/system/assets/projects/default_project/_page_/001/024/526/2023kinen.pdf?_=1684913330

厚生労働省ホームページ（2023年世界禁煙デーについて）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000202210_00010.html

４　その他
　同日、７時45分からＪＲ静岡駅コンコースにて、「健（検）診受けましょうキャンペーン」を実施します。



提 供 日 2023/05/25

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第61報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年５月25日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第61報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第61報（５月24日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 富士市 688 25 1 33 6 6 5月25日 ～ 5月2
2 小学校 浜松市中区 638 24 1 32 7 7 5月24日 ～ 5月2
3 小学校 浜松市浜北区 651 26 1 28 7 6 5月24日 ～ 5月2

本日合計 ３小学校 3 93 20 19
１７０施設

本日までの累
計（実数） （ １４高等学校、　３７中学校、　９７小学校、　９幼稚園、

　６保育所、　５こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）
302 8,772 2,828 2,685

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年５月24日（富士市小学校、島田市小学校、焼津市小学校、藤枝市小学校、磐
田市こども園） 　



提 供 日 2023/05/25

タイトル 第10回「あいのうた～出会いから子育てまでの短歌コ
ンテスト～」作品募集を開始します

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 子育て支援班

TEL 054-221-3546

第10回あいのうた短歌コンテスト 作品募集開始！
　静岡県では、身近な人を大切にし子育てを応援する気運を醸成するため「あいのうた～出会いから子育てまでの短歌コンテス
ト～」を開催します。

１　短歌のテーマ
　出会いから子育てまでを詠んだ「あいのうた」

２　応募部門・選賞
　(1)部門 一般の部（どなたでも）、
          ジュニアの部（高校生相当の年齢以下）
　(2)選賞 各部門最優秀賞１作品、優秀賞２作品、
          審査員特別賞２作品、入選15作品

３　審査員
　歌人　俵万智氏、歌人　田中章義氏

４　応募方法
　(1)ウェブ 専用ウェブサイト(https://ainouta2023.com/)で作品、
　　 必要事項を入力
　(2)郵便又はFAX はがき等に作品、必要事項を記入して送付

５　募集期間
　令和５年６月１日(木)から令和５年７月31日(月)まで

６　表彰式と関連イベント
　今年度、あいのうたコンテストは節目となる第10回の開催となるため、これまでの受賞作品を集めた記念短歌集を出版するとと
もに、11月には、10周年記念イベントを表彰式に併せて実施する予定です。

７　応募・問合せ先
　＜コンテストの趣旨について＞
　　静岡県こども未来課子育て支援班
　　TEL:054-221-3546

　＜応募について＞
　　あいのうた事務局（株式会社トレジャーワークス内）
　　〒420-0834 静岡市葵区音羽町7-18 KGMビル203
　　TEL:054-298-9322（受付時間 平日10時～17時）
　　FAX:054-247-8115



提 供 日 2023/05/25

タイトル 富士山世界文化遺産登録10周年を記念して、富士山保
全協力者証を木札ストラップにリニューアルしまし
た！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3746

富士山世界文化遺産登録10周年を記念して、

富士山保全協力者証を木札ストラップにリニューアルしました！

　富士山が世界文化遺産に登録されて、今年で10年の節目を迎えることを記念し、富士山保全協力金を納めていただいた方に配
付する協力者証を、木札ストラップへリニューアルしました。木札は、富士地域のブランド材である富士ヒノキを使用し、表面には
10周年記念ロゴを施した今年ならではのものとなっています。

１　富士山保全協力金の概要
・静岡県では平成26年度より、富士山の開山期間中、五合目から先に立ち入る来訪者を対象に協力を依頼。
・１人当たり基本1,000円で受付。
・現地での受付のほか、下記のとおりインターネット又はコンビニエンスストアでの事前受付も実施。
・協力金は、富士山の環境保全や、登山者の安全対策のために、富士山五合目以上で行う事業（トイレの改修、外来植物侵入

防止対策、植生モニタリング調査、下山道整備等）に活用。

２　2023年度の木札ストラップのデザイン
　ストラップの色は、道間違い防止に役立つように、各登山道の標識の色に合わせています。

　　　　 　　　
・富士宮口　　　　　　・須走口　　　　  ・御殿場口
・水ヶ塚駐車場

３　インターネット・コンビニ受付方法

区分 インターネット コンビニ

実施
期間

2023年６月１日(木)～９月10日(日)

受付
方法

静岡県世界遺産富士山公式サイ
ト「富士山とことんガイド」からアク
セスし、クレジットカードで決済
「富士山　とことん　協力金」で検
索　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

店舗に設置されている端末で申し
込み、店舗カウンターで現金支払
い又はクレジットカード決済の上、
チケット受領
(端末でクレジットカード決済の
上、店舗カウンターでチケットを受
領する店舗が一部あります)

取扱
カード
/店舗

VISA、MasterCard、JCB、
American Express、ダイナース

セブン-イレブン、
ローソン、ミニストップ、
ファミリーマート

記念
品

富士ヒノキを使用した木札ストラップ
(富士宮口/青、須走口/赤、御殿場口/緑)

配付
方法

・現地受付場所にて、下記を提示していただき記念品を配付します
　インターネット申込み：申込完了メール画面または画面を印刷したも
の

　　コンビニ申込み：チケット半券部分
　・現地での受領を希望されない場合は、記念品を郵送します

４　現地受付

期間 2023年７月10日（月）～９月10日（日）



各登山口付近
場所

富士宮口・須走口 御殿場口

水ヶ塚駐車場
（富士宮口）

時間 4:00～21:00 4:00～12:00 5:00～12:00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　



提 供 日 2023/05/25

タイトル 「スポーツコミッションShizuoka戦略検討委員会」の
開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局

連 絡 先 スポーツコミッション担当

TEL 054-221-3191

　「スポーツコミッションShizuokaの戦略検討委員会」を開催します！

１　要旨
　　スポーツコミッションShizuokaの基本的方向及び具体的施策を盛り込んだ戦略を策定するため、関係機関を参集したスポーツコミッショ
ンShizuoka戦略検討委員会を設置・開催する。

２　開催概要
  （１）日時：令和５年５月３０日（火）１０：３０～１２：００
  （２）場所：県庁別館７階第三会議室
　（３）協議内容
　　　・目指す姿やコンセプト、数値目標など基本構想の検討
　　　・市場動向の共有、重点市場の特定などによる戦略の方向性の検討

３　構成員   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※敬称略（五十音順）
氏名 役職等

中山 哲郎（委員長） (一社)日本スポーツツーリズム推進機構事務局長

加藤 博昭 (一社)ふじのくにサイクルスポーツコミッション専務理事

鈴木 学 静岡県スポーツ・文化観光部理事兼スポーツ局長

滝田 佐那子 （一社）日本スポーツツーリズム推進機構地域スポーツ戦略プランナー

福永 秀樹 (公財)静岡県スポーツ協会常務理事

望月 宏明 (公社)静岡県観光協会専務理事

山田 克彦 裾野市産業振興部産業観光スポーツ課長

山本 純生 静岡県西部地域スポーツ産業振興協議会事務局長

高倉 健二（事務局） スポーツコミッションShizuokaコミッショナー

４　開催スケジュール
回 開催日 協議内容

第１回

５月
30日

（火）
10:30～

○現状把握
・全国並びに本県のスポーツコミッションの概要、設置状況等
・静岡県スポーツ推進計画上の位置づけ
○意見交換
・静岡県の目指す姿（基本構想、戦略）

第２回 ６月下
旬

○意見交換
・第１回検討会を踏まえた基本構想、戦略の確認
・組織体制のあり方

第３回 ７月下
旬

○意見交換
・基本構想、戦略及び組織体制に係る最終とりまとめ

　



提 供 日 2023/05/25

タイトル ６月から９月は「夏季のVOC対策」重点実施期間です！

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 大気水質班

TEL TEL 054-221-2253

６月から９月は「夏季のVOC対策」重点実施期間です！

　気温が高くなる夏季は、目や喉への刺激等の健康被害をもたらす光化学オキシダントの原因物質
である、揮発性有機化合物(VOC、Volatile Organic Compounds)が蒸発しやすくなります。
　このため、６月から９月までを「夏季のVOC対策」重点実施期間として、VOC排出削減に向けた
取組を強化します。
　大気汚染は広域に及ぶため、本県では神奈川県、山梨県と連携し取り組んでいきます。

１　重点実施期間
　　令和５年６月１日（木）から９月30日（土）まで

２　取組内容
(1) VOC取扱者へのVOC排出削減の自主的取組の呼び掛け
　　・保管容器のこまめなフタ閉めによる作業環境の改善
　　・VOC排出を抑える低VOC製品の積極的な選定　等

(2) VOC排出施設
*
に対する立入検査の強化

　　＊「塗装、接着、印刷、化学製品製造、工業用洗浄及びVOC貯蔵」関係の６つの施設類型のうち、
　　　VOC排出量の多い施設として大気汚染防止法による規制の対象となる施設。

(3) 光化学オキシダント・PM2.5に関する情報提供
　ア　リーフレットの配布
　　　夏季におけるVOC対策の必要性等についてのリーフレットを作成し、VOC取扱者に
　　VOC対策の徹底への協力を求めます。リーフレットは、県ホームページに掲載してい
　　ます。
　　　　http://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/taikisuishitsu/1002100/1017847.html

　　　（「静岡県 ＶＯＣ」で検索 ）
　　イ　ホームページにおける情報提供（通年実施）
　　　　本県の大気常時監視状況、光化学オキシダント注意報の発令やPM2.5に関する
　　　濃度予測情報を提供しています。
　　　　　https://taikikanshi.pref.shizuoka.jp

　 （「静岡県 大気常時監視」で検索 ）

（揮発性有機化合物(VOC)とは、塗料や印刷インキに使われるトルエン等大気中で気体状となる有機化
　合物の総称です。）



提 供 日 2023/05/25

タイトル 定期給与３か月連続で前年同月を上回る
毎月勤労統計調査地方調査結果（令和５年３月分）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2246

令和５年３月分の静岡県の賃金、労働時間、雇用の動きについて調査結果を公表する。（事業所規模５人以上、調査産業計）

１　賃金
　１人平均月間定期給与（所定内給与＋超過労働給与）は256,514円、名目賃金指数（定期給与）は101.6で、前年同月比0.4％増と３か月連
続で前年同月を上回った。

２　労働時間

　１人平均月間所定外労働時間は10.8時間、所定外労働時間指数は116.1で、前年同月比8.0％増と16か月連続で前年同月を上回った。
　常用労働者の約３割を占める製造業の所定外労働時間は13.9時間、所定外労働時間指数は121.9で、前年同月比1.5％減と２か月連続で
前年同月を下回った。

３　雇用

本月末常用労働者数は1,420,825人、常用雇用指数は100.9で、前年同月比0.9％増と10か月連続で前年同月を上回った。
なお、パートタイム労働者比率は30.8％で、前年同月差0.3ポイント減と３か月連続で前年同月を下回った。



＜参考＞　

１　事業所規模30人以上の結果（調査産業計）

(1)定期給与は283,074円で、前年同月比0.1％減と24か月ぶりに前年同月を下回った。
(2)所定外労働時間は12.5時間で、前年同月比2.5％増と16か月連続で前年同月を上回った。
(3)常用労働者数は853,702人で、前年同月比1.6％増と31か月連続で前年同月を上回った。

２　事業所規模別定期給与、所定外労働時間及び常用労働者数

＜利用上の注意＞
(1)この調査結果の数値は、調査事業所からの報告を基にして、本県の事業所規模５人以上のすべての事業所に対応するよう復元して算定したものである。
(2)現在の基準年は令和２年であり、指数は「令和２年平均＝100」とする。
(3)対前年（前月）比等の増減率は、原則として指数により行っているため、実数から算定した場合とは必ずしも一致しない。

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/）を御覧ください。



提 供 日 2023/05/25

タイトル 生産・出荷ともに対前月比で上昇
静岡県鉱工業指数（令和５年３月分速報）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2240

１　生産指数の動き

令和５年３月の鉱工業生産指数（季節調整済：平成27年=100）は93.2となり、前月比は5.1％増と3か月ぶりに上昇した。
また、前年同月比（原指数）は4.6％増と2か月ぶりに前年を上回った。

業種別の前月比（季節調整済指数）では、輸送機械、汎用・生産用・業務用機械、プラスチック製品等が上昇する一方、食料品・たばこ、化
学、情報通信機械等が低下した。

２　出荷指数の動き

令和５年３月の鉱工業出荷指数（季節調整済：平成27年=100）は92.2となり、前月比は6.7％増と3か月ぶりに上昇した。
また、前年同月比（原指数）は3.7％増と2か月ぶりに前年を上回った。

業種別の前月比（季節調整済指数）では、輸送機械、汎用・生産用・業務用機械、電気機械等が上昇する一方、化学、金属製品、情報通信
機械等が低下した。

３　在庫指数の動き

令和５年３月の鉱工業在庫指数（季節調整済：平成27年=100）は103.9となり、前月比は1.1％増と2か月ぶりに上昇した。
また、前年同月比（原指数）は0.8％増と2か月ぶりに前年を上回った。

業種別の前月比（季節調整済指数）では、化学、輸送機械、金属製品等が上昇する一方、食料品・たばこ、プラスチック製品、電気機械等が
低下した。

＜参考１＞四半期推移及び在庫循環図

在庫循環図



　　　　・在庫積み増し局面（景気拡大期） 　 　 　 　
　　　　　　需要が供給より多くなると、生産を拡大し、在庫を積み増して需要に対処する。
　 　
　　　　・在庫積み上がり局面（景気後退初期） 　
　　　　　　供給が需要より多くなってくると、生産の伸びが鈍化し、在庫が適正水準を超え、
　　　　　　在庫の積み上がりが起こる。 　
　 　
　　　　・在庫調整局面（景気後退期） 　
　　　　　　適正水準を超えた在庫を減らすため、生産を抑え、在庫調整を図る。
　 　
　　　　・意図せざる在庫減局面（景気拡大初期） 　
　　　　　　需要の増加に生産が追いつかず、在庫が減少する。 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2023/05/25

タイトル 野村アセットマネジメント(株)からの寄附金寄贈と感
謝状贈呈式の開催

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先 知事直轄組織政策推進局総合政策課総合政策班

経済産業部産業革新局産業イノベーション推進課産業

イノベーション推進班

TEL 総合政策班054-221-2184

産業ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進班054-221-2609

野村アセットマネジメント(株)からの
寄附金寄贈と感謝状贈呈式の開催について

１　要　旨
　令和５年３月、野村アセットマネジメント株式会社（ファンド設定・運用）と静銀ティーエム証券株式会社（同販売）によるＥ
ＳＧ投資に関するファンド（愛称：ブルー・アース）における収益の一部を、企業版ふるさと納税制度を活用して、静岡の海の環
境保全のための事業へ寄附いただきました。
　野村アセットマネジメント(株)常務 鈴木氏、静銀ティーエム証券(株)代表取締役社長 大石氏が出野副知事を訪問し、寄附金寄
贈と感謝状の贈呈式を行います。

　＜ファンド・寄附スキーム概要図＞

　

２　寄附金拠出企業
　野村アセットマネジメント株式会社　本社：東京都江東区

３　寄附金額
　野村アセットマネジメント株式会社より６００万円

４　感謝状贈呈式
　（１）日　時　令和５年５月29日（月）午前９時30分から午前９時50分まで
　（２）場　所　県庁東館５階　出野副知事室



提 供 日 2023/05/26

タイトル 令和５年度第２回静岡県教科用図書選定審議会の開催

担　　当 教育委員会 義務教育課

連 絡 先 指導班

TEL 054-221-3106

 令和５年度第２回静岡県教科用図書選定審議会の開催

　県教育委員会は、市町教育委員会等が教科書採択に関する事務を適正に行えるよう、教科用図書選定審議会の意見に基づき、指
導、助言等を実施します。
　このたび、第２回審議会を以下のとおり開催し、専門調査員会の研究経過及び調査研究報告書の取りまとめ等について審議を行
います。

１　日時
　　令和５年６月１日（木）午後１時30分から４時30分まで

２　場所
　　県庁西館８階　教育委員会議室（静岡市葵区追手町９番６号）

３　議題
　　専門調査員会の研究経過と調査研究報告書の取りまとめ

４　委員（◎委員長、○副委員長）
　(1) 校長・教員等　７人
　　　・市町立小学校長
　　　・市町立中学校長
　　　・県立特別支援学校長
　　　・市町立小学校教頭
　　　・市町立中学校教頭
　　　・市町立小学校教諭
　(2) 行政機関職員　７人
　　　○静岡県都市教育長協議会代表
　　　・静岡県町教育長会代表
　　　・静岡県市町教育委員会連絡協議会代表
　　　・静岡県総合教育センター参事兼総合支援部小中学校支援課長
　　　・沼津市教育委員会教職員研修センター指導主事
　　　・掛川市教育委員会教育政策課指導主事
　　　・静岡県立中央図書館教育主査
　(3) 学識経験者　６人
　　　◎静岡大学教育学部教授
　　　・株式会社たこ満会長
　　　・常葉大学附属常葉中学校教頭
　　　・ＰＴＡ代表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2023/05/26

タイトル 第31回静岡県議会議員選挙における年代別投票率（全
年代・抽出調査）

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　大場

TEL 054-221-2050

令和5年4月9日執行の第31回静岡県議会議員選挙に係る全年代の年代別投票率（抽出調査）について取りまとめましたので、公表
します。

【調査方法】
　各市区町内で標準的な投票率を示す投票区（各市区町内の全体の投票率に最も近い投票率の投票区等）を抽出して調査したもの
を集計



提 供 日 2023/05/26

タイトル 静岡県地方議会議長連絡協議会定期総会・政策研修会
の開催（取材依頼）

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

県議会及び市町議会の正副議長が、相互に連携し、地方自治の振興を図るため、

静岡県地方議会議長連絡協議会定期総会・政策研修会を開催しますので、是非、取材にお越しください。

１　日　時

　　令和５年６月１日（木）午後１時４５分から３時４５分まで

２　場　所

　　ホテルグランヒルズ静岡　５階「センチュリールームＢ・Ｃ・Ｄ」

　　静岡市駿河区南町１８-１　電話 （０５４）２８４-０１１１

３　出席者

　　県議会、市町議会の正副議長等　約１２０人

４　来　賓

　　静岡県知事

５　会　議

(1)定期総会　午後１時４５分から２時１０分まで

　議　題

　　・令和４年度事業実績及び歳入歳出決算について

　　・令和５年度事業計画及び歳入歳出予算（案）について

(2)政策研修会　午後２時１５分から３時４５分まで

 （講 演）

　演　題　「関係人口と地域のｗｉｎ-ｗｉｎな関係づくり」

　講　師　認定NPO法人ふるさと回帰支援センター　副事務局長　稲垣文彦　氏

【参考】　静岡県地方議会議長連絡協議会の概要

　　　　　(1)設　立　昭和５５年５月２２日

　　　　　(2)目　的　静岡県内の各地方公共団体の議会の議長や副議長が

　　　　　　　　　　　　相互に連携し、地方自治の振興を図ることを目的とする。

　　　　　(3)会　員　県議会及び市町議会の正副議長

　　　　　(4)役　員　会長:県議会議長　

　　　　　　　　　　　 　副会長:県議会副議長、市議会議長会会長、町村議会議長会会長



提 供 日 2023/05/26

タイトル 美しいしずおかの景観づくりを募集します～第16回静
岡県景観賞～

担　　当 交通基盤部 都市局景観まちづくり課

連 絡 先 景観づくり推進班

TEL 054-221-3702

美しいしずおかの景観づくりを募集します！
～第16回静岡県景観賞～

　県及び関係団体で構成する「美しいしずおか景観推進協議会」では、景観に対する県民の関心、意識の喚起・高揚を図ることを目的とし
て、良好な景観地区を募集し、景観形成に貢献している個人又は団体を顕彰しています。

１　募集対象
（１）、（２）の いずれにも該当するもの

（１）良好な景観
都市景観、歴史文化景観、田園・農山漁村等において、良好な景観を形成している地区又は施設

（２）活動
住民団体、特定非営利活動法人、企業、学校、自治体等が主体となって良好な景観の形成や保全に寄与しているもの（建造物や眺
望点の形成等を含む）

２　募集期間
令和５年５月31日（水）～７月21日（金）

３　応募方法
応募用紙に必要事項を記入し、周辺景観のわかる写真を添付の上、Eメール又は郵送により応募（応募用紙は、ホームページからダウンロー
ドできます）

４　選考
書類審査、現場審査により実施

５　表彰式（予定）
【日時・場所】令和６年１月、静岡市内
【表彰】最優秀賞（県知事賞）１件、優秀賞２件程度（受賞地区には、賞状と記念品を進呈）

６　応募先（問合せ先）
美しいしずおか景観推進協議会事務局（静岡県交通基盤部都市局景観まちづくり課）
〒420-8601　静岡市葵区追手町9-6／電話番号:054-221-3702
Eメール:keikan@pref.shizuoka.lg.jp／HP：添付ファイル（応募チラシ）に記載

７　主催
美しいしずおか景観推進協議会
【正会員】静岡県、（一社）静岡県建築士事務所協会、（公社）静岡県建築士会、（一社）日本造園建設業協会静岡県支部、（一社）静岡県建設業協会
【協力会員】（公社）静岡県造園緑化協会、（公社）静岡県山林協会、（公社）静岡県屋外広告協会、静岡県土地改良事業団体連合会、静岡県道路利用者会議、静岡県
土地区画整理組合連合会、静岡県河川協会

★「静岡県景観賞」とは
　昭和63年度に「静岡県都市景観賞」として始まり、平成20年度からは対象を田園や農山漁村景観にも拡大した「静岡県景観賞」に改め、今
回で通算36回目を迎えます。過去の受賞地区は、県ホームページやインスタグラム（＠shizuoka_keikan）で紹介しています。

16keikansyouchirashi.pdf16keikansyouchirashi.pdf



提 供 日 2023/05/26

タイトル ６月は「土砂災害防止月間」です！～みんなで防ごう
土砂災害～

担　　当 交通基盤部 河川砂防局砂防課

連 絡 先 砂防班

TEL 054-221-3044

６月は「土砂災害防止月間」です！
～みんなで防ごう土砂災害～

１　目的

　土砂災害が発生しやすくなる梅雨時の前に、国土交通省では、毎年６月１日～30日までを「土砂災害防止月間」、６月１日～
７日を「がけ崩れ防災週間」と位置付けています。
　県では、土砂災害に対し「日頃の備え」と「早めの避難」を県民の皆様に心掛けてもらうため、国や市町等の関係機関と連携し
て、土砂災害防止に関する防災知識の啓発や、警戒避難体制の強化促進等を目指した取組を実施します。

２　実施内容（個別の取組については、改めて記者提供いたします。）

（１）土砂災害啓発バス広告
　県内の路線バスを運行するバス会社５社に加え湖西市、川根本町と連携し、バス広告を活用した周知を行います。
　月間の初日である ６ 月 １ 日 （ 木 ）には、広告幕を取りつけた路線バスの出発式を開催します。

（２）土砂災害啓発活動
　県民の皆様に土砂災害についての理解を深めていただくため、 ６ 月 ２ 日 （ 金 ）にJR静岡駅改札前コンコースにて啓発活動
を行います。

（３）「みんなで防ごう土砂災害」～砂防フェスティバル2023～の開催
　土砂災害防止に関するパネルの展示やビデオ上映等を行います。

＜開催日＞　 令和 ５ 年 ６ 月17 日 （ 土 ）
＜会　場＞　静岡市葵区青葉シンボルロード
＜主　催＞　国土交通省（静岡河川事務所・沼津河川国道事務所・
            富士砂防事務所）、静岡地方気象台、静岡県、静岡市

（４）急傾斜地パトロール
　県土木事務所の職員が、市町職員や警察、消防、地域住民及び砂防ボランティアの協力を得て、急傾斜地崩壊危険区域内
の点検パトロールを行います。

（５）「土砂災害・全国防災訓練」の実施
　 ６ 月 ４ 日 （ 日 ）の全国統一日を中心に、県内の各市町において、行政と土砂災害警戒区域周辺の住民による避難訓練や情
報伝達訓練を行います。

（６）「絵画・作文」の募集
　県内の小学校・中学校を対象に「土砂災害防止に関する絵画・作文」を募集し、優秀な作品を表彰します。
　＜募集期間＞令和５年６月１日（木）～９月15日（金）



提 供 日 2023/05/26

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（5/19～5/25）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第491報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（5/19～5/25）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子結果を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の41頭で、うち１頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、25番目（514例目）です。

　

平成30年９月以降、10,839頭（死亡369頭、捕獲10,470頭）の検査を実施し、514頭の陽性（死亡160頭、捕獲354頭）を確認し

ています

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2023/05/26

タイトル 2022年の都道府県別企業立地件数で全国第４位

担　　当 経済産業部 商工業局企業立地推進課

連 絡 先 企業立地班

TEL 054-221-3262

　５月26日発表の経済産業省「2022年（１月～12月）工場立地動向調査結果」によると、本県の製造業等の立地件数は全国第４
位であり、23年連続で全国５位以内を維持している。
　引き続き、県と市町が連携し、本県の立地環境や支援策を積極的にＰＲして企業誘致に取り組んでいく。

※対象業種：製造業、電気業、ガス業、熱供給業
※調査対象：工場・研究所を建設する目的で1,000平方メートル以上の用地を取得した事業者

１　静岡県の状況
（１）概況

2022年
項目

2021年
（全国順位） 結果 増減 前年比 全国順位

立地件数 49件（４位） 52件 ＋３件 106.1％ 第４位
立地面積 72ha（４位） 48ha ▲24ha 66.7％ 第８位

（２）県内工業地区・業種別の立地件数

業種（製造業） 東駿河湾
（伊豆を含む）

静清・大井川 中遠 西遠 計

金属製品製造業 1 0 1 4 6
電気機械器具製造業 2 1 0 3 6
生産用機械器具製造業 2 0 1 2 5
プラスチック製品製造業 1 3 1 0 5
食料品製造業 1 2 0 1 4
輸送用機械器具製造業 0 1 1 1 3
その他（13業種） 9 6 1 7 23

計 16 13 5 18 52

２　全国の状況
項目 2021年 2022年 前年比

立地件数 858件 922件 107.5％
立地面積 1,283ha 1,280ha 99.8％

＜参考＞過去５年間の推移
件数 面積（ha）

年
全国 静岡県 順位 全国 静岡県 順位

2017年 1,035 97 １ 1,484 97 ３
2018年 1,142 67 ４ 1,320 62 ５
2019年 1,023 78 ２ 1,291 96 ２
2020年 831 54 ３ 1,155 64 ５
2021年 858 49 ４ 1,283 72 ４



提 供 日 2023/05/26

タイトル 「ふじのくにセルロース国際展示会」出展者募集

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班

TEL 054-221-2985

脱炭素や循環経済の実現に向けた企業・団体が世界から集結する
「ふじのくにセルロース国際展示会」の出展者を募集！

　県では、脱炭素や循環経済の実現に向け、セルロース素材を活用した本県企業の製品開発や事業化を推進しています。
この度、国内外の多様な分野の出展企業と来場者によるビジネスマッチングの場となる「ふじのくにセルロース国際展示会」を開催します。
また、今年度は、初の国際展示会（東アジア文化都市協働プログラム）として、国内だけでなく海外からも関連する企業・団体を募集します。

＜開催概要＞
区分 内　　容

日　　時 令和５年10月２日（月）13：00～16：00
　　　　　　 ３日（火）09：00～15：00

会　　場
富士市産業交流展示場「ふじさんめっせ」大展示場
（静岡県富士市柳島189-8）　※東海道新幹線 新富士駅より徒歩７分

出 展 料 無料（事前申込制）

主　　催
ふじのくにセルロース循環経済フォーラム、富士市、富士市ＣＮＦプラットフォー
ム

内　　容
・企業によるブース展示、プレゼンテーション
・ＣＮＦ（セルロースナノファイバー）関連車両展示
・静岡県工業技術研究所による個別相談（事前登録制）　ほか

申込期限
令和５年６月30日（金）まで
※申込みがブース数を超過した場合は、先着順とさせていただきます。

＜参加申込み：静岡県ホームページ＞
　https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/shuseki/1054121.html

※来たる６月２日には、新たなプラットフォームとなる「ふじのくにセルロース循環経済フォ
ーラム」（会長：静岡県知事 川勝平太）を設立し、富士市交流プラザにてキックオフセミナ
ーを開催します。【５月23日報道提供】
名称：ふじのくにセルロース循環経済フォーラム設立記念キックオフセミナー
日時：令和５年６月２日（金）14：00～17：30（受付開始13:30～）
場所：富士市交流プラザ２階多目的ホール
定員：２００名（参加無料）



提 供 日 2023/05/26

タイトル ５月31日は「健診（検診）受けましょう街頭キャン
ペーン」を行います！

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 健康増進班

TEL 054-221-2433

「健診（検診）受けましょうキャンペーン」を実施し受診率アップ！
～JR静岡駅コンコースで街頭キャンペーンを行います！～

１　概要
　令和３年度の本県の特定健診受診率は58.8％であり、国の目標の70％に達していません。
　そこで、本県では特定健診をはじめ、各種健診（検診）受診の必要性を働く世代に伝えるため、多くの事業者で健診（検診）が
始まる時期である６月を「健診（検診）受診強化月間」と位置づけ、県内全域で集中的なキャンペーンを実施しています。
　その一環として、医療保険者と連携して街頭キャンペーン等の啓発を実施し、県民の皆様に「定期的に健診（検診）を受け、自
分の体の状態を知ることの大切さ」を伝えます。

２　静岡駅における街頭キャンペーン
日時 令和５年５月31日（水）午前７時45分から８時15分まで
場所 静岡駅コンコース
主催 静岡県・静岡市・しずおか健康いきいきフォーラム21・静岡県保険者協議会（健康保険組合連合会静岡連合会、全国健

康保険協会静岡支部、地方職員共済組合、警察共済組合静岡県支部、静岡県後期高齢者医療広域連合、静岡県国民健康
保険団体連合会）約30人

内容 啓発物の配布（クリアファイル、啓発用ちらし、マスク等）

＜取材について＞
　取材を希望される場合は、JR東海への手続きがありますので、事前に健康増進課まで御連絡ください。

３　県内の取組
　県内各地域における取組については、各健康福祉センターの担当窓口までご連絡ください。

実施日 イベント 実施場所 実施内容 担当窓口 連絡先
６月３日 御殿場市歯と口の健康ま

つり
御殿場市市民文化会館 啓発用ちらし及び

グッズの配布
御殿場福祉センター
医療健康課

0550-82-1224

６月７日 県民への啓発 しずてつストア菊川店 健康増進啓発用チラ
シとグッズの配布

西部健康福祉セン
ター
健康増進課

0538-37-2583

６月14日 健康づくりキャンペーン KOマートfine＆
FRESHFOOD藤枝高柳
店（予定）

啓発用グッズの配布 中部健康福祉セン
ター
健康増進課

054-644-9280

４　その他
　同日８時からは、JR静岡駅北口地下広場イベントスペースにて、「世界禁煙デー」、「禁煙週間」に関する街頭キャンペーンを
実施します。



提 供 日 2023/05/26

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第62報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年５月26日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第62報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第62報（５月25日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 浜松市浜北区 755 32 1 28 10 8 5月26日
本日合計 １小学校 1 28 10 8

１７０施設
本日までの累

計（実数） （ １４高等学校、　３７中学校、　９７小学校、　９幼稚園、
　６保育所、　５こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）

303 8,800 2,838 2,693

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年５月25日（富士市小学校、浜松市中区小学校、浜松市浜北区小学校） 　



提 供 日 2023/05/26

タイトル 北海道と連携した観光誘客の取組（静岡県-北海道 観
光促進ウィーク）

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 小野、大澤

TEL 054-221-3166

北海道と連携した観光誘客
『静岡県-北海道 観光促進ウィーク』開催！！

　静岡県と富士山静岡空港株式会社では、北海道及び（公社）北海道観光振興機構と連携し、富士山静岡空港-北海道内空港の直
行便を活用した相互送客を促進するため、５月29日（月）から６月４日（日）の期間を『静岡県-北海道　観光促進ウィーク』と
銘打ち、静岡県と北海道の両地域で観光プロモーションを展開する。

（概要）

項　目 内　容

名　称  静岡県-北海道　観光促進ウィーク

主催者  静岡県　富士山静岡空港株式会社
 北海道　（公社）北海道観光振興機構

実施期間  令和５年５月29日（月）～６月４日（日）

【日時】５月31日(水)12時30分～13時
【場所】北海道庁ロビー　ほか
【概要】「 ふじっぴー 」「 キュンちゃん 」 路線利用促進PR ※
 ・「ふじっぴー」と北海道観光公式キャラクター「キュンちゃん」
による路線利用促進のPRを実施 

【日時】６月１日(木) 　
【場所】富士山静岡空港
【概要】 富士山静岡空港- 新千歳 　直行便 のお 見送 りイベント ※
 ・11時45分発 FDA163/JAL2857新千歳行き搭乗者に対して、「キュ
ンちゃん」のオリジナルグッズ等のノベルティー配布等のPRを実施

【日時】６月２日(金) 
【場所】国内線航空会社静岡支店
【概要】 北海道 ・ 静岡県合同 での 航空会社 セールスコール 
 ・路線の維持・拡大に向けて、航空会社を訪問 

主な行事

【日時】６月３日(土)～６月４日(日)
【場所】富士山静岡空港 
【概要】 富士山静岡空港開港14 周年祭 でのPR  ※
 ・北海道各地域の観光PR、ステージイベント等

取材申込  ※のイベントは取材可能です。
 空港での取材を希望される場合は、事前申込が必要なため富士山静
岡空港(株)観光・交通ユニット(0548-29-2003）へ御連絡ください。
 その他の取材希望・問い合わせは、空港振興課へ御連絡ください。

備　考  北海道庁から北海道政記者クラブへ同時に報道発表します。 



提 供 日 2023/05/26

タイトル 盛土規制法の施行に対する知事コメント

担　　当 くらし・環境部 環境局盛土対策課

連 絡 先 盛土規制班

TEL 054-221-2264

令和５年５月26日に「宅地造成及び特定盛土等規制法」（通称：盛土規制法）が施行されたことについて、知事がコメントを発表
しました。



【知事コメント】

熱海市伊豆山の土石流災害を受けて盛土規制法が制定されたことを念頭に置き、盛土条例
と盛土規制法を適切に運用し、県民の皆様の安全と安心の確保に全力で取り組んでまいりま
す。

まずは、法の求める基礎調査を行い、規制区域の指定を早期に行うよう努めてまいります。



提 供 日 2023/05/26

タイトル 【延期】令和５年度第１回静岡県環境審議会を開催し
ます

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3781

令和５年度第１回静岡県環境審議会を開催します

荒天が予想されるため、延期します。（６月２日 10時15分変更）

令和５年度第１回静岡県環境審議会を開催し、「鳥獣保護区等の指定」、「河川における環境基準の水域類型の見直し」及び「流域水循環計
画の策定」の諮問等を行います。

１　日　時　　　 令和 ５ 年 ６ 月 ２ 日 （ 金 ） 午後 ２ 時 から 午後 ４ 時 まで　延期　※延期日未定

２　会　場　　　県庁本館４階特別会議室（委員はオンラインまたは会場にて出席）

３　出席者　　　

　(1) 県環境審議会委員 14名（予定）

　(2) 県　くらし・環境部長ほか

４　議　題

　(1) 諮問事項

　　・鳥獣保護区等の指定
　　・河川における環境基準の水域類型の見直し

　 　・流域水循環計画の策定

　(2) 報告事項　

　　・温泉部会審議結果

５　傍聴について

　　　傍聴を希望される方は、当日の午後１時45分から午後２時までの間に会場へお越しください。

６　問合せ先

　　０５４－２２１－３７８１（くらし・環境部環境局環境政策課 企画班）



提 供 日 2023/05/26

タイトル 自動車税種別割の納期内納付促進のためのYouTube動画
を公開しました！

担　　当 経営管理部 財務局税務課

連 絡 先 企画管理班

TEL 054-221-2337

自動車税種別割の納期内納付促進のためのYouTube動画を公開しました！

　

自動車税種別割の納期限は5月31日（水）です。お忘れなくお納めください！

県民の皆さんに自動車税について、より知っていただくため、YouTube動画を公開しました。

１． 静岡財務事務所×静岡市

自動車税種別割（県税）及び軽自動車税種別割（市町村税）の納期内納付（納期限：5月31日）の促進を図るため、静岡財務事務所と静岡市
が協働して、動画を制作し、静岡県Ｙｏｕｔｕｂeチャンネル「ふじのくにメディアチャンネル」で公開しております。
静岡鉄道の新静岡、草薙、新清水の各駅及びセノバ地下通路のデジタルサイネージでもこの動画を使用しておりますので、是非御覧くださ
い。
https://www.youtube.com/watch?v=f8TBfgVqydU
　　　

（軽自動車税種別割（市町村税）は各市町で納期限を決めています。一部市町では納期限が5月31日ではないことに御注意ください。）

２.　静岡財務事務所×静岡市×プロバスケットボールチーム「ベルテックス静岡」
     
先日Ｂ２昇格を決めた、静岡市をホームとするプロバスケットボールチーム「ベルテックス静岡」の御協力をいただき、自動車税種別割（県
税）及び軽自動車税種別割（市町村税）の納期内納付を促進する動画を静岡県Ｙｏｕｔｕｂeチャンネル「ふじのくにメディアチャンネル」
で公開しております。是非御覧ください。
同チームの公式Twitterにも動画を掲載していただいております。また、参加選手による納税啓発コメントも載せていただきました。あわせ
て是非御覧ください。
https://www.youtube.com/watch?v=E34M87QsYEU

３.　沼津財務事務所×よしもと静岡県住みます芸人さこリッチさん

よしもと静岡県住みます芸人さこリッチさんと当所職員が出演する動画（２本）を職員が制作し、静岡県Ｙｏｕｔｕｂeチャンネル「ふじの
くにメディアチャンネル」で公開しております。是非、御覧ください。
　
　・　「キャッシュレス納付のすすめ」編 　
　　　　公開期間　５月16日（火）～５月31日（水）
　　　https://www.youtube.com/watch?v=Yy_xX2Y5sHE

　・　「納期内納付について さこリッチが聞いてみた！」編
　　　　公開期間　５月16日（火）～５月31日（水）
　　　https://www.youtube.com/watch?v=61EFr4jv94k

よしもと静岡県住みます芸人 さこリッチさん

　広島NSC1期生。2014年に静岡県に移住し、2021年からピン芸人として活動。静岡でスキューバダイビングやスキー・スノ
ボ・ピンネタや司会、講演会などマルチに活躍中。「ふじのくに静岡県庁チャンネル」公式サポーターも務め、全力で静岡を盛り上げます。

【お問い合わせ】
   静岡財務事務所管理課　電話番号　054-286-9120
　 沼津財務事務所管理課　電話番号　055-920-2018



提 供 日 2023/05/26

タイトル 人材育成拠点「ＳＨＩＰ」にデジタル戦略局職員が常
駐します！！

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

　　　　　「ＳＨＩＰ」にデジタル戦略局職員が常駐！！

　今年３月に経済産業部において、デジタル（ICT）人材の育成とイノベーション創出のための拠点として開所した「SHIP」に、５月29日からデ
ジタル戦略局職員が交代で常駐することにより、県の窓口として会員等様々な人と交流し、情報交換等をすることで関係構築を図っていきま
す。

＜デジタル戦略局職員常駐の概要＞
区　　分 概　　要
期　　間 ５/29（月）から（土日・祝日を除くＳＨＩＰ開所日）
時　　間 10時から16時
場　　所 オープンスペース（交流エリア）等

職　　員 デジタル戦略局職員
（デジタル戦略課・電子県庁課・データ活用推進課・統計調査課）

目的・効果

○県のＤＸに係る総合的なワンストップ相談窓口
　サテライト・オフィスとしての利用をしつつ、県のＤＸ窓口として担当課につ
　なげる
○情報提供
　セミナー等の開催を通じて、企業等へ事業紹介等情報提供を行い、活用・
　連携を図る
○情報収集
　企業等からＤＸの取組に係る情報収集を行うとともに、意見交換の場とする
○ネットワークづくり
　企業・大学等異業種の方との交流を図り、アイデアソン・ハッカソンやオー　
　プンデータラウンドテーブル等の取組に活かす

＜拠点の概要＞
区　　分 概　　要
名　　称 ＳＨＩＰ（SHIZUOKA INNOVATION PLATFORM）
住　　所 静岡市葵区呉服町2-7-26（静専ビル2Ｆ）(静岡銀行呉服町支店近く)
アクセス ＪＲ静岡駅 徒歩８分

施　　設
・オープンスペース（交流エリア）
・セミナーエリア（定員20名程度。※セミナー以外は自由利用）
・ミーティングルーム２室（定員６名）・ブース席２室（１名利用）

目　　的
県内のデジタル化やイノベーション創出のための交流の場
（ICTやデジタル技術の知識習得、組織を越えた協業及び共同研究、
新規事業のきっかけとなる交流支援）



提 供 日 2023/05/29

タイトル 「全国治水砂防協会静岡県支部通常総会」の開催

担　　当 交通基盤部 河川砂防局砂防課

連 絡 先 課長代理　大野

TEL 054-221-3382

　　　　　　　「全国治水砂防協会静岡県支部通常総会」の開催

　全国治水砂防協会静岡県支部は、県内の市町長等を会員とし、土砂災害防止対策に関する理解を深め、砂防関係事業の普及発展を図ることを目的に、研
修や広報、国への要望などの事業を実施しています。
　今回、通常総会を開催し、昨年度の事業報告等の承認及び本年度の事業計画等の決定を決議します。また、総会終了後には、国土交通省の幹部職員等が
講師となり、近年の土砂災害に対する国などの最新の取り組み等を学ぶ「土砂災害対策講演会」を開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　開催日時　令和５年５月31日（水）　
　　　　　　　通常総会：午後２時30分から３時30分
　　　　　　　講演会：午後３時45分から４時45分
２　会　　場　浮月楼　２階「月光の間」
　　　　　　　静岡市葵区紺屋町11-１　054-252-0131
３　通常総会　
　（１）総会概要：昨年度の事業報告等の承認、本年度の事業計画等の決定等
　（２）出席予定（代理出席を含む）：44名
　　　　　　　　　来賓７名（森副知事、中沢県議会議長、国土交通省、
　　　　　　　　　（一社）全国治水砂防協会）
　　　　　　　　　会員（市町長）28名、特別会員（県土木事務所長）８名、
　　　　　　　　　顧問（県交通基盤部長）
４　土砂災害対策講演会
　（１）講演１　：「いのち」と「くらし」を守る砂防
　　　 　　　　　　講　師：城ヶ﨑　正人氏（国土交通省水管理・国土保全局砂防部）　
　（２）講演２　：「土砂災害対策の新たな課題」
　　　 　　　　　　講　師：大野　宏之氏（（一社）全国治水砂防協会）
５　全国治水砂防協会静岡県支部の概要（参考）
　（１）設　立：昭和15年
　（２）支部長：須藤秀忠（富士宮市長）　事務局：交通基盤部河川砂防局砂防課
６　取材について
　　取材を希望される方は、午後2時20分までに浮月楼１階受付へお越しください。



提 供 日 2023/05/29

タイトル 「土砂災害防止を啓発する路線バス」出発式

担　　当 交通基盤部 河川砂防局砂防課

連 絡 先 砂防班

TEL 054-221-3044

「土砂災害防止を啓発する路線バス」出発式
～みんなで防ごう土砂災害～

　毎年６月の「土砂災害防止月間」では、「日頃の備え」と「早めの避難」を県民の皆様に心掛けてもらうため、国や市町等の関
係機関と連携して、防災知識の啓発や、警戒避難体制の強化等を目指した取組みを実施しています。
　取組みの一環として、県内の路線バスを運行するバス会社等と連携し、 土砂災害防止 の 標語 を 県民 の 皆様 に 周知していきま
す。
　令和５年度は、バス会社５社に加え、湖西市、川根本町のコミュニティバスに掲出します。
　月間の初日である６月１日（木）に下記のとおり路線バス出発式を開催します。

１　開催日時
（１）場　所：静鉄ジャストライン丸子営業所（静岡市駿河区丸子4-2-60）
（２）日　時：６月１日（木）AM10:40から30分程度
（３）出席者：しずてつジャストライン丸子営業所長
　　　　　　　静岡鉄道グループ営業推進部担当者
　　　　　　　静岡県交通基盤部河川砂防局砂防課長　計10名

２　路線バス概要
（１）広告期間：６月１日～30日
（２）掲載バス：東海バス、伊豆箱根バス、富士急バス、静鉄バス、遠鉄バス、
　　　　　　　　コーちゃんバス（湖西市）、
　　　　　　　　せせらぎ号・やませみ号（川根本町）　計128台

（３）啓発する方法
路線バスのフロント部に土砂災害防止の標語を記載した広告幕を取り付ける。

（４）取組の効果
１．県内の都心部から山間部までの広域に啓発できる
２．バス運行時間（特に明るい時間帯）の長時間にわたり啓発できる
３．バス利用者や、すれ違い車両、歩行者等の道路利用者にも幅広く啓発
　　できる

【参考】

　『土砂災害防止月間』の取組みとしては、上記のほか「静岡駅での啓発活動」、「土砂災害・全国防災訓練」、「急傾斜
地パトロール」、「絵画・作文の募集」等を行っております。



提 供 日 2023/05/29

タイトル 【再変更】２０２３年度リニア中央新幹線建設促進期
成同盟会総会の開催及び要望活動の実施

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 交通政策推進班　浅野・榊原

TEL 054-221-3192

２０２３年度 リニア中央新幹線建設促進期成同盟会総会の開催
及び要望活動の実施について

５月２４日にリリースした内容について、別添を赤字のとおり変更しました。
→５月３０日に、２度目の内容変更をしました。詳細はPDFファイル「別添（再変更済）」を御確認ください
（5/30　14：00）。

リニア中央新幹線建設促進期成同盟会（会長：愛知県知事）では、沿線の都府県で連携し、リニア中央新幹線
の早期全線整備に向け、取組を進めています。
　この度、別添のとおり総会及び要望活動を行いますのでお知らせします。
　なお、総会及び要望活動の本県出席者等については、上記連絡先へお尋ねください。



提 供 日 2023/05/29

タイトル 河津町沢田地区が「ふじのくに美しく品格のある邑」
に登録されました！
～登録証授与式のお知らせ～

担　　当 経済産業部 賀茂農林事務所

連 絡 先 賀茂農林事務所農村整備課

TEL 0558-24-2080

【当日取材希望】

【ふじのくに美しく品格のある邑】

河津町沢田地区が「ふじのくに美しく品格のある邑」に登録されました！
～登録証授与式のお知らせ～

１　要旨
　このたび、地域住民活動を積極的に実施している河津町沢田地区が「河津桜とねはんの里 沢
田」として、新たに「ふじのくに美しく品格のある邑」に登録されました。（「ふじのくに美し
く品格のある邑」については「４　参考」をご参照ください。）
　今回、「ふじのくに美しく品格のある邑連合（代理：河津町or静岡県賀茂農林事務所）」よ
り、「河津桜とねはんの里 沢田」代表者に対する登録証書及び登録パネルの授与式が下記のとお
り開催されます。

２　概要

登録邑 登録邑名：河津桜とねはんの里　沢田（河津町沢田）
代表者：土屋典之　沢田区長

日　時 令和５年５月31日（水）10時から10時30分まで

場　所 涅槃堂桜見晴台（河津町沢田104番地）

活動内容 ・「河津桜見晴台」や周辺竹林の整備
・日本三大寝釈迦「涅槃堂」の維持保全やイベントの実施
・区営農産物直売所「ねはん堂売店」の運営
・「道つくり」活動による地域内の道水路の維持管理
・カーネーション、バラ、柑橘、わさび加工などの地域農業の振興

授与式概要 ・「ふじのくに美しく品格のある邑連合」から「河津桜とねはんの里 沢田」代
表者の沢田区長に登録証書及びパネルを授与します。その後、参加者で記念撮
影します。
・参加予定者：
　「河津桜とねはんの里 沢田」関係者（沢田区長他）
　河津町役場（副町長他）、県賀茂農林事務所　　　　計８名程度

３　取材について
　取材の許可は得られております。取材を希望される方は現地に直接お越しください。

４　参考

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財
産でもある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美
しく品格のある邑(むら)」として登録し、情報発信や知事顕彰を行っています。
令和５年５月末時点で153の地域が認定されています。
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浜名湖花博2024に参画する石原和幸氏が英国
チェルシーフラワーショー2023において金メ
ダル獲得

“ふじのくに”リーディング・アドバイザーの「庭園デザイナー　石原和幸氏」が、この度開催された
「チェルシーフラワーショー2023」において12個目のゴールドメダルを獲得

石原氏には、特別記念庭園の制作やフラワーガーデンコンテストの審査委員長として、浜名湖花博2024に御
協力をいただきます。
　　
（石原和幸氏略歴）
・庭園デザイナー。1958年長崎県生まれ。65歳
・浜名湖花博2014記念庭園制作
・2019年北京国際園芸博覧会　静岡県展示制作
・日本平夢テラス庭園制作

（受賞庭園）
・受賞庭園は、日本平夢テラスを設計した隈研吾氏とのコラボレーションによるものであり、「The(ザ)　Biophilic(バイオフィ
リック)　Garden(ガーデン)　Otsu(オオツ)-Hanare(ハナレ)」と名付けられている。
・Sanctuary Gardens部門で受賞

　　 　　
 　　       　 　  庭園と石原氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　離　れ 

担当 ： 経済産業部 農業局農芸振興課浜名湖花博２０周年記念事業推進室

連絡先 ： 花緑班　TEL 053-482-7352



提 供 日 2023/05/29

タイトル 地域で頑張るお店を応援～令和５年度「地域のお店」
デザイン表彰の募集～

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 商業まちづくり班

TEL 054-221-2524

地域で頑張るお店を応援！
～令和５年度「地域のお店」デザイン表彰の募集～

　県では、デザインの振興と地域商業の活性化を目的として、『「地域のお店」デザイン表彰』を実施しており、６月１日から令
和５年度の募集を開始します。
　外観のデザインに加え、おもてなしや地域・社会貢献等広い意味でのデザインという観点から、魅力と個性に優れたお店を表彰
します。
　受賞店舗は、パンフレットや県ホームページ、「ふじのくに魅力ある個店」ウェブサイト等にて広くPRします。

１　募集対象
　「ふじのくに魅力ある個店」登録店
　※未登録店も応募時の登録で応募可。

２　応募方法
　自薦又は他薦（市町・商工団体／消費者）
　「ふじのくに魅力ある個店」ウェブサイトの「県からのお知らせ」にアクセスし、該当の応募フォームに入力ください。
　URL/https://f-koten.jp/news/hyoushou2023.html
　※消費者の方からの推薦店舗が受賞した場合、抽選で推薦者（若干名）に受賞店セレクト商品等をプレゼントします。

３　応募期間
　令和５年６月１日（木）から６月30日（金）まで

４　賞の種類
　大賞（知事賞）１店舗、優秀賞　数店舗、特別賞　数店舗
　※特別賞は、特に優れた点を併記して表彰します。併記する賞の名称は、２次審査委員会で決定します。（例：老舗賞、事業承
継賞、六次産業化賞、地域貢献賞）

５　審査方法
　デザイン、まちづくり等の専門家４人から構成される審査委員会により、各賞の選考を行います。

６　表彰式
　令和６年１月10日（水）に静岡市内にて開催予定

７　問合せ先
　静岡県経済産業部商工業局地域産業課商業まちづくり班
　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号
　TEL/054-221-2524　FAX/054-221-5002　E-mail/mati@pref.shizuoka.lg.jp

【参考】令和４年度受賞店
大賞 三保原屋LOFT（静岡市葵区）

長坂養蜂場 はちみつスイーツアトリエ（浜松市中区）優秀賞
杉山農園直売所・ura（静岡市駿河区）

ローカルスター賞 おやつのお店 秘密のぬけあな（賀茂郡河津町）
ベスト空間デザイン賞 dolip（沼津市）

特別賞

サステナブルデザイン賞 キウイフルーツカントリーJapan（掛川市）
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今年も旬をお届けします！
令和５年度「バイ・ふじのくに」・「バイ・
山の洲」が始動

今年も旬をお届けします！
令和５年度「バイ・ふじのくに」・「バイ・山の洲」が始動

（要旨）

　６月10日（土）、11日（日）の南アルプス市の特産品「さくらんぼ」の直売会を皮切りに、今年度の「バイ・山の洲」・「バ

イ・ふじのくに」が始まる。これまでの取組を継続しつつ、県西部地域では初となる静岡・山梨連携による「バイ・ふじのくに」

フェアの開催など、新たな取組も推進していく。

１　今年度の主な直売会・物産展

（１）直売会

開催時期 内　　容 場　所

6月10日（土）、11日（日） さくらんぼ（南アルプス市産） 静岡伊勢丹

７月予定 桃・すもも（南アルプス市産） 静岡伊勢丹

９月予定 シャインマスカット（南アルプス市産） 静岡伊勢丹

秋季（調整中） りんご（長野県産） 静岡伊勢丹

冬季（調整中） 西洋なし等（新潟県産） 静岡伊勢丹

（２）物産展等

開催時期 内　　容 場　所

7月5日（水）～10日（月） 「バイ・山の洲」物産展
（山の洲４県の特産品）

静岡伊勢丹

8月4日（金）～6日（日） 「バイ・ふじのくに」
山梨県＆静岡県フェア

イオン
浜松志都呂店

秋季（調整中） 「バイ・ふじのくに」山梨物産市 静岡県内

秋季（調整中） 「バイ・ふじのくに」静岡物産市 山梨県内

その他の直売会等は詳細が固まり次第、順次、公表していく予定。

担当 ： 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連絡先 ： マーケティング企画班　TEL 054-221-3713
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タイトル 温泉を使った新たなヘルスケアサービスを開発する事
業者を募集！ＩＣＯＩプロジェクト実証事業公募開
始！

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積班

TEL 054-221-2985

温泉を使った新たなヘルスケアサービスを開発する事業者を募集！
ＩＣＯＩプロジェクト実証事業公募開始！

　静岡県では、温泉にスポーツ、食、アクティビティ等を組み合わせた伊豆に適した新たなヘルスケアサービスを開発するため、
伊豆ヘルスケア温泉イノベーションプロジェクト（ＩＣＯＩプロジェクト）を展開しています。
　この度、温泉を活用した新たなヘルスケアサービスのビジネスモデルをつくり、伊豆地域全体への取組として普及することを目
的とした実証事業を行う事業者の公募を、以下のとおり開始しました。

区　分 内　容

募集内容

温泉にスポーツ、食、アクティビティ等を組み合わせることにより、伊豆
地域に適した新たなヘルスケアサービスのビジネスモデルを企画・構築
し、その検証を行います。また、伊豆地域のホテル・旅館等において横展
開可能なマニュアルを作成します。

募集区分 区分１：スポーツ
区分２：湯治・ヘルスツーリズム、ワーケーション

対象地域 ７市６町（沼津市、熱海市、三島市、伊東市、下田市、伊豆市、伊豆の国
市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町、函南町）

応募資格

以下の（１）又は（２）に該当する者
（１）企業等（日本国内に本社を有する企業又は団体）
（２）大学等（大学、高等専門学校、国又は地方公共団体の研究機関等）
詳細な要件については、募集要項をご確認ください。

選定方法 公募での企画提案方式

契約限度額 １，０００万円

採択予定件数 ３件程度

委託期間 契約締結日から令和６年２月２９日（木）まで

公募締切
令和５年６月１６日（金）１７時必着
（持参、郵送又は宅配にて提出してください。）

募集要項等の
入手先

県新産業集積課ホームページからダウンロードしてください。
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/shuseki/1025
765.html



会 見 日 2023/05/29

県医学修学研修資金利用者の県内勤務状況

県医学修学研修資金利用者の県内勤務状況
　本県は、医師確保のため、平成19年度から医学修学研修資金の貸与を開始し、これまでに1,518人が制度を利用している。
　本年４月１日現在で、医学修学研修資金利用者は県内で671人勤務しており、
このうち返還勤務終了後の定着勤務者も初めて200人を超え、どちらも過去最多となった。

年度別の勤務状況（各年度４月１日時点）　　　　　　　　　　　 　（単位：人）

年　度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R5-R4
　増減

県内勤務者 18 47 92 128 150 199 255 303 365 461 522 578 627 671 ＋44

うち返還勤務
終了後の
定着勤務

－ － 2 9 19 35 45 55 66 86 104 137 165 201 ＋36

＜ポイント＞
・県内勤務者671人のうち、返還勤務終了後の定着者は、201人と前年度よりも36人増加し、
平成24年度以降終了者の定着率全体は73.6％となった。（直近１年間の定着率は85.1％）
・県では、平成26年度に仮想医科大学「バーチャルメディカルカレッジ」を創立し、
医学部在学中から、WEB配信等、本県の医療の魅力に触れる機会を提供するなど、
県内勤務者の増加に取り組んでいる。

県医学修学研修資金利用者の年度別県内勤務者数（含む定着者）　　　（単位：人）

担当 ： 健康福祉部 医療局地域医療課 

連絡先 ： 医師確保班　TEL 054-221-2868



提 供 日 2023/05/29

タイトル 【取材依頼】スーパーマーケット、調味料製造メー
カーが県と協働して、県民の野菜摂取増を応援！～
「野菜マシマシキャンペーン」の開催～

担　　当 健康福祉部 健康局健康政策課

連 絡 先 健康企画班

TEL 054-221-2404

スーパーマーケット、調味料製造メーカーが県と協働して、県民の野菜摂取増を応援！～【野菜マシマシキャンペーン】の開
催～

（要旨）

　本県の健康課題として「脳血管疾患による死亡の多さ」があり、脳血管疾患の要因の一つである高血圧対策が重要である。

　その対策の一つとして、血圧上昇に関与するナトリウムの尿中への排出を促すカリウムを多く含む野菜摂取量の増加を目指し、
県は産学官連携による取組を展開する。

　

　この趣旨に賛同頂いたエスエスケイフーズ株式会社、株式会社タカラ・エムシーから「野菜をもっと食べよう！ 野菜マシマシ
キャンペーン」（令和５年６月１日（木）～６月３０日（金））を県と協働して取り組む旨の提案があったため、次のとおり実
施する。

（内容）
１　キックオフイベント

　（１）オープニングセレモニー

　　　○日　時　令和５年６月１日（木）　午前10時～午前10時20分

　　　○場　所　フードマーケットマム高松店（静岡市駿河区敷地1-1-5）

　　　○出席者　エスエスケイフーズ株式会社　静岡支店長　藤原　志朗　氏

                 株式会社タカラ・エムシー　

                                フロア事業本部　本部長　西本　卓司　氏　　

                 静岡県健康福祉部　健康局長　石川 哲史

　　　○内　容  ・エスエスケーフーズから今回の取組について報告

　　　　　　 　　・タカラ・エムシーから挨拶

　　　　　　　 　・県から挨拶

　　　　　　 　　※県の生きがいと健康づくりのイメージキャラクター

　　　　　　　　　「ちゃっぴー」参加

　（２）当日イベント

　　　○日　時　令和５年６月１日（木）　午前10時～12時

　　　○場　所　フードマーケットマム高松店（静岡市駿河区敷地1-1-5）

　　　○内　容  ・明治安田生命保険相互会社による野菜摂取量を数値で見える化

　　　　　　　　　 できる機器「ベジチェック®」による測定会を開催

                 ・「ベジチェック®」体験者先着100名にエスエスケイフーズ提供

                   によるドレッシング及び明治安田生命提供による参加賞を

                   プレゼント

                 ・子ども向けイベント「ちゃっぴー」撮影会の開催。

                  （10時30分～12時：予定）

　　　　 

２　キャンペーンの内容

　　（キャンペーン期間：令和５年６月１日（木）～６月３０日（金）)

　・タカラ・エムシーが展開しているフードマーケットマム等47店舗の来店客に、エスエスケイフーズの商品を購入した方から抽
選で20名に野菜セットをプレゼント。

　・プレゼントは、「於愛の方のふるさとの味、オーガニック野菜セット（Ｍサイズ）」。※二代将軍徳川秀忠公の生母，於愛の
方（西郷の局）のふるさと、静岡県掛川市西郷から、オーガニック野菜セットをお届け。

　・県と協働した取組として、キャンペーン関連ポスター等に県の生きがいと健康づくりのイメージキャラクター「ちゃっぴー」
を使用しメッセージを発信。

当日の連絡先：054-221-2404（健康福祉部健康局健康政策課）



提 供 日 2023/05/29

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第63報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年５月29日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第63報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第63報（５月26日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 伊東市 531 18 1 30 7 7 5月26日 ～ 5月2
本日合計 １小学校 1 30 7 7

１７１施設
本日までの累

計（実数） （ １４高等学校、　３７中学校、　９８小学校、　９幼稚園、
　６保育所、　５こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）

304 8,830 2,845 2,700

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年５月26日（浜松市浜北区小学校） 　



提 供 日 2023/05/29

タイトル 令和５年度医学修学研修資金の二次募集を開始しま
す！

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

　静岡県では、将来、医師として本県の地域医療に貢献するこころざしを持つ医学部生等を支援するため、「医学修学研修資金」
貸与事業を実施しています。
　これまでに1,518人の方が貸与を受け、671人の医師が県内で活躍中です。
　一次募集後、募集定員まで若干名の余裕があることから、二次募集を開始します。

＜募集概要＞

区分 内容

募集期間 令和５年５月26日（金）から令和５年７月28日（金）まで

募集人数 若干名

貸与金額 月額20万円（６年間貸与の場合：総額1,440万円）

応募資格

将来、医師として県が個別に指定する静岡県内の公的医療機関等に勤務す
る意思のある以下の方
・医学部生（原則１年生）
・大学院在学中の医師（原則１年生）
・産科、小児科、麻酔科の専攻医　
※出身地は県内外を問いません。
【医学部又は大学院在学中の医師】
卒業までの正規の修業年限
（医学部生６年間、大学院在学中の医師４年間）
※途中学年での継続辞退不可貸与期間

【専攻医（産科、小児科、麻酔科）】
３年間

返還免除
県が個別に指定する公的医療機関等で、修学研修資金の貸与期間の１.５倍
の期間を医師として勤務することなどにより、貸与した資金全額の返還を
免除

選考方法 書類審査及び面接

 ↓ 詳細 は 、 ふじのくに 地域医療支援 センターHP へ ↓
https://fujinokuni-doctor.jp/igakuse/shogakukin.html



提 供 日 2023/05/29

タイトル 障害者就労施設等からの物品等の調達に関する令和４
年度実績及び令和５年度県調達方針の決定

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労・施設班

TEL 054-221-3619

令和５年度「静岡県障害者就労施設等からの物品等の調達方針」を決定しました。～令和４年度調達実績は過去最高
を更新～　　　　　　　　

　「静岡県障害者就労施設等からの物品等の調達推進本部会議」において、今年度の調達方針(目標75,000千円以上)を決定し、引
き続き全庁を挙げて、障害者就労施設等への発注拡大に取組んでいく。

１ 令和５年度 県の調達方針　（※市町及び独立行政法人は、それぞれ調達方針を設定）

　(１) 取組スローガン

　　「１所属１発注」として、全ての所属において取組を実施

　(２) 調達目標

区　　分 種 別 内　　　容

物 品 　過去実績の最大値以上（令和４年度実績30,886千円）
目標１

役 務 　過去実績の最大値以上（令和４年度実績43,511千円）

目標２ 共 通 　物品・役務合わせて75,000千円以上

２　令和４年度の発注実績

・発注実績は74,397千円(前年比116.3％)であり、過去最高を更新した。

・「１所属１発注」は、令和３年度の99.5％から0.5ポイント増加し、100％を達成した。

(「１所属１発注」・・・県の全ての所属が障害者就労施設等に発注することを目指す取組スローガン)

(１) 調達目標達成状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)

令和４年度調達方針（目標） R4発注実績 実績－目標

物品 小物雑貨、洗剤、食品、額縁、
トイレットペーパー等

R3年度実績以上
29,505 千円 30,886 1,381

役務 印刷、施設の清掃・草刈り、
クリーニング、喫茶店の営業等

H30年度実績以上
36,293 千円

43,511 7,218

物品、役務合わせて66,000 千円以上 74,397 8,397

(２) 年度別発注実績推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (単位：千円）

種別 H28 H29 H30 R元 R２ R３(A) R４(B)
(B)－(A)
(前年比)

物品 26,316 24,512 27,241 27,392 25,750 29,505 30,886 1,381 
(104.7％) 

役務 33,369 29,432 36,293 28,368 28,693 34,453 43,511 9,058 
(126.3％) 

合計 59,685 53,944 63,534 55,760 54,443 63,958 74,397 10,439 
(116.3％) 

＜主な取組＞
・共同受注窓口による相談会の開催
・市町の事例を参考とし、単独事務所の施設管理・清掃等の発注を推進
〈主な増加理由〉
・コロナ抗原検査キットの袋詰め作業
・工期短期大学校の屋上庭園管理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　

(参考１) 県内の調達実績の推移　　　　　　　　　　　　　　    　(単位：千円)  

区分 H28 H29 H30 R元 R２ R３ R４

県 59,685 53,944 63,534 55,760 54,443 63,958 74,397

市町 240,392 236,751 239,876 241,333 236,884 239,296 250,670

独立行政法人  478 665  605  328 1,175 1,207 1,511

合計 300,555 291,360 304,015 297,421 292,502  304,461 326,578

（参考２）令和４年度 団体別調達実績     (単位：円)

区　　分 R３ R４ R４/R３



静 岡 県 63,958,027 74,396,557 116.3%

静 岡 市 20,356,913 20,442,773 100.4%

浜 松 市 67,682,922 70,464,009 104.1%

沼 津 市 13,485,817 13,620,803 101.1%

熱 海 市 　　　　12,916,330 13,713,560 106.2%

三 島 市 7,095,508 6,890,379 97.1%

富士宮市 1,007,880 1,571,452 155.9%

伊 東 市 748,374 892,863 119.3%

島 田 市 23,139,989 23,338,023 100.9%

富 士 市 12,243,686 14,003,620 114.4%

磐 田 市 3,924,919 4,069,096 103.7%

焼 津 市 4,805,494 5,334,587 111.0%

掛 川 市 7,612,251 5,559,463 73.0%

藤 枝 市 5,224,615 5,573,027 106.7%

御殿場市 23,412,979 25,480,851 108.8%

袋 井 市 2,786,903 3,264,819 117.1%

下 田 市 1,989,620 1,991,547 100.1%

裾 野 市 1,610,340 1,681,510 104.4%

湖 西 市 3,809,350 4,026,400 105.7%

伊 豆 市 5,376,638 6,264,992 116.5%

御前崎市 3,485,123 3,658,530 105.0%

菊 川 市 1,951,115 1,677,981 86.0%

伊豆の国市 5,241,132 5,806,234 110.8%

牧之原市 1,384,416 1,137,659 82.2%

東伊豆町 391,771 437,654 111.7%

河 津 町 18,660 128,968 691.1%

南伊豆町 1,395,440 1,220,481 87.5%

松 崎 町 0 46,280 皆増

西伊豆町 219,047 267,578 122.2%

函 南 町 935,334 1,737,249 185.7%

清 水 町 792,782 841,436 106.1%

長 泉 町 2,462,530 3,119,243 126.7%

小 山 町 440,791 389,016 88.3%

吉 田 町 49,368 81,840 165.8%

川根本町 117,025 249,620 213.3%

森　  町 1,181,390 1,686,150 142.7%

市 町 計 239,296,452 250,669,693 104.8%

　独立行政法人※ 1,206,954 1,511,254 125.2%

合　　計 304,461,433 326,577,504 107.3

※ 独立行政法人は、公立大学法人、県立病院機構、文化芸術大学、静岡社会健康医学大学院大学、静岡市立静岡病院の５法人

（参考３）
障害者就労施設で働く障害のある人に支払われた令和３年度の賃金・工賃実績

施設種別 施設数 R３賃金・工賃

就労継続支援Ａ型事業所 134 　一人あたり　80,692円／月

就労継続支援Ｂ型事業所 425 　一人あたり　16,468円／月

　Ａ型…雇用契約を結び賃金を受け取りながら利用する。
　　　　利用者には最低賃金以上が支給される。
　Ｂ型…通所して生産活動を行い工賃を受け取りながら利用する。
　　　　利用者には工賃が支給される。

　※令和４年度の工賃(賃金)実績については令和５年12月頃公表予定。



提 供 日 2023/05/29

タイトル ふじのくに子ども芸術大学の参加者を募集します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化政策班

TEL 054-221-2252

　
「ふじのくに子ども芸術大学」の参加者を募集します。

～日本を代表するアーティストやクリエーターの講座が盛りだくさん！～
　

2011（H23）年度から毎年開催している県内の小・中学生を対象とした文化芸術の創造・体験講座「ふじのくに子ども芸術大学」につい
て、このたび、今年度の参加申込の受付を開始しました。
今年も、イラストレーターのわたせせいぞうさん、ピアニストの横山幸雄さん、パティシエの鎧塚俊彦さんなど、各界一流のアーティスト等
を講師に迎えます。子どもたちにとって、新たな発見に   つながる素晴らしい時間になると思いますので、ぜひ、奮って御応募ください。

１　特別講座（受講料無料） ※ 各日とも、三枝学長の基調講演を聴講後、各講座を受講

講　師 講座名

三枝　成彰
ふじのくに子ども芸術大学学長、作
曲家 基調講演「近未来に夢を抱いて生きるには」

　講　師 講座名 開催日・会場

わたせせいぞう イラストレーター わたせせいぞうとポスターを作ろう

三枝　健起 映画監督 映画の１シーンを撮る

金子　武明 プロダクトデザイナー 想いをカタチに～プロダクトデザイン体験～

丹羽　直也 未踏スーパークリエータ 電子工作でコンピューターを作ってみよう！

7月29日(土)
プラサヴェルデ
(沼津会場)

横山　幸雄 ピアニスト ピアニストの「表現力」を体感！

鎧塚　俊彦 パティシエ ロールケーキを作ろう！

高野　陽介 日本画家 みんなで日本画を描いてみよう

8月5日 (土)
クリエート浜松
(浜松会場)

ひびのこづえ コスチューム・アーティスト 衣装を作ってみる

増田　順一 ゲームクリエーター
世界が沸騰中のeスポーツ！ゲームプレイヤーが五輪
選手になるのも夢じゃない！

篠原　一朗 編集者 才能に恋しよう 編集者の仕事、全て伝えます

akane 振付師 基礎からダンスをakaneさんと楽しもう！

黒田　賢一 作曲家 iPadで始めるDTM　※DTM=デスクトップミュージック

8月20日(日)
グランシップ
(静岡会場)

○ 申込方法
「ふじのくに子ども芸術大学」のホームページからお申込みください。
＜ホームページ＞　https://www.fkac.jp/（「ふじのくに子ども芸術大学」で検索）

○ 申込期限
 沼津会場 ： ６ 月23 日 （ 金 ）、 浜松会場 ： ６ 月30 日 （ 金 ）、 静岡会場 ： ７ 月14 日 （ 金 ）

○ その他
・申込が定員を上回る場合は、抽選により受講者を決定します。
・詳しくは、ホームページを御覧ください。
（県内全小・中学生には、講座概要等を記載した「ふじのくに子ども芸術大学新聞」を学校を通じて配付しています。）

２　県内の文化活動団体が行う講座
県内で活躍する文化活動団体等が、演劇、美術、伝統芸能など多様な内容の講座を県内各地で開催します！申込方法、申込期限は講座ごとに
異なりますので、詳しくは、「ふじのくに子ども芸術大学」ホームページまたは「ふじのくに子ども芸術大学新聞」をご覧ください。



提 供 日 2023/05/29

タイトル 【開催中止】週に１度はスポーツをしよう！
ニュースポーツふれあいフェスタin伊東の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

週に１度はスポーツをしよう！
ニュースポーツふれあいフェスタin伊東を開催

※雨の影響により、６月３日（土）の開催を中止します。（６月２日16時15分変更）

　子どもから高齢者まで、誰もが気軽に楽しむことができる「ニュースポーツ」の体験イベントの開催についてお知らせします。

１　日時　 令和 ５ 年 ６ 月 ３ 日 （ 土 ）　 午前 の 部 　10:00 ～12:05　※開催中止
　　　　　　　　　　　　　　　　　 午後 の 部 　13:00 ～15:05

２　会場　伊東市民体育センター（伊東市玖須美元和田716-115）

３　スケジュール
時間 内容

　9:30～10:00  午前の部　受付
 10:00～10:10  ニュースポーツの説明、準備体操
 10:10～12:05  ニュースポーツの体験

 ・スカットボール　・ペットコン　・ソフトバレー
 ・ミニトランポウォーク　・スポーツウエルネス吹矢

 12:05  午前の部　終了
 12:30～13:00  午後の部　受付
 13:00～13:10  ニュースポーツの説明、準備体操
 13:10～15:05  ニュースポーツの体験

 ・ボッチャ　・手のひら健康バレー　・ダーツ
 ・スポレック　・モルック

 15:05  午後の部　終了
※体験種目は都合により変更になる場合があります。

４　参加予定者数　午前の部、午後の部　各70名
　　　　　　　　　※午前、午後の部とも申し込みは締め切りました。

５　主催　静岡県、静岡県レクリエーション協会

※ニュースポーツふれあいフェスタの今後の予定
・令和５年６月25日（日）　河津町Ｂ＆Ｇ海洋センター



提 供 日 2023/05/29

タイトル 高齢ドライバーを対象とした「危険予測トレーニング
(ＫＹＴ)研修」を開催します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

高齢ドライバーを対象とした
「危険予測トレーニング(ＫＹＴ)研修」を開催します！

　県では、高齢ドライバーの交通事故を防止するため、高齢者を対象にＣＧ(コンピューター
グラフィックス)動画等を活用した参加体験型の研修（危険予測トレーニング(ＫＹＴ)研修）を
開催しており、令和５年度の第１回目研修を次のとおり開催します。

　当研修は、自動車運転時の「危険予測能力」を高める講習のほか、瞬間視や盲点・視野の限
界、反応の速さや正確性などの「人間の能力」について、理解するための講習も取り入れています。

＜開催内容＞
　機材の関係により、各回定員20名(募集済)で開催します。

市町名 開催日 開催時間 実施会場 対象者

袋井市 6月2日
午前の部 10:00～11:30
午後の部 14:00～15:30

袋井市友永147
三川コミュニティセンター

1階ホール

三川地域協働バス
運行ボランティア

○昨年度の研修の様子



提 供 日 2023/05/30

タイトル 「新制服プロジェクト」の最終候補発表ショーを開催
します！

担　　当 教育委員会 浜松南高等学校

連 絡 先 生徒課　山本

TEL 053-441-1486

「令和６年度入学生からの新制服プロジェクト」の
最終候補発表ショーを開催します！

　浜松南高校では、昨年度から、新制服の作成に向けＬＧＢＴＱを考える講話の実施からスタートし、生徒が主体となった活動に
より多様性に対応したデザインを考案してきました。
　このたび、文化祭でショーを行い、最終的に絞られた３案を発表します。

１　開催日時
（1）校内発表
　　令和５年６月２日（金）午前10時55分から11時45分まで
（2）一般公開
　　令和５年６月３日（土）午前９時20分から10時15分まで

２　会　　場
　　静岡県立浜松南高等学校　第一体育館
　　（住所：浜松市南区米津町９６１）

３　内　　容
　　新制服最終候補の発表（制服ショー）

４　参 加 者
　　生徒、教職員及び一般来場者　※一般来場者は一般公開日のみ

５　そ の 他
　・取材いただける場合には、６月１日（木）午後３時までに浜松南高等学校へご
　　連絡ください。
　・最終候補の選定に至るまで、生徒会のプロジェクト担当者が業者や教職員との
　　打合せに参加し、募った要望や考えを話し合ってきました。生徒の主体的な活
　　動により新しい物が作り上げられるまでの過程を取材対象にしていただきたい
　　と考えております。

６　問い合わせ先
　　静岡県立浜松南高等学校
　　電　話：053-441-1486（一般公開日の連絡も対応可）
　　担　当：生徒課　山本　浩正

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/05/30

タイトル グリーンボンドを購入しました！　～脱炭素社会の実
現に向け、優先的に購入～

担　　当 出納局 会計総務課

連 絡 先 資金班

TEL 054-221-2105

要旨
・静岡県では、2050年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロとする脱炭素社会の実現を目指しています。目標達成に向けた新たな取組と
して、このたび、静岡県基金を活用しグリーンボンドを購入しました。
・静岡県基金で購入する債券のうち一定割合をグリーンボンド枠とし、今後も優先的に購入していきます。
・グリーンボンドの購入を推進していくことで、企業や地方公共団体等における環境問題解決に向けた資金調達を後押しするとともに、グリー
ン投資の更なる活性化に向けた機運醸成を図り、持続可能な社会の形成に貢献していきます。
　（出納局ホームページURL）https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1003691/index.html

購入債券の概要

銘柄
福岡県令和5年度第１回公募公債（グリーンボンド・10年）
（福岡県ホームページURL）
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/press-release/greenbond0414.html

発行総額 200億円

利率 0.681％

資金使途 グリーンビルディングの新築・改修、河川や海岸整備等

　
※グリーンボンドとは
企業や地方公共団体等が、環境改善効果のある事業や、環境保全のための事業等（いわゆるグリーンプロジェクト）に要する資金を調達する
ために発行する債券です。



提 供 日 2023/05/30

タイトル 「土砂災害防止月間」啓発活動を行います！！

担　　当 交通基盤部 河川砂防局砂防課

連 絡 先 砂防班

TEL 054-221-3044

「土砂災害防止月間」啓発活動を行います！！
～JR静岡駅改札前コンコースで実施！～

　
　県民の皆様に土砂災害について理解を深めていただくため、下記のとおり「土砂災害防止月間」の啓発活動を行います。
　県内で土砂災害対策に取り組んでいる関係機関等が協力し、土砂災害防止について啓発します。
　
１　日時
　　令和５年６月２日（金）午前７時30分から午前９時45分まで

２　場所
　　JR静岡駅改札口前コンコース

３　実施内容
「土砂災害防止月間」の幟を設置し、リーフレットや啓発グッズを配布することにより土砂災害防止を啓発します。

４　開催期間
主催　静岡県
共催　国土交通省静岡河川事務所、静岡地方気象台、静岡市
協力　全国治水砂防協会静岡県支部

５　取材について
　取材を希望する方は、前日のPM4:00までに県砂防課及びJR東海静岡広報室へご連絡をお願いします。
　・静岡県砂防課　　　電話：054-221-3044（担当：三谷、小林）
　・JR東海静岡広報室　

６　中止とする場合の判断基準
６月２日（金）AM6:00時点で以下の判断基準に達した場合は、啓発活動を中止します。
・静岡県内に大雨警報が発令された場合



提 供 日 2023/05/30

タイトル 【再変更】２０２３年度リニア中央新幹線建設促進期
成同盟会総会の開催及び要望活動の実施

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 交通政策推進班　浅野・榊原

TEL 054-221-3192

２０２３年度 リニア中央新幹線建設促進期成同盟会総会の開催
及び要望活動の実施について

５月２４日にリリースした内容について、５月２９日に変更したところですが、別添を赤字のとおり再度変更
しました。

リニア中央新幹線建設促進期成同盟会（会長：愛知県知事）では、沿線の都府県で連携し、リニア中央新幹線
の早期全線整備に向け、取組を進めています。
　この度、別添のとおり総会及び要望活動を行いますのでお知らせします。
　なお、総会及び要望活動の本県出席者等については、上記連絡先へお尋ねください。



提 供 日 2023/05/30

タイトル 自由民主党・政務調査会 超電導リニア鉄道に関する特
別委員会に知事が出席します

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 交通政策推進班　浅野・榊原

TEL 054-221-3192

自由民主党・政務調査会　超電導リニア鉄道に関する特別委員会
に知事が出席します

　１　日　時

　　　令和５年５月３１日（水）　１６時３０分から

　２　会　場

　　　自由民主党本部　７階　７０１号室
　　　（東京都千代田区永田町１－１１－２３）

　３　議　題

　　　リニア中央新幹線の建設整備について（仮）

　４　出席者

　　　本県からは川勝平太知事が出席します。（同日に開催される
　　　リニア中央新幹線建設促進期成同盟会総会及び要望活動にも
　　　出席）
　　　他には、東京都、神奈川県、山梨県、長野県、岐阜県、愛知
　　　県、三重県、大阪府、奈良県の知事、副知事等が出席予定で
　　　す。

　５　取材対応

　　　自由民主党本部政調事務局（０３－３５８１－６２１１）に
      お問い合わせください。



提 供 日 2023/05/30

タイトル 静岡県ジョブコーチ養成研修2023の募集

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 就業支援班

TEL 054-221-2811

静岡県ジョブコーチ養成研修2023の募集について
～障害のある人の就労と雇用を支援するための研修受講者募集～

　静岡県では、障害のある人の職場適応と職場定着をサポートするための専門的な知識と技能を学ぶ「静岡県ジョブコーチ養成研
修」の受講者を募集しています。
　対象は、静岡県ジョブコーチとして活動したい方、 企業 で 障害者雇用 を 担当 している 方等で専門的な知識を学びたい方を対象と
しております。

※静岡県ジョブコーチとは
　静岡県は、2001年に全国に先駆けて独自のジョブコーチ制度を立ち上げ、現在、県内７拠点で約60名が活動しています。障害の
ある人が仕事を覚え、職場になじめるよう、一定期間職場に出向き、企業と障害のある人の双方を支援しています。

１　日程　(第１回、第２回どちらかの受講となり、研修内容は、第１回、第２回とも同じ内容となります。)
 【第１回】　７/12(水)、13日(木)、14日(金)、19日(水)、21日(金)　計５日間
 【第２回】　８/23(水)、24(木)、25日(金)、31日(木)、９/１日(金)　計５日間

２　開催方法　オンライン（Zoom）または、会場　（全日ハイブリッド形式）
　　　　　　　※申込時、オンライン参加か会場参加かを、各日ごとに選択

３　募集期間　【第１回】　５/24(水)～６月25日(日)
　　　　　　　【第２回】　５/24(水)～７月30日(日)
４　募集人数　各回60名(各回とも応募者多数の場合は抽選)

５　対象者　
　・静岡県ジョブコーチとして活動したい方(全講座受講必須、４日目は、原則、会場参加)
　・企業等で障害のある人の労務・現場管理等を行っている方(一部のみ受講も可、全てオンライン可)
　・障害者福祉施設で障害のある人の就労支援を行っている方(一部のみ受講も可、全てオンライン可)

６　受講料　無料(但し資料代として3,000円)

７　その他
　・研修内容等の詳細は、受託者のホームページやチラシで御確認ください。
　　受託者ホームページ　認定ＮＰＯ法人　浜松ＮＰＯネットワークセンター
　　https://www.n-pocket.jp/challenged/jobcoach/training/training2023
　 ※ 申込 は 、 上記 ホームページやチラシに 記載 の 二次元 バーコードからWe ｂ 申込

８　問合せ先　
　　(受託者)認定ＮＰＯ法人浜松ＮＰＯネットワークセンター
　　　　　　TEL・FAX　053－445－3717　Eメール　jobcoach@n-pocket.jp



提 供 日 2023/05/30

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第64報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年５月30日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第64報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第64報（５月29日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 伊東市 351 12 2 56 12 12 5月29日 ～ 5月3
2 2 47 10 10 5月28日 ～ 5月3
3

小学校 伊東市 268 13
1 22 5 5 5月28日 ～ 5月3

4 1 24 6 6 5月30日 ～ 6月
5

小学校 浜松市東区 450 20
1 23 6 6 5月30日 ～ 6月

本日合計 ３小学校 7 172 39 39
１７３施設

本日までの累
計（実数） （ １４高等学校、　３７中学校、　１００小学校、　９幼稚園、

　６保育所、　５こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）
311 9,002 2,884 2,739

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年５月29日（伊東市小学校） 　



提 供 日 2023/05/30

タイトル 令和５年度第１回地域自立のための「人づくり・学校
づくり」実践委員会を開催します

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3764

令和５年度第１回地域自立のための
「人づくり・学校づくり」実践委員会を
開催します。
静岡県総合教育会議に先立ち、知事が様々な分野の有識者から意見を聞く「地域自立のための「人づくり・学校づくり」実践委員
会」を開催します。

１　日　時　　令和５年６月７日（水）　午後１時から３時まで
２　場　所　　県庁別館８階第１会議室Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ
３　出席者　　実践委員会委員、知事ほか（一部委員はＷＥＢ出席）
４　内　容　　グローカル人材の育成　ほか
５　会議の公開
　　傍聴希望の方は、当日直接会場にお越しください。（定員５名（先着））

＜実践委員会委員＞　　　　　　　　　　　　　　（委員長以外50音順、敬称略）
氏　名 役　職

矢野　弘典（委員長） （一社）ふじのくにづくり支援センター理事長
飯塚　翔太《新規》 ミズノ株式会社　ミズノトラッククラブ
片野　恵介 有限会社片野牧場専務取締役
加藤　暁子 日本の次世代リーダー養成塾専務理事・事務局長
加藤　夢叶 静岡大学教育学部数学教育専修
佐々木　敏春 電気事業連合会副会長
里見　和洋 （公財）全日本空手道連盟専務理事
白井　千晶 静岡大学人文社会科学部教授
高畑　幸 静岡県立大学国際関係学部教授
坪井　則子《新規》 （公財）佐野美術館館長
豊田　由美 ＮＰＯ法人スマイルベリー施設長
内藤　純一 浜松学芸中学校・高等学校高校長・事務長
藤田　尚徳 株式会社なすび専務取締役
松村　友吉 株式会社いちまる代表取締役社長
マリ　クリスティーヌ 異文化コミュニケーター

宮城　聰 （公財）静岡県舞台芸術センター芸術総監督
静岡コンベンションアーツセンター　グランシップ館長

森谷　明子 日本画家、静岡ユネスコ協会副会長
山浦　こずえ ＮＰＯ法人キャリア教育研究所ドリームゲート代表理事
山本　昌邦 （一財）静岡県サッカー協会副会長



提 供 日 2023/05/30

タイトル スマホで読む「しずおか県民だより」

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 県民広報班

TEL 054-221-2231

スマホで読む「しずおか県民だより」
毎月１日は県民だより発行

静岡駅地下広場で街頭キャンペーンを行います

１　概要
　静岡県政の重点施策や県民の関心事等をタイムリーにわかりやすく情報発信している「しずおか県民だより」。今年度から、皆
さんに分かりやすいように、毎月１日に発行されることになりました。
　さらに、これまでは新聞折り込みとしてお届けしていましたが、デジタル化への挑戦として、６月、９月、12月はＷＥＢを中心
とした発信に取り組むことになりました。
　このたび、デジタル化して初めての発行日となる６月１日に、より多くの県民の皆様がスマートフォンやパソコンで県民だより
をお読みいただけるように街頭キャンペーンを行います。
　また会場では、昭和24年発行の第１号など県民だよりの歴史を振り返ることができる「県民だよりの歴史パネル展」を行いま
す。

２　街頭キャンペーン

日時

令和５年６月１日（木）

午前11時から午後２時まで（配布物が無くなり次第終了）

※午前11時30分～12時に、現地で担当者が取材対応を行います。

場所 静岡駅北口地下広場イベントスペース

内容
ふじっぴーカード（県民だよりＱＲコード掲載）配布

しずおか県民だよりの歴史パネル展示

●ふじっぴーカード（イメージ）

●しずおか県民だよりの歴史パネル展
　・第１号（昭和24年5月発行）



●県民だよりホームページ
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/johoshi/kenmin/index.html



提 供 日 2023/05/31

タイトル 【開催延期・変更】生徒による校歌作成プロジェクト
が始動します！

担　　当 教育委員会 ふじのくに中学校

連 絡 先 教頭　青木（三島教室）

TEL 055-986-3003

生徒による校歌作成プロジェクトが始動します！

　※当日の雨予報に伴い、６月２日（金）の開催を延期します。（６月１日16時30分変更）

　※６/１６（金）当日、ボランティア講師とシンガーの参加がなくなりました。また内容を一部変更しまし
た。（６月９日１４時変更）

　ふじのくに中学校では、生徒が学ぶ喜びを実感し、主体的に学習に取り組むきっかけの一つとなることを期待して、生徒自身に
よる校歌づくりを計画しています。
　今回は、その第１回目の活動となります。

１　開催日時
　　
　　　 令和 ５ 年 ６ 月 ２ 日 （ 金 ）19 時10 分 ～20 時35 分　→　令和５年６月16日（金）19時10分～20時35分※開催延期

２　会　　場
　　静岡県立ふじのくに中学校　三島教室
　 （住所）三島市文教町１－３－93（三島長陵高等学校６Ｆ）
　　※磐田本校と三島教室をオンラインでつないで実施します。

３　内　　容
　・全校集会の中で、校長が本校に校歌がないことを伝え、その作成を生徒たちに
　　託す旨の話をします。
　 ・その 後 、 校歌作成 プロジェクトをお 手伝 いいただく 講師 の 先生 とシンガーに 登
　　 場 していただきます 。
　 ・シンガーがライブを 行 い 、 自分 たちの 手 で 歌 をつくる 面白 さや 、 作 った 歌 を 自
　　 分 たちで 歌 う 楽 しさを 伝 えていただきます 。

　　校長の「二つの教場で一つの校歌をつくるため、まずはお互いを知ってほしい」というお題に対し、各教場で生徒たちが「ど
のように紹介したら、お互いを理解しあえるか」について話し合いを行います。

４　参 加 者
　・磐田本校：教師、生徒
　・三島教室：教師、生徒 、 ボランティア 講師 、 シンガー

５　そ の 他
　・講師とシンガーは、三島教室に来校します。三島教室には撮影や取材が可能な
　　生徒もおります。 実施日当日 に 取材 いただける 場合 は 、 ６ 月 １ 日 （ 木 ）21 時 ま
　　 でにご 連絡 ください 。※取材の事前連絡については、６月15日（木）21時までにお願いします。

６　問い合わせ先
　　静岡県立ふじのくに中学校

磐田本校 三島教室
電　話 0538-37-3003 055-986-3003
ＦＡＸ 0538-37-7000 055-986-3700
メール fujinokuni-j@edu.pref.shizuoka.jp

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/05/31

タイトル 高等学校の交通安全教育担当教員を対象とした研修会
を開催します。

担　　当 教育委員会 健康体育課

連 絡 先 危機管理・安全班

TEL 054-221-3677

高等学校の交通安全教育担当教員を対象とした
「高等学校交通安全教育指導者研修会」を開催します。

１　概　要
　　県内高等学校における交通安全教育指導者の資質の向上を図り、各高等学校及
　び県全体の交通安全教育の充実を図るため標記研修会を開催します。

２　日　時
　　令和５年６月７日（水）午後１時15分から４時30分（受付：12時45分から）

３　会　場
　　静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」
　　11階会議ホール・風（住所：静岡市駿河区東静岡２－３－１）

４　対　象
　　高等学校交通安全教育担当教員（約120人）　

５　内　容
時　間 内　　容

13:15～13:20 　開会あいさつ
13:20～13:25 　「県教委健康体育課所管事項説明」
13:25～13:30 　「県くらし交通安全課所管事項説明」

13:30～13:50 　講義「道路交通法の改正について」
　講師：静岡県警察本部交通部交通企画課

14:00～15:30
　講演「学校に求められる実行的な交通安全教育」
　講師：（一財）日本交通安全教育普及協会　大木 裕史 氏

15:30～16:20
　ワークショップ・情報交換
　テーマ：１ 各校の自転車ヘルメット着用状況
　　　　　２ 各校の自転車指導の内容　　　等

16:20～16:30 　閉会あいさつ

「有徳の人づくり」を進めています。
　　静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2023/05/31

タイトル 【一部開催中止】「静岡産直マルシェin大井町」が開
催されます！

担　　当 経済産業部 農地局農地保全課

連 絡 先 経済産業部農地局農地保全課

TEL 054-221-2713

【当日取材希望】
【ふじのくに美しく品格のある邑（むら）】

「静岡産直マルシェin大井町」が開催されます！

※６月３日について開催が中止となりました。（６月２日16時15分変更）

1　要  旨
　静岡県と県内35市町で構成する「ふじのくに美しく品格のある邑づくり連合」は、
「首都圏イノベーションセンターMICAN（東京都品川区大井町、運営会社:(株)
Teable）」と連携し、「静岡産直マルシェin大井町」に参加します。
　本イベントへの参加を通じて、首都圏への「ふじのくに美しく品格のある邑」の広
報・情報発信を図るとともに、邑で生産される農産物や加工品の販売、首都圏飲食店等
とのマッチングを図ります。
　「静岡県にある美味しいもの・魅力あるものを首都圏の人にもっと知ってほしい」と
いう思いで開催に至った静岡産直マルシェ。まだまだ知られていない静岡県の名産品を
東京から発信します。

2　概　要

日　時
令和５年６月 ３ 日( 土)、４日(日)11時から17時まで
※６月３日は開催中止となります。

会　場 JR大井町駅前(西側)　アワーズイン阪急前

主催者 首都圏イノベーションセンターMICAN
連絡先：03-5742-5508

出店邑
酪農王国オラッチェ（丹那）
白糸の里
伊豆わさび・黒米　はちくぼ山麓マルシェ（いずのやね茅野）

　　
3　経　緯
「むらサポ」企業会員の「首都圏イノベーションセンターMICAN（東京都品川区大井
町、運営会社:(株)Teable）」(代表取締役　矢後真由美)は、平成31年２月に「ふじの
くに美しく品格のある邑づくり連合」と業務連携の覚書を締結しています。この覚書
には、「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」の首都圏への広報活動や、企業（飲
食店等）と農山村とのマッチング機会の創出等を協働で行うこととしています。

＜参考＞

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
 静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝
統などの県民共有の財産でもある地域資源を保全・活用
し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美しく品格の
ある邑（むら）」として登録し、情報発信や知事顕彰を
行っています。令和５年５月末時点で153の地域が認定さ
れています。



提 供 日 2023/05/31

タイトル 「ふじのくに未来デザイン2023」募集開始

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班

TEL 054-221-2522

「ふじのくに未来デザイン2023」の募集を開始します！

静岡県では、学生及び専門学校生がデザイン関連分野で活躍しやすい機会を創出するため、学生限定のデザインコンペティション「ふじ
のくに未来デザイン」を実施しています。今年で５回目となる本事業では、授業、ワークショップ、インターン等を通じて考案したアイデア
を募集します。奮ってご応募ください。。

１　応募資格
　　(1)、(2)、(3)いずれかに該当する18歳以上の学生又は専門学校生
　　(1)静岡県内在住　(2)静岡県内に通学　(3)静岡県出身

２　審査対象
応募資格を有する学生がデザインを活用して提案した「モノ」や「コト」
・応募カテゴリー：プロダクトデザイン部門、コミュニケーションデザイン部門

３　応募方法
「応募票」と「応募対象の特徴がわかる写真や図等」を申込先へメール送付又は郵送

応募票は、以下ホームページからダウンロード
　　　　　　　http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-560/ffd2023_oubo.html

４　審査の流れ
○応募締切　（令和５年８月18日(金)（必着））

○一次審査　(令和５年９月上旬予定)
応募票による書類審査

○二次審査・表彰式　(令和５年10月上旬予定)
応募者によるプレゼンテーション
優秀賞の決定と表彰

５　応募受付期間
令和５年６月１日（木）～８月18日(金)（必着）

６　申込・問合せ先
静岡県経済産業部商工業局地域産業課
（〒420-8601静岡市葵区追手町９番６号）　　
TEL : 054-221-2522
FAX : 054-221-5002
E-Mail :chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp
HP：https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002123/1041028/1028513 .html



提 供 日 2023/05/31

タイトル 「シズオカ［ＫＡＧＵ］メッセ２０２３」の開催

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班

TEL 054-221-2522

「シズオカ[ＫＡＧＵ]メッセ２０２３」の開催
～“ときめき”に、逢いにいこう。～

本県の代表的な地場産業である家具の生産者で構成される静岡県家具工業組合は、今年の新作家具等を展示する全国規模の見本市
「シズオカ[ＫＡＧＵ]メッセ２０２３」を開催します。

１　主　催　静岡県家具工業組合

２　日　時　＜開　場　式＞６月７日(水)午前８時30分～午前９時

　　　　　　＜業者商談日＞６月７日(水)～９日(金)午前９時～午後５時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※９日は午後４時まで）

　　　　　　＜一般公開日＞６月10日(土)午前10時～午後５時

　　　　　　　　　　　　　６月11日(日)午前10時～午後４時　　　　　　　　　　　　　

３　会　場　ツインメッセ静岡＜北館＞（静岡市駿河区曲金3丁目1番10号）

４　出展者　静岡県家具工業組合員、関連業者等の33社（団体・組）

５　内　容　 ○デザイン＆クラフト2023
          　○デザイナーズ・サテライト2023
　　　　　　○特別コラボ企画「Your story 悠久の自然を感じて…」

６　入場料　無料（業者商談日には受付にて入場登録）

７　合同開催　ろうきん「住んぷ会」住宅フェスティバル２０２３

　　　　日時　６月10日(土)～11日(日)午前10時～午後５時(11日は午後４時まで)

　　　　会場　ツインメッセ静岡＜南館＞内

　　　　主催　ろうきん「住んぷ会」

８　2022年度実績　来場者:4,238人

　　　　　　　　　来場業者:512社　　　　　

９　家具工業組合主催の記者会見

　　　日時　６月７日(水)午前10時30分～

　　　会場　ツインメッセ静岡＜北館＞内　特別商談室

10　問い合わせ先

　　　静岡県家具工業組合　TEL:054-254-7201



提 供 日 2023/05/31

タイトル 「2023グッドデザインしずおか」募集開始

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班

TEL 054-221-2522

「2023グッドデザインしずおか」の募集を開始します！

静岡県では、中小企業におけるデザインの活用推進を目的に「グッドデザインしずおか」を実施しており、今年で30回目を迎え
ます。静岡県内でデザインを活用して生み出した「モノ」「コト」を有形無形にかかわらず募集し、選定・顕彰する取組です。
受賞品は、静岡県内や首都圏などで開催される展示会へ出展するほか、パンフレットや県ＨＰでも紹介する予定です。是非、積

極的に御応募ください。

１　応募資格
県内に活動拠点がある中小企業、団体、個人等

２　応募対象
デザイナーと連携し、デザインを活用して生み出した「モノ」「コト」
・応募カテゴリー：モノ部門（製品）、コト部門（仕組み、取組）
・デザイナーの所属は県内外・社内外・団体内外を問わない

３　応募方法
「応募票」と「応募対象の特徴がわかる写真や図等」を申込先へメール送付、郵送又は持参

※応募票は、以下ホームページからダウンロード
　　　　　　　　　http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-560/2023gds_oubo.html

４　審査の流れ
○応募締切　（令和５年７月28日(金)（必着））

○一次審査　(令和５年９月上旬予定)
応募票による書類審査

○展示　(令和５年10月上旬～中旬予定)
一次審査通過品の一般展示及び来場者投票

○二次審査　(令和５年10月中旬予定)
応募者によるプレゼンテーションと各賞の選出

○表彰式及び展示　(令和５年11月中旬予定)
各賞受賞者及びふじっぴー賞（来場者最多得票）を表彰
選定品の一般展示

５　応募受付期間
令和５年６月１日（木）～７月28日(金)（必着）

６　申込・問合せ先
静岡県経済産業部商工業局地域産業課
（〒420-8601静岡市葵区追手町９番６号）　　
TEL : 054-221-2522
FAX : 054-221-5002
E-Mail :chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp
HP：https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002123/1041028/1028513 .html



提 供 日 2023/05/31

タイトル 経営革新計画の承認（令和５年４月分）

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 経営革新班

TEL 054-221-3164

静岡県は、令和５年４月の経営革新計画を17件承認しました。
承認企業の地域別内訳は、東部４件、中部６件、西部７件となっており、市町別で
は静岡市、浜松市が最多の４件となっています。
業種別の内訳は、製造業が最多で５件となっています。

１　令和５年４月の承認件数
区分 東部 中部 西部 計 当年度計
件数 ４件 ６件 ７件 17件 17件

２　市町別内訳

　　

３　業種別内訳
区分 製造業 建設業 情報通信業 運輸業 卸売・小売業
件数 ５件 ２件 １件 ０件 ３件
区分 飲食店・宿泊業 医療・福祉 教育学習支援業 サービス業 その他
件数 ２件 ０件 １件 ２件 １件

＜参考＞
◆「経営革新計画の承認」とは
　県は、中小企業者等による新規事業への取組で、相当程度の経営の向上が見込める計画について承認します。承認企業は、制度融資や信用保証の別枠、
補助金など主に資金調達に係る支援策が利用できます。（ただし、利用する支援策ごとに個別審査が別途必要となります。）
◆具体的な経営革新の取組事例を紹介している経営革新事例集（Ｒ４版）は、県経営支援課のホームページでご覧いただけます。
http://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r4jireishu.pdf



提 供 日 2023/05/31

タイトル 令和５年度　夏季電力需給対策を決定

担　　当 経済産業部 産業革新局エネルギー政策課

連 絡 先 エネルギー政策班

TEL 054-221-2949

令和５年度　夏季電力需給対策を決定

県は、自ら率先して省エネ・節電対策に取り組みます。
県民や事業者の皆様も無理のない範囲で省エネ・節電に御協力をお願いします。

【県の夏季電力需給対策】

＜取組方針＞

○令和５年６月から９月までの間、節電・省エネに重点的に取り組み、電力需要のできる限りの抑制を図る。(具体的な数値目標
は国と同様設定しない)
○県民や事業者に対して、生活や経済活動に支障のない範囲で、省エネ・節電への協力をお願いする。
○国が平成27年度から開始した国民運動「COOL CHOICE」(※1)の取組と普及に努める。
○本県の豊かな自然資源を活かした再生可能エネルギー等の導入を促進し、小規模分散型のエネルギー体系への転換によるエネル
ギーの地産地消を推進する。
(※1)2030年までの温室効果ガス排出量の削減目標達成のため、温暖化対策に資するあらゆる「賢い選択」を促す。

【省エネ・節電対策の取組内容】

＜県の取組＞

・県有施設の新築時のZEB(※2)化　New
・地球温暖化対策アプリ「クルポ」の普及　Renewal
・夏季軽装化（クールビズ）の実施（５月８日から10月31日まで）
・快適な執務環境と省エネの両立を目指す空調運転
・照明の減灯（執務室窓際・通路、廊下等共用部の一部）
・電化製品（パソコン、事務機器等）の適正管理　など
（※2）ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）：室内環境の質を維持しつつ、省エネ・創エネ技術の導入によりエネルギー消費量を正味ゼロにすること
を目指した建築。

＜県民・事業者への取組促進＞

・企業脱炭素化支援センターを通じた中小企業の脱炭素化支援　
・県民運動「ふじのくにCOOLチャレンジ」の推進
・専門家派遣による中小事業者等の省エネ化　　など

【エネルギーの地産地消・脱炭素化の推進】

・太陽光発電設備等共同購入支援事業による導入促進　New
・自家消費型太陽光発電設備及び蓄電池の導入に対する助成　New
・カーボンクレジットの活用・企業の脱炭素化の推進　New　など

(参考)国の夏季電力需給見通しと電力需給対策
・全国で電力の安定供給に最低限必要とされる予備率３％を確保できる見通し。
・国民や企業に対して無理のない範囲での省エネ・節電協力の呼びかけを行う。



提 供 日 2023/05/31

タイトル イオンモール浜松志都呂で「静岡県フェア」を開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

イオンモール浜松志都呂で「静岡県フェア」を開催！

（要　旨）

　・県とイオンが締結する包括連携協定の一環として、イオンリテール株式会社東海カンパニーが、６月２日（金）から４日

（日）までの３日間、浜松市の「イオンモール浜松志都呂」をメイン会場として、静岡県フェアを開催します。

・「イオンモール浜松志都呂」では、県産農林水産物や加工品、ご当地グルメの販売を行うほか、県事業（しずおか食セレク

ション「頂」・ふじのくに出会いサポートセンター 等）などのＰＲを実施します。

　
（概　要）

１　静岡県フェアの開催概要
区　分 内　容

開 催 日 令和５年６月２日（金）から４日（日）までの３日間

会　　場 イオンモール浜松志都呂（浜松市西区志都呂）

主　　催
イオンリテール株式会社東海カンパニー

（後援：しずおか地産地消推進協議会　協力：静岡県）

内　　容

・県産農林水産物、加工品、ご当地グルメの販売

・知事からのメッセージPR動画の放映

・県事業のＰＲ

（しずおか食セレクション「頂」、ふじのくに出会いサポートセ

ンター、東アジア文化都市2023静岡県　等）

備　　考
静岡・愛知・岐阜・三重・和歌山県の「イオン」「イオンスタイ

ル」のうち64店舗でも静岡県産農林水産物、加工品の販売を実施

２　参考（イオンモール浜松志都呂の概要）
区　　分 内　　容

総 面 積 93,000平方メートル(敷地面積)65,000平方メートル(総売場面積)

駐車台数 3,500台
来 客 数 年間約700万人



提 供 日 2023/05/31

タイトル 経済団体、労働団体、行政機関の13機関が連名で共同
宣言を発出
～パートナーシップ構築宣言の普及・促進と実効性向
上を目指します～

担　　当 経済産業部 政策管理局産業政策課

連 絡 先 産業政策班

TEL 054-221-2605

 経済団体、労働団体、行政機関の13機関が連名で共同宣言を発出
～パートナーシップ構築宣言の普及・促進と実効性向上を目指します～

　長期化する物価高騰等の影響により、企業の事業活動、個人の消費活動はともに厳しい状況に置かれており、適切な価格転嫁、
賃上げを通じて、地域経済を活性化することが求められています。
　このため、静岡県では、適切な価格転嫁の気運を醸成し、適正な取引を促進するとともに、サプライチェーン全体での共存共栄
や県内企業の稼ぐ力の向上、賃上げを含む人への投資につなげるため、県内の経済団体、労働団体及び行政機関が一体となり、
パートナーシップ構築宣言の普及・促進と実効性向上に向けた共同宣言を発出します。

※パートナーシップ構築宣言とは
　・国が「未来を拓くパートナーシップ構築推進会議」において、令和２年５月に
　　導入決定した取組です。
　　事業者が取引先との共存共栄を目指し、サプライチェーン全体の付加価値増大
　　等に取組むことを代表権のある者の名前で宣言し、国が運営するポータルサイ
　　トで公表するものです。

　つきましては、共同宣言式を下記のとおり開催しますので、お知らせします。

１　日時　　令和５年６月７日（水曜日）午後３時１０分から４０分まで

２　場所　　静岡県庁本館　４階　特別会議室

３　出席者
　（行政機関、経済団体、労働団体、静岡県の順に記載。敬称略）

機関名・団体名　役職名 出席者氏名

経済産業省関東経済産業局　局長 太田　雄彦（おおた　たけひこ）

財務省東海財務局静岡財務事務所　所長 清水　宏一（しみず　こういち）

厚生労働省静岡労働局　局長 笹　正光（ささ　まさみつ）

（一社）静岡県商工会議所連合会　会長 岸田　裕之（きしだ　ひろゆき）

静岡県商工会連合会　副会長 清水　厚（しみず　あつし）

静岡県中小企業団体中央会　会長 山内　致雄（やまうち　むねお）

（一社）静岡県経営者協会　会長 柴田　久（しばた　ひさし）

静岡経済同友会静岡協議会　代表幹事 江﨑　和明（えざき　かずあき）

静岡経済同友会浜松協議会　事務局長 金子　和裕（かねこ　かずひろ）

静岡経済同友会東部協議会　代表幹事 川瀬　一隆（かわせ　かずたか）

静岡県中小企業家同友会　代表理事 松葉　秀介（まつば　しゅうすけ）

日本労働組合連合会静岡県連合会　会長 中西　清文（なかにし　きよふみ）

静岡県知事 川勝　平太（かわかつ　へいた）

４　内容
　（１）開式
　（２）知事挨拶
　（３）共同宣言書への署名
　（４）写真撮影
　（５）国・経済団体・労働団体の代表機関からの取組説明



５　共同宣言における連携・実施内容
　・パートナーシップ構築宣言の普及・促進
　・適正取引・価格転嫁の状況に関する情報収集と発信
　・適正取引・価格転嫁に関する支援情報等の周知　など

　　　　　　　　　　
参考：県HP　静岡県パートナーシップQR
　　　国HP　https://www.biz-partnership.jp/



提 供 日 2023/05/31

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第65報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年５月31日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第65報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第65報（５月30日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 伊東市 531 18 1 31 8 8 5月30日 ～ 5月3
2 小学校 静岡市葵区 483 21 1 26 11 11 5月26日 ～ 5月3
3 1 26 8 8 5月30日 ～ 5月3
4

小学校 静岡市葵区 574 23
1 27 14 14 5月30日 ～ 5月3

5 小学校 磐田市 267 14 1 20 6 6 5月31日 ～ 6月
6 小学校 浜松市中区 380 14 1 32 10 9 5月31日 ～ 6月
7 4 117 40 34 5月31日 ～ 6月
8

小学校 浜松市北区 705 31
3 92 40 28 5月31日 ～ 6月

本日合計 ６小学校 13 371 137 118
１７７施設

本日までの累
計（実数） （ １４高等学校、　３７中学校、　１０４小学校、　９幼稚園、

　６保育所、　５こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）
324 9,373 3,021 2,857

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年５月30日（伊東市小学校２、浜松市東区小学校） 　



提 供 日 2023/05/31

タイトル 静岡県フェアでふじのくに出会いサポートセンターの
PRイベントを開催！

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 少子化対策班

TEL 054-221-2037

静岡県フェアでふじのくに出会いサポートセンターのPRイベントを開催！

（要　旨）

県とイオンが締結する包括連携協定の一環として、イオンリテール株式会社東海カンパニーが、６月２日（金）から４日（日）までの３日間、

浜松市の「イオンモール浜松志都呂」において、静岡県フェアを開催します。

ふじのくに出会いサポートセンターの会員登録を促進するため、３日間のブース設置に加え、６月３日（土）には、PRイベントを開催します。

　
（概　要）

1.　開催概要
区分 内容

開催日 令和５年６月３日（土）　10時から16時
会場 イオンモール浜松志都呂（浜松市西区志都呂２丁目３７番１号）

２階中央エスカレーター横
内容 ・ふじのくに出会いサポートセンターのシステムや登録方法の詳細説明

・真剣な出会いを求める方に向けたアドバイスや交際中の悩みについての御相談対応

・自分をよりよく見せる「パーソナルカラープチ診断」（開催時間：10時から13時）

・静岡県イメージキャラクター「ふじっぴー」、浜松市マスコットキャラクター「出世大名家

康くん」によるグリーティング（開催時間：不定期）

備考 ・当イベントの参加費は無料です。
・当イベントのほか、静岡県フェア実施期間中は、ふじのくに出会いサポートセンターに
ついてのPRブースを１階通路に設置しております。

2.　ふじのくに出会いサポートセンターの概要
県と市町で構成する「ふじのくに結婚応援協議会」が、結婚を希望する者を支援するために運営する拠点。
マッチングシステムを活用した出会いの機会の提供のほか、会員を対象にした婚活イベント等を開催。※詳細はHP（
https://www.shizuoka-msc.jp/）を御覧ください。



提 供 日 2023/05/31

タイトル 【当日取材依頼】伊豆文学フェスティバル実行委員会
の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-3109

 　

伊豆文学フェスティバル実行委員会の開催

～文学の地として名高い伊豆・東部地域をはじめとする本県の魅力を発信～

（要旨）
　伊豆文学フェスティバル実行委員会は、静岡県が主体となり、文学の地として名高い伊豆地域をはじめとする静岡県内の様々な
魅力を文学を通じて、全国に発信するため、「伊豆文学賞」を開催するとともに、伊豆文学の魅力を周知するイベントを開催する
団体です。
　このたび、現在募集中の第27回「伊豆文学賞」の盛り上げを図るとともに、今年度新たに東アジア文化都市2023静岡県主催事業
として10月に開催する伊豆文学祭について意見交換するため、実行委員会を開催いたします。
（概要）

１ 日　時　　令和５年６月５日（月）午後３時30分から
２ 会　場　　県庁別館９階第１特別会議室
３ 内　容　　令和５年度事業計画などを議論
４ 構成員　　
役 職 氏 名 所 属

委 員 長 出野　勉 静岡県副知事
副委員長 河原 みち代 NPO法人みらいネット浜松代表理事
委　　員 池上　重弘 静岡県教育委員会教育長

〃 落合　徹 公益財団法人静岡県文化財団専務理事
〃 加藤　文夫 元株式会社Ｚ会顧問
〃 佐藤 三武朗 作家、一般社団法人佐藤塾代表理事、日本大学名誉教授
〃 勝呂　 奏 作家、桜美林大学人文学系教授
〃 武田　修一 静岡県立大学名誉教授
〃 田村　充正 川端康成学会常任理事、静岡大学人文社会科学部名誉教授
〃 三木　 卓 詩人・作家、伊豆文学賞小説・随筆・紀行文部門審査員
〃 望月　宏明 公益社団法人静岡県観光協会専務理事
〃 森本　隆子 静岡大学人文社会科学部准教授

監　　事 土村　暁文 静岡県市長会町村会総合事務局長
〃 山本　知成 公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム事務局長

（参考）
〇　伊豆文学賞について
　・文学を通じて静岡県の魅力を全国に発信することを目的に開催。
　・三木卓先生、村松友視先生、嵐山光三郎先生をはじめとする静岡ゆかりの作家が審査員を務
める。
　・今回で第27回目を数え、直木賞作家として活躍されている今村翔吾先生を過去の受賞者とし
て輩出するなど歴史ある文学賞となっている。
※会議は全て公開します。ぜひ取材をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　



提 供 日 2023/05/31

タイトル 「環境月間」に向けて不法投棄防止統一パトロールを
実施しました！

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 不法投棄対策班

TEL 054-221-3810

「環境月間」に向けて、不法投棄防止統一パトロールを実施しました！

５月30日（火）に静岡県全域で実施した「不法投棄防止統一パトロール」の結果は、次のとおりです。

１　パトロールの状況

　　　◎「陸」のパトロール

　　　　県内４健康福祉センター、県内各市町のパトロール車両による巡回・探索

　　　※一部市町は、雨天により中止

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　　（40コース　136人参加）

　　◎「海」のパトロール

　　　　清水海上保安部の「巡視艇」及び県警察本部の「警備艇」による沿岸部の巡回・

探索　

※下田海上保安部は、雨天により中止

　　　 （２コース　12人参加）

２　実施結果

　合計148人参加

廃棄物 発見件数 発見量 主な廃棄物

34件 25.666
立方メートル

・廃家電製品、タイヤ、自転車、プラ容器、
ペットボトル、空き缶等

　 
　　　

３　参考事項
上記パトロールは、富士箱根伊豆国立公園を中心とした交流圏である山梨県・神奈川

県との広域連携施策も兼ねて行いました。

また、両県においても同日に広域化・巧妙化する不法投棄を撲滅するため、各県内で

パトロールを行いました。

　担当　山梨県　環境・エネルギー部環境整備課　055-223-1517

　　  　　神奈川県　環境農政局環境部資源循環推進課　045-210-4154



提 供 日 2023/05/31

タイトル 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果（速報・
第147報）

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 原子力安全対策班

TEL 054-221-3735

１　要旨
　　「浜岡原子力発電所の安全確保等に関する協定」に基づき実施している浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果につい
て、前回の速報（令和５年４月28日）から５月末までに結果がまとまったものを報告します。
　今回採取した試料の測定値に、過去の変動幅の上限を上回ったものはありませんでした。
　　※　過去の変動幅：東電事故以前の５年間の測定値の範囲

２　測定結果等
試料名

〔試料数〕
採取場所
採取日

測定結果の最大値
〔放射性セシウム〕

過去の変動幅
（東電事故前５年間）

単位

 (1) 土壌〔４〕
御前崎市３か所、
牧之原市１か所
採取日：3/8、20

8.2
（牧之原市笠名）

1.7～8.9 Bq/kg 乾土

 (2) たまねぎ〔２〕

御前崎市１か所、
牧之原市１か所
採取日：1/30、
3/17

ND ND Bq/kg 生

 (3) 浮遊塵〔５〕

御前崎市４か所、
牧之原市１か所
採取期間：4/3～
30

ND ND mBq/m
3

【参考】

試料名
〔試料数〕

採取場所
採取日

測定結果の最大値
〔放射性セシウム〕

単位

 (1) 茶葉〔４〕
菊川市１か所、磐田市１か所、
藤枝市１か所、袋井市１か所
採取日：4/19、25、28、29

ND Bq/kg 生

　（注）
　　・放射性セシウムは、セシウム134とセシウム137の合計を示します。
　　・「ND」は、検出されなかったことを示します。

＜参考＞食品中の放射性物質に関する基準値（放射性セシウム）
　一般食品　100 Bq/kg、乳児用食品及び牛乳　50 Bq/kg、飲料水　10 Bq/kg

３　今後の対応
　・上記測定結果等については、静岡県環境放射能測定技術会において、学識経験者を含む構成員による評価を行います。
　・技術会の評価結果については、静岡県原子力発電所環境安全協議会に報告します。



提 供 日 2023/05/31

タイトル 「水難事故注意報」の発令

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 水難事故防止対策協議会

（消防保安課　産業保安班）

TEL 054-221-2269

－ 危機管理情報 －

「水難事故注意報」を発令します！
（６月１日～６月３０日）

水の事故に注意しよう！

静岡県水難事故防止対策協議会（会長：静岡県危機管理部部長代理）は、本格的に水に親しむシーズンを迎え
るにあたり、早期に事故の発生を防ぐことを目的に、下記のとおり、６月１日から６月30日まで「水難事故注
意報」を発令します。

〈水の事故を防ぐための注意事項〉
１　危険な場所には近づかない。

２　飲酒後、睡眠不足、疲労時等の体調不良時には水に入らない。

３　子供から目を離さない。

４　気象状況に注意し、悪天候時は水場に近づかない。

５　魚釣りやボートに乗る時は必ずライフジャケットを着用する。

水難事故発生状況
○前年同期比較（１月から５月まで）

事故者総数（人）発生件数
（件） 総数 死亡者 行方不明者 負傷者 無事救出者 その他

令和５年 10 10 ３ ０ ４ ３ ０
令和４年 13 14 ３ ２ ２ ７ ０

※令和５年は５月25日までの速報値

○月別発生状況（令和４年）
月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計

発生件数(件) ２ ５ ２ ２ ２ ３ 12 13 ２ ３ ４ ３ 53
事故者数(人) ２ ６ ２ ２ ２ ４ 14 13 ４ ３ ５ ３ 60



提 供 日 2023/05/31

タイトル 景気動向指数は12か月連続で改善を示す～静岡県景気
動向指数（令和５年３月分）～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

　　　　　　　　　　　　景気動向指数は12か月連続で改善を示す

　　　　　　　　　　　～静岡県景気動向指数（令和５年３月分）～



詳しくは「統計センターしずおか」(https://toukei.pref.shizuoka.jp/)を御覧ください。


